

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。








　Contents









プロローグ

第一章　幼少期

第二章　魔眼

間章　尋問

第三章　研究所

第四章　三年後、覚醒

第五章　生きる理由

第六章　三年ぶりの外の世界で知る事実

第七章　三年ぶりの王都で

エピローグ　二人のシオン




電子書籍特典　書き下ろし短編『モニカとの思い出』






[image: ]




　──俺以外の誰かが、どうして俺として生きているのだろうか？

　わからないことだらけだ。この世界は、わからないことだらけだ。他人のことはもちろん、自分のことですらも……。

　わからない。

　──いったい君はどこへ行ってしまったのだろうか？

　わからない。

　──今俺の前にいる、君の姿をした、君以外の誰かは、いったい何者なのだろうか？

　わからない。隣に立つ誰かに尋ねてもわからない。けど、答えを知りたくて、シオン・ターコイズは……いや、シオンはずっと考える。

　でも、答えなんてわからなくて……。

　それでも唯一、わかったことがある。

　それは、この世界は何かがおかしいということ。

　何かが異常だ。この世界は何かがおかしい。

　けど、誰も違和感を覚えていない。自分以外の誰も、今はまだ……。

　だから、気づかないのだ。

　シオン以外の誰もが、気づいてくれないのだ。

　だけど……。

　それでも前に進むのだ。

　かつての君ならきっとそうする。そう思ったから。

　だから、これは、本物が偽物となり、偽物が本物となり……。

　それでも大切な何かを探して守る。

　そんな物語だ。
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　人間族、獣人族、ドワーフ族にエルフ族、そして魔族などの様々な種族が暮らす母なる世界で……。

　子供の頃、シオン・ターコイズは夢を見ていた。夢だからハッキリと覚えているわけではない。

　目が覚めてしまえば内容は覚えておらず、朧おぼろ気げな記憶すら残っていない。いつも大したことは何も思い出せないで夢は終わる。

　けど、ここではない違う世界で、生きている夢だったと思う。

　だから、もしかしたら自分の中に知らない誰かがいるんじゃないか。

　シオンはずっとそう思っていた。

　十歳の時、モニカ・ヴァーミリオンと出会うまでは……。





　　　　◇　◇　◇






　シオンの日常には笑顔が極端に少なかった。

　皆無といってもいい。

　魔道大国の第一王子として生まれ、未来の国王という立場を有しているからこそ、気軽に話をできる友人が身近にはいない。

　父である国王は魔道の研究と執務に忙しく、息子に興味がない。滅めつ多たに顔を合わせることもなかった。実の母は自分を産んだ時に死んだから顔もわからない。

　父親は後妻と結婚したが、こちらも忙しいらしくて数えるくらいしか話をしたことがない。顔見知り未満の他人だった。

　物心ついた頃には血が半分繋つながったイリナという名の妹が生まれたが、父親か義母の意向なのか、城内で会っても他人行儀に挨拶をするくらいには距離を置かれていた。

　だから……。

　シオンはお城の中で、いつもひとりぼっちだった。シオンの周りに気を許せる相手なんて、一人もいなかった。明るい未来なんて、何も見えなかった。

　けど──、

「初めまして、シオン様。ヴァーミリオン王国第一王女、モニカと申します」

　十歳の時、隣国の第一王女であるモニカ・ヴァーミリオンと婚約して、シオンの人生は一度、大きく変わった。





　　　　◇　◇　◇






　初対面の折、シオンとモニカは二人きりになって、婚約者同士で話をした。

　当時、友達すらいなかったシオンは対等な相手とどうやって喋しやべったらいいのかよくわからなかった。

　だから、モニカが気を遣ってあれこれ喋りかけてくれても、ほとんど表情を変えずに、訊きかれたことだけにぽつりぽつりと答えていた。すると──、

「……ねえ、もう少し笑った方がいいと思うよ？」

　燃えるように赤い髪をしたモニカが、不意にそんなことを言った。何を訊いてもシオンが無愛想な返事しかしないので、痺しびれを切らしたのだ。

　当初の丁寧な喋り方はなりを潜め、やや砕けた喋り方になる。どうやらこれが彼女の素の口調のようだった。

「え……？」

　シオンはぱちぱちと目を瞬しばたたく。

　モニカが急に丁寧な口調を止やめたことにも軽く面食らったが、誰かに意見されたことなんて生まれて初めての経験で驚いたのだ。
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「なんだ、驚いた表情もできるんじゃない。何を訊きいても無表情のままだから人形だと思ったよ。もう、やっと君の心を動かせた」

　モニカはシオンの表情が変化したことを確認すると、少しホッとしたような顔で最後におかしそうに笑った。

　何がおかしいのかシオンにはわからなかったが、可愛かわいらしい笑顔だった。すると──、

「…………」

　シオンもぎこちなく口くち許もとをほころばせ、笑顔を覗のぞかせる。

「あー、笑えるんじゃん！」

　モニカが大きな声を出して、シオンを指さす。

「……え？　そうなの？」

　シオンがびくっと身体からだを震わせる。笑ったことなんてほとんどなかったから、自分が笑っているのかわからなかった。

「そうだよ！　絶対いま笑った。笑った方がいいよ。貴方あなたせっかく格好良いんだから」

「ええと、ごめん」

　シオンはなんと言えばいいのかわからず、謝罪の言葉を口にする。

「ええ？　別に謝る必要はないけど……。もう、調子狂うなあ」

　モニカは困ったようにぽりぽりと頬ほおをかく。

「……………………」

　シオンは再び沈黙する。

「……ねえ、二人でいる時はシオンって呼んでいい？　人がいる時は様をつけて呼ぶと思うけど」

　ふと、モニカが尋ねた。

「いいけど」

　シオンはこくりと首を縦に振る。

「ありがとう、シオン。じゃあ私のことはモニカって呼んでいいよ」

「え？　うん」

「………………」

　モニカは期待するような眼まな差ざしをシオンに向ける。

「……何？」

　モニカにじっと見つめられて、シオンが少しドキッとして尋ねる。こんなに人から視線を向けられたのも、生まれて初めてだった。

「こういう時は私のことも名前で呼ぶんだよ」

　と、モニカは少し唇を尖とがらせて言う。

「誰が？　誰を？」

「シオンが、私を。私のことも名前で呼んでいいって言ったでしょう？」

「……うん」

「じゃあ、ほら。私のことを名前で呼んで」

　今日初めて会ったばかりの相手なのに、モニカはシオンに屈託のない笑みを向ける。その笑顔がとても可愛かわいくて、とても嬉うれしくて──、

「………………モニカ」

　シオンは気恥ずかしそうに、モニカの名を呼んだ。

「うん。なに、シオン？」

　モニカはニコニコと笑みをたたえて返事をするが──、

「え、何でもないけど」

　シオンは不思議そうに会話を打ち切る。家庭教師や使用人などと必要最小限の会話をするだけで、人と普通に会話をする経験が圧倒的に不足していたのだ。

「も、もう……。言葉のキャッチボールが続かないなあ」

　モニカはがっくりと項垂うなだれる。

「……キャッチボール？　なにそれ？」

　シオンが疑問符を浮かべる。

　初めて聞いた言葉だったのだ。

「え？　キャッチボール？」

　言葉を口にしたモニカ自身も首を傾かしげる。

「今モニカが言った言葉だけど」

　どうやらモニカも『キャッチボール』という言葉を口にしたことに気づいていなかったようだ。

「私が……？　ああ。私なんだか最近、無意識に変な言葉を言っちゃうらしいんだよねえ。何なんだろう？」

　モニカは困ったように説明し、うーんと首を捻ひねる。

「へえ」

　そういうこともあるのかと、あっさりと納得するシオン。

「ま、気にしないで。それよりさ。シオンは何か趣味とかないの？」

　モニカはあどけなく笑って気持ちを入れ替え、シオンに話を振る。

「趣味？　特にないかな」

「えー？　そんなことはないでしょ。普段は何をしているの？」

「普段？　読書と魔法の練習？」

「うーん、男の子らしくないなあ。というより、どうして疑問形なの？」

「いや、それくらいしかしていないなあと思って」

「そんなことはないでしょ」

「後はご飯を食べて寝るくらい？」

「あはは。なに、それ。それはみんなやっていることだよ」

「そうだね」

　おかしそうに笑うモニカにつられて、シオンも笑う。

　気がつけば少しずつ、シオンは普通にモニカと話せるようになっていた。モニカと話している内に、自然と笑顔が増えていた。

「本を読んでいるって言っていたけど、どんな本が好きなの？」

「……『英雄ノアの大冒険』」

「それ私も好き！　シオンもノアみたいになりたいの？」

「それは、どうだろう」

「私はなりたいよ。ノアみたいに強い戦士になって、外の世界を見て回りたいの。迷宮に潜ったりね。そうだ。ターコイズ王国は魔道の国だけど、シオンは何か武術を習っていないの？」

「剣術なら習っているけど、やっぱり魔法の方が得意かな」

　モニカからの質問にもちゃんと答えられるようになっていた。

　会話が弾んでいく。

「へえ、男の子らしいこともしているんじゃない。私も剣術を習っているよ。一番得意なのは槍そう術じゆつだけど」

「ヴァーミリオン王国は武の国なんだっけ？」

「そうだよ。……そうだ！　ちょっと私と手合わせをしてみる？」

　モニカは得意げに頷うなずき、シオンに対戦を申し入れる。

「ええ？　それはまずいんじゃないかな。モニカは女の子だし」

　怪け我がをさせたら大変だ。

　そう思ったのだが……。

「むっ。シオンが勝つって言うの？　確かにクリフォード兄さんにはまだ勝てないけど、それ以外だと歳としの近い男の子が相手でも一度も負けたことがないんだからね、私」

「え、そうなの？　それはちょっと怖い……」

　なんてやりとりがあって、モニカの負けん気に押されて試しに手合わせをしてみることになるシオン。

　結果はシオンがこてんぱんに負かされて、モニカが槍やりの天才だと知る。だが、シオンの長所は魔法だ。その後に魔法を使用して見せると、モニカから「すごい、すごい」と手放しに賞賛される。

　そうやって、対等な誰かと一緒に何かをする時間がとても嬉うれしくて楽しくて……。

　──誰かと一緒に遊ぶって、こういうことなんだろうか？

　シオンは生まれて初めて、人と接することの楽しさを知った。だからだろう。二人で話をしている内に、シオンはきらきらと目を輝かせてモニカを見つめるようになる。

「……………………」

　モニカはシオンから向けられる眼まな差ざしに気づくと、気恥ずかしそうにはにかんだ。この時、彼女が婚約者であるシオンのことをどう思っていたのかはわからない。

　だが、少なくともシオンは、出会ったこの日にモニカに恋をしていた。人見知りで、孤独で、人との接し方がわからない少年が、初めて会った少女に恋をした。

　当の本人はモニカに対する想おもいが恋だなんて、知りもしなかったけれど……。後から振り返ってみればそれが初恋だったのだと、シオンは断言できる。

　これが、シオンとモニカの出会いだった。





　　　　◇　◇　◇






　それから、シオンとモニカは互いの国を行き来して、数ヶ月に一度だけ、一週間か二週間ほど生活を共にするようになる。

　シオンの日常には笑顔が増えた。

　以前とは比べものにならないほどに、笑顔が増えた。モニカがシオンと他者を繋つなげて、笑顔を増やしたのだ。

　相変わらず父や義母と話をする機会はなかったけれど、モニカのおかげで半分血の繋がった妹のイリナと話ができるようになった。モニカの兄や妹も紹介してもらって、五人で大切な友達になった。

　すべてはモニカのおかげだ。モニカが変えてくれたのだ。大きな城にひとりぼっちで、笑うことがなかったシオンを。そんなシオンの人間関係を。

　だから、シオンは努力した。

　剣術も、魔法も、勉強も、今までとは比較にならないほどひたむきに、真剣に学ぶようになった。モニカに褒めてもらいたかったから。

　そうして、瞬く間に一年が過ぎると──、

「政略結婚なんかじゃなく、ちゃんと恋をして結婚しないか」

　シオンはモニカに思いを伝えた。モニカがいればシオンは幸せになれるから、モニカのことも幸せにできるよう頑張る。そう伝えて、告白した。

　モニカには「シオン、なんだかすごく恥ずかしいことを言っているよ……」と困ったように言われたけど、シオンは本気だった。

　モニカは終始照れくさそうにしていたけれど……。

　最後は「もう、しょうがないなあ。ふつつか者ですが、どうぞよろしくお願いします」と気恥ずかしそうに笑って頷うなずいてくれて……。

　ここから、シオンの人生はさらに大きく変わっていくはずだった。

　好きな人と一緒になり、毎日笑って幸せに生きる。

　そんな未来が当たり前のように訪れるはずだと、シオンは信じていた。モニカとの幸せが永遠に続いていくのだと、無根拠に信じていた。

　本当に、ここからのはずだったのだ。

　けど、シオンが告白し、モニカがターコイズ王国から祖国であるヴァーミリオン王国へ戻る道中に……。

　モニカは失踪する。

　シオンが十一歳の時だった。

　永遠は続かないのだと知って、シオンは絶望した。




＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【名前】シオン・ターコイズ

【種族】ヒューマン

【年齢】11歳

【性別】男

【レベル】６

【ランク】０

【基礎パラメーター】

・膂りよ力りよく：Ｅ（18／１００）

・敏びん捷しよう：Ｅ（18／１００）

・耐久：Ｅ（18／１００）

・魔力：Ｄ（36／１００）

【特殊パラメーター】

・魔法：Ａ

【スキル】

・魔の祝福

　特殊パラメーター『魔法Ａ』の項目を追加し、基礎パラメーター『魔力』の等級を一つ上昇させる。また、レベルの上昇に伴う基礎パラメーター『魔力』の上昇値に大補正。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
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　モニカが失踪した。

　誰にも、何も言い残さずに、いなくなってしまった。ターコイズ王国からヴァーミリオン王国へ帰国する道中、誰にも知られずに姿を消したというのだ。

　いったい何が起きたのか？

　モニカはどこへ行ってしまったのだろうか？

　捜索隊は編制されたが、発見には至らず、時間だけが過ぎていき、やがて、国の上層部はモニカの捜索を諦めた。

　しかし、シオンは諦めなかった。諦めるという選択肢はシオンにはなかった。誓ったのだ。結婚して、絶対にモニカを幸せにすると。

　死んだと決まったわけではないのなら、探すしかない。簡単に諦めたら、きっとモニカに怒られる。

　だから、シオンは城の外に広がる世界へ目を向けるようになった。そして、今まで以上に努力することにした。

　第一王子の立場では自由に城の外へ出ることはできないけれど、ただ腐るよりは遥はるかにマシだと思ったから。

　でも、周囲はそれを許そうとしなかった。シオンはモニカの代わりに、モニカの妹であるエステルと婚約させられることになる。

　エステルはモニカを通じて親しくなった仲で、シオンの数少ない友人の一人だ。エステルもシオンの気持ちは知っていてくれたから、無理しないでくださいと言ってくれた。

　けど、国同士が決めた話だから、当事者であっても拒絶はできず、表向きは婚約者として振る舞うことになる。

　そうしてさらに時は流れ、モニカの失踪から二年が経たち……。

　シオンは十三歳になった。





　　　　◇　◇　◇






　ある朝、ターコイズ王国の第一王子の寝室で。

　シオンがおもむろに目を開けて──、

「またこの夢か……」

　ぽつりと、苦々しく呟つぶやいた。

　シオンは十三歳になってからここしばらく、頻繁に同じ夢を見るようになっていた。モニカに出会うまではよく見ていた夢だ。モニカに出会ってからは、あまり見ないようになってしまった夢でもある。

　いや、夢自体は見ていたのかもしれないが、モニカのことに夢中でさして気にとめていなかったのかもしれない。当時はモニカに相応ふさわしい相手になろうと、目を覚ますと毎日のように早朝訓練に励んでいたから。

　まあ、早朝訓練は今でも行ってはいるのだが……。

　何度も何度も同じ夢を見ているからだろうか。

　当時は朧おぼろ気げに夢を見ていた程度のことしか思い出せなかったけど、昔よりは夢の内容を覚えている気がする。

　それはやはりここではない違う世界で、生きている夢だ。

　だが、辛つらい夢だ。プレッシャーばかりで、嫌なことだらけで、楽しいことなんて何もない人生を過ごす夢だ。

　頑張っても褒められることなんてなかった。辛いことばかりの人生だった。たった一つ、楽しみにしていることもあったが、それも奪われた。

　だから、最後は……、最後は……。

「また思い出せない」

　まるで靄もやがかかっているように夢の記憶が急速に薄れてしまう。

　シオンはもどかしそうに顔を曇らせた。

　自分の中に誰か、知らない誰かがいる。

　いや、いるかもしれない。

　その答えは自分にもわからない。思い出せない。

　だから、思い出したい。思い出して、自分が何者なのか、自分が誰なのか、それを知りたい。そんなことを、ふとした拍子にいつも思う。

「……こんな夢ばかり見るのは、俺が俺以外の誰かになりたいからなんだろうか？」

　モニカの失踪から二年。

　いまだ生還の知らせは届いていない。国の上層部もとっくに忘れ去っているように振る舞っている。

　けど、きっとモニカはこの世界のどこかで生きている。シオンはそう信じている。だから、外の世界に出ていって、失踪したモニカを探しにいきたい。

　けど、第一王子の立場ではそれができない。そんな現状がもどかしかった。外の世界に出られるのなら、別人にだってなりたい。

　自分以外の誰かとして生きる夢ばかり見るのは、そんな自分の願望が発露した結果なのかもしれない。

「…………」

　シオンは自虐的な笑みを覗のぞかせると、視界に入ったサイドテーブルに置いていた小説を手に取った。

　表紙には「英雄ノアの大冒険」と書かれている。それはモニカが好きな小説のタイトルで、シオンも子供の頃から憧れて読んでいた小説だ。

　何度も読み込んだ本である。お気に入りのシーンならそらんじることもできる。この本の感想を一日中語り合ったこともあったし、いつか二人で一緒に冒険者になって、冒険に行こうと約束したこともある。二人の立場で外の世界で冒険をすることがどれほど難しいのか、よく知りもしないまま……。

「…………さて、訓練だ」

　シオンはサイドテーブルに本を置き直すと、朝の日課をこなすため、城内の演習場へと向かうことにした。

　どこか、つまらなそうな様子で……。





　　　　◇　◇　◇






　この世界は概おおむね、無駄に平和だ。

　ターコイズ王国とヴァーミリオン王国を含む近隣諸国では、この数百年間、ただの一度も大規模な戦争が起きたことはない。国にとって大きな変革が起きたこともない。

　各国が共通に崇あがめる『グリゴリ』という天使達たちが定めた聖典によって、国同士の大きな争いが禁じられているのだ。

　しかし、それでも万が一に備えて他国への抑止力は必要だ。治安維持のための実力も必要だし、危険な生物も蔓延はびこっている。

　だから、国は一定の費用を投じて軍を編制し続けている。世界が平和でも力をつけることは無意味じゃない。理不尽な火種は至るところにあるのだから。

　けど……。

　自分が日課としてやっているこの訓練に意味はあるのだろうか？

　モニカを探すために外の世界に出たいのなら、他にもっとすべき努力があるのではないだろうか？

　シオンは最近、そんなふうに思う時がある。

　二年が経たった。モニカが失踪してから、二年が経ったのだ。だというのに、シオンはいっこうに外の世界に出られない。

　外の世界に出て自由に動き回るために、城から脱走するという手段を除いておよそ考え得るあらゆる手段を模索して努力してきたが、どんなに努力をしても報われない。

　自分の努力は無駄なんだろうか？

　と、シオンはそんなことを思って、今日も演習場の敷地に入る。既に日が昇っているのか、目映まばゆい日差しが演習場を照らしていた。

「眩まぶしい」

　シオンは演習場の入り口で目映そうに眼めを細め、無駄に平和な空を見上げた。

　本当に、うんざりするほどに平和だった。

　続けて日差しから逃げるように視線を下げると、演習場内には高級そうなクロースアーマーにその身を包み、模擬剣を携えた一人の剣士が立っていて──、

「……おー、おはよう。クリフォード」

　シオンは幼おさな馴な染じみの友人に声をかけた。クリフォード・ヴァーミリオン。ヴァーミリオン王国の第一王子であり、モニカとエステルの兄である。

　年齢はシオンの二つ上で十五歳。

　まだ成長途中で身体からだは出来上がっていないが、その剣技は既に最強の頂を射程に入れている、剣の天才だ。

　そんな隣国王子のクリフォードがどうしてターコイズ王国の演習場にいるのか。それは昨日からクリフォードがターコイズ王国へ遊びに来ているからで──、

「おはよう、シオン。待っていたよ」

　クリフォードは嬉うれしそうに顔をほころばせ、シオンに語りかけてきた。

「うん。俺はなんだか無性に引き返したくなってきた」

　シオンは億おつ劫くうそうに溜ため息いきをついて応じる。

「数ヶ月ぶりの再会なんだ。互いの腕前がどれだけ上がっているのか、手合わせといこうじゃないか」

「いや、昨日の晩ばん餐さんで再会してたっぷり話をしたじゃないか。それに、剣術で戦ったら俺がお前に敵かなうわけがないだろう」

「細かいことはいいんだ。確かに剣術だけで戦ったら十回中十回俺が勝つ。けど、シオンはそこいらの剣士よりも動ける。そして、シオンの本領は魔法にある」

　つまりは、剣と魔法を組み合わせて戦えば、シオンはクリフォードにも迫るということだ。

「せっかく休暇を利用して隣国から来ているんだから、今日くらい休めばいいのに」

「つれないことを言わないでくれ。俺はシオンと遊ぶためにエステルと一緒にターコイズまで足を運んだんだから」

「だったら違う遊びをしよう。ボードゲームとか」

「それはそれで面白そうだけど、朝の手合わせもやろう。どうせ二人ともこの場で訓練をするんだから」

「朝からしんどいなあ」

「しんどいのが嫌な奴やつは毎朝、早朝から訓練なんてしないさ」

　クリフォードはずばり断言する。

「ははっ。俺はそれでもしんどいのは嫌だよ」

　シオンが疲れたように笑って言う。

「……頑張りすぎなんだよ、シオンは」

　クリフォードがぽつりと呟つぶやく。

「ん？」

　シオンは少し眠そうな顔で首を傾かしげる。

「いや、なんでもない。直じきにエステルも来るはずだ。俺の次に相手をしてやってくれ」

「ええ～？　朝からヴァーミリオンの戦兄妹きようだいと連戦とか、余計にしんどい……」

「そう言うな。エステルもお前と手合わせするのを楽しみにやってきたんだから。こないだ会った時にシオンに近距離戦で後おくれを取ったのが悔しかったみたいだ。今日は絶対に勝ってみせると息巻いていたぞ」

「あー、そうか……。なら、仕方がないか」

　エステルの名前が出ると、シオンは存外あっさりと受け容いれた。姉のモニカを好いているにもかかわらず、妹のエステルと婚約関係にある。その事実が後ろ暗いのだ。

　だから、ほんの少しだけ、後ろめたそうな陰を覗のぞかせた。クリフォードにも気づかれないくらいに……。

「おいおい、俺との対戦は嫌がったくせに、エステルとの対戦はすんなり承諾するんだな」

　クリフォードが少し戯おどけて指摘する。

「エステルは婚約者だからな。いつもイリナの相手もしてもらっているし。あいつ、エステルのことを実の姉みたいに慕っているから。そのお礼だよ」

　シオンはふふんと笑って今の婚約者であるエステルのことを語り、先ほど一瞬だけ覗かせた後ろめたそうな陰を完全に消し去った。

「なるほどな。つまりシオンはシスコンってことだ」

　クリフォードはニヤリと笑って言う。

「……それはお互い様だろう、お兄様？」

　シオンはふふんと頬ほおを緩めて言い返す。

「お兄様は止やめてくれ。ゾワリとする」

　途端に苦笑いするクリフォード。

　もしも将来シオンとエステルが婚姻を結べば、クリフォードはシオンの義兄になるのだが、時折シオンはこうやってクリフォードをからかう時がある。

「冗談はこのくらいにして、始めるか？」

　シオンが嘆息し、クリフォードに水を向けた。

「ああ。もっと奥へ行こう」

　そうして、二人は演習場の入り口付近から奥へと移動する。ある程度動き回って派手に戦っても周囲に物的被害が出ないくらいの位置へ来ると──、

「ここら辺でいいか」

　シオンが呼びかけた。

「ああ。いつでもかかってきていいぞ」

　クリフォードが向き直り、余裕のある表情で告げる。驕おごっているわけではなく、油断しているわけでもない。現にクリフォードには微み塵じんも隙がなく、訓練用の模擬剣を手にしている。

「ふーん……、じゃあ！」

　シオンはノーモーションで駆け出し、勢いよくクリフォードに模擬剣を振るった。

「おいおい、魔法は使わなくていいのか？」

　クリフォードは自分の模擬剣で難なくシオンの一撃を受け止め、ふふんと笑って真正面から問いかける。

「剣だけでどこまでクリフォードと戦えるようになったのか確かめたいんだ」

「なるほどな。じゃあ、シオンが魔法を使うまで、俺も闘気は使わないでやろう」




　闘気。それは戦士の適性を持つ者の中でも極一部の者にしか発現しない希少なスキルだ。このスキルを保有している者は魔力を闘気と呼ばれるエネルギーに変換し、肉体に纏まとうことで己の限界を超えて基礎能力値を向上させたり、時には放出することで攻撃に転用させたりすることができるようになる。第一線で活躍する超一流の武人達たちはほとんどこのスキルの持ち主であると言われている。

　なお、スキルとは属人的な特殊能力のことである。

　先天的に獲得しているものと、後天的に獲得するものがあり、魔法系の才能に偏っているシオンは魔力を闘気に変換して近接戦闘に生かすスキルを保有していない。

　けど──、

「はっ、言ってろ」

　モニカに認めてもらおうと思ったあの日から、シオンが剣術と体術の鍛錬を怠った日は一日たりともなかった。

　だから、シオンは闘気を使えなくとも一端の戦士だ。それを証明するかのように、シオンはクリフォードに臆することなく剣で手合わせを挑む。

「シオンはすごいよ。魔道士でここまで剣を扱える奴やつを俺は他に知らない。また腕を上げたみたいだな」

　クリフォードはシオンの攻撃をいなし続けながら、感嘆して言う。

「本職の剣士様であるクリフォードに勝てたためしはないけど、なっ！」

　シオンが横よこ薙なぎに思い切りのいい一撃を放つ。

「当たり前だ。俺はシオンが頑張り始めるよりもずっと前から、剣の鍛錬を続けてきたんだ。先天的なスキルも保有しているし、日常的に実戦経験も積んでいる。それでシオンに負けてたまるか」

　クリフォードは軽くバックステップを踏んで、間合いスレスレの位置で攻撃を躱かわしてしまう。

「くそ、涼しい顔をしやがって……」

　恨めしそうにジト目になるシオン。

「そろそろ魔法を使ったらどうだ？　俺も闘気を使って戦ってみたい」

　クリフォードはワクワクした面持ちで呼びかけた。

「……まあ、剣術でクリフォードには及ばないことはわかったしな」

　わかったというよりは、もとよりわかっていたことだ。シオンは手隙の左手でぽりぽりと頭を掻かくと、溜ため息いきをついて頷うなずいた。魔法を使用して戦闘するために、後退してクリフォードと距離を置く。

　すると、クリフォードは剣を握っていない左手で、ちょいちょいとシオンを挑発する。

　直後、剣を握っていないシオンの左手に、魔法陣が浮かび上がり──、

「風弾エアバレツト」

　シオンはクリフォードに左手を向けて、呪文を詠唱する。すると、魔法陣から複数の風の弾丸が放たれ、クリフォードへと迫った。が──、

「はあっ！」

　剣を構えたクリフォードが一喝すると、光のオーラのようなものが肉体から噴出されて、シオンの風弾が弾はじき消されてしまう。

「げっ。一級とはいえ、闘気で攻撃魔法を防ぐとかアリかよ……」

　顔を引きつらせるシオン。

「シオンの基礎パラメーターなら、三級までの攻撃魔法を使っても構わないよ。攻撃魔法じゃないならランクの制限もなしで大丈夫だ」

　クリフォードが不敵に笑って告げる。

「いやいや流石さすがにそれは……」

　と、シオンはさらに顔を引きつらせる。魔法には一級から十級までの順に階級が存在し、階級が上がるにつれて魔法の難易度や威力や規模が上がっていく。

　使用者のステータスによっても威力は大きく左右されるのだが、今のシオンでも最下級の一級の攻撃魔法を使えば人を吹き飛ばしたり殺傷しうるほどの威力があるし、二級の攻撃魔法だと数人まとめて攻撃することも可能な事象が発動する。

　三級の攻撃魔法にもなるとさらに威力や規模が上がるので、とても個人に対し訓練で使用するようなものではない。

「実は前にシオンと会った時からさらにレベルが上がったんだ。ランクも２になった」

「なっ……、ラ、ランク２!?」

　シオンは唖あ然ぜんとなり目を丸くした。レベルやランクとは、この世界に生きる人類が天界から授かった聖なる加護のことだ。

　過酷な修練を重ねたり、死線を越えたりすることでレベルは一つずつ上がり、レベルが10上がることでランクも一つ上がるとされている。

　レベルの最大数は１００で、ランクの最大数は10だと言われているが、人類でその領域にたどり着いた者はいないとされている。

　レベルは数字が増えるにつれて上がりにくくなっていくからだ。歴史上、人類で確認された最高の数字がレベル80で、ランクが８だと言われている。

　シオンの現在のレベルは９で、ランクは０である。そして、クリフォードのレベルは20で、ランクは２になったという。

　レベルが上がることで強さの指標となる基礎パラメーター値が上昇して強くなるのだが、ランクが上がるとスキルを獲得したり基礎パラメーター値に補正がかかったりとさらに強くなる。

　同ランク内であればレベル差はあっさりとひっくり返ることも多いが、ランクが変わってしまうと基礎パラメーター値に明確な補正の差が出てしまうので、レベルの差を覆すのは一気に難しくなる。

　すなわち、ランク０のシオンとランク２のクリフォードの間にはランク二つ分の山が存在する。

「一級の攻撃魔法じゃもう闘気を纏まとった俺に傷一つつけることはできないぞ？　二級の攻撃魔法をまともに食らうと、闘気で防いでもかすり傷くらいは負うだろうけど」

「それでもかすり傷とか。前から思っていたけど、クリフォードって本当に人間か？」

「失敬だな。そういうシオンだってまだランク０なのに、魔力の基礎パラメーターはランク２相当の魔道士並みにはあるんだろ。だいぶ人間をやめていると思うぞ？」

　クリフォードは呆あきれ気味に言い返す。

「まったく。じゃあ望み通りにやってやるよ。魔力疑似強化イミテーテイド・ハイパーフイジカル、魔力疑似鎧イミテーテイド・マジツクメイル」

　シオンは小さく嘆息すると、身体からだに魔法陣を展開させるのと同時に呪文を詠唱して、新たに魔法を発動させる。

　前者は対象の肉体と身体能力を強化する魔法で、後者は対象の肉体を包み込むように光の障壁を張り鎧よろいとする魔法だ。

　いずれも三級の魔法で、闘気と比較すると欠点もいくつかあるのだが、二つ合わせれば闘気と同じような芸当が可能となる。

　シオンが闘気を扱うクリフォードと渡り合うためにはこの魔法が必須だった。

「魔法は便利だよなあ」

　クリフォードは魔法が発動するのを律儀に待ってやりながら、そんなことを言う。

「そっちだって闘気で肉体を強化して身体からだを守っているだろ。お互い様だ。というより、闘気の方がすぐに発動できるし、応用が利いて便利だろう、がっ！」

　シオンはそう言うと、闘気を纏まとったクリフォードに向かっていった。その速度は一般的なランク０の人間が出せる速さを軽々と超えている。

　が、クリフォードは平然とその速度に反応していた。シオンが完全に距離を詰めてくる前に剣を構え、闘気を模擬剣に流し込んでいく。

　かと思えば──。

　一いつ閃せん。前方一帯に向けて少し強めに闘気を放出して、接近してくるシオンごと吹き飛ばそうとした。それには数人程度ならまとめて吹き飛ばせる威力、魔法でいうと二級程度の威力が込められているが──、

「暴風エアバースト」

　シオンは咄とつ嗟さに二級の攻撃魔法を発動させて、クリフォードの闘気による攻撃を相殺した。演習場内には結界が張られていて内部の音が漏れにくくなっているので騒ぎにはならないが、かなりの衝撃音が演習場内に鳴り響く。

　二人の視界を土つち埃ぼこりが覆った。直後、土埃の中からクリフォードが突進してきた。しかし、シオンはそれを読んでいたように──、

「石壁ストーンウオール」

　すかさず防御と攪かく乱らんのための魔法を使用した。シオンの足下に魔法陣が浮かび上がったかと思うと、呪文の詠唱に応じて十メートルは前方の地面から壁が隆起して、クリフォードの進路を阻む。

「っと」

　クリフォードは壁の向こうにシオンが罠わなを設置していることを警戒して、咄嗟に足を止める。

「水球ウオーターボール」

　シオンは左手を右側にかざし、直径一メートルほどの水球を射出した。

　と、同時に、自身は左側へと打って出る。クリフォードの視界には石壁の裏側から左右へと躍り出る影が映ったはずだ。加えて──、

「石壁ストーンウオール」

　シオンは水球を放った方向に石壁をさらにいくつか隆起させた。

　それらは目くらましとなり、クリフォードの意識と判断力を幾ばくか奪って、咄とつ嗟さの対応をわずかに遅らせる。

「本当に多彩だな、シオンの戦い方は」

　クリフォードはワクワクしてたまらない子供みたいに、ふふんと笑う。一方で、その余裕ある笑みを見て──、

（本当、嫌になるな。自分の才能のなさが……）

　シオンは内心で歯は噛がみする。仮にこのまま接近して近接戦闘を挑んだとして、勝てるビジョンが思い浮かんでこないのだ。

　善戦はできるが、決定打に欠ける。自分には本当に剣の才能がないのだということがよくわかる。

　というより、魔道士として戦うべき人間が、戦士タイプの相手と真っ向から接近戦を挑もうとしていることが異常なのだ。本来、徹底して距離を置いた上で遠距離から火力で一方的に相手を封殺するのが魔道士の正しい戦闘スタイルなのだから。

　しかし、だからといってクリフォードを相手に普通の魔道士として戦いを挑んだとすれば、善戦すら敵かなわないはずだ。

　クリフォード級の戦士となると、相手が魔法陣を構築して呪文を詠唱し、狙いを定め魔法を発動させるまでの間に対策を講じることが可能だ。

　高速で動き回って距離を置きながら攻撃魔法を撃ち続けても、三級の攻撃魔法を用いてもクリフォードに対する決定打にはならない。

　やがてじり貧になって負けてしまうだろう。

　持たざる者が持つ者に勝利するためには、工夫して戦うしかない。曲がりなりにも善戦できているのは、シオンが魔法と一緒に剣を扱う道を選択したからだ。

　ゆえに、シオンは今の自分ではまだ勝ち目がないと思っていても、あえて近接戦闘をクリフォードに挑む。

　そこに勝機があると信じて……。

「衝撃爆波シヨツクウエーブ・バースト」

　シオンは突進しながら、強力な衝撃波を射出する三級の攻撃魔法を発動させた。先ほどよりもだいぶクリフォードとの間合いを詰めた状態で、だ。

「はあっ！」

　クリフォードはすかさず闘気を込めた斬撃を放ち、魔法を相殺した。が──、

「相変わらずすごい速度で魔法を発動させるな」

　クリフォードはすぐそこまで迫ってきているシオンが、さらに別の魔法を発動させている姿を捉えた。驚きと喜び、半分半分の表情でシオンを賞賛する。

「衝撃爆波シヨツクウエーブ・バースト」

　シオンは疾駆する速度を微み塵じんも緩めず、さらに同じ魔法を放った。

　両者の距離はわずか数メートル。

　ここまで接近して魔法を発動させることは実戦だとまずない。

　魔道士が戦士を相手に自らここまで肉薄することがありえないし、魔法を発動させた本人にも被害が出かねないからだ。

「おっと……」

　衝撃の風圧に押されて、クリフォードの身体からだがわずかに後退した。シオンはその隙を見逃さずに、クリフォードに向けて模擬剣を振るう。

　だが、クリフォードは咄とつ嗟さに反応して剣を構えた。両者の模擬剣がぶつかり、甲高い音が演習場に鳴り響く。

　しかし──、

「はああっ！」

　シオンは突進の勢いを乗せて、受け止めたクリフォードごと剣を振り抜いた。

「っ……」

　クリフォードの背中にドンと、衝撃が走る。

　先ほどシオンが隆起させた石壁の一つに衝突したのだ。

　不意の反動に、クリフォードに一瞬の隙ができる。シオンはそれを見越していたように、躊ちゆう躇ちよなく接近して追撃を試みた。

　──これを狙っていたのか!?

　やっぱりシオンの戦い方は面白い。クリフォードはそう言わんばかりに、ニヤリと笑みを浮かべる。

　シオンの行動には一つ一つにちゃんと意味があるのだ。視野が広いとでも言えばいいのだろうか、周りをよく見て考えて動いている。

　真っ向から斬り合えば十回中十回クリフォードが勝利するが、意表を突かれることが多くてとても勉強になる。

　──けど、まだ負けてはやれないな。

　クリフォードはフッと口くち許もとをほころばせると、さらなる闘気を解放した。シオンはもうすぐ目の前に迫っている。この瞬間──、

「あー、くそ」

　シオンは自分の負けを確信した。勝てるビジョンが思い浮かばない。刹那、どうすればいいのか考えて、悪あがきを試みるが──。

　直後、シオンが手にしていた模擬剣が宙を舞った。

「……天才め」

　シオンは両手を挙げて、恨めしそうに呟つぶやく。

「シオンは魔法の天才だろ。それに、剣術も十分に秀才の域にあるよ」

　クリフォードが困ったように言った。

「凡人さ。クリフォードと戦うとそれを思い知らされるよ」

　自嘲してぼやくシオン。

「シオンみたいな凡人がいてたまるか。むしろ変人……いいや変態だろ。ちょっと気持ち悪いくらいに」

「なっ、ひどいな!?」

「遠距離戦を専門とする魔道士が、近接戦闘を専門とする剣士に剣術で戦いを挑んでくるんだ。十分変人だろ」

「いや、そう言われると確かに変人だとは思うけど……」

　ぐうの音も出なかった。すると──、

「けど、俺は変人なシオンが好きだよ」

　クリフォードはおかしそうに告げる。

「なんだよ、気持ち悪い」

　シオンはあからさまに引いた眼まな差ざしでクリフォードを見た。すると──、

「こらあー！」

　演習場の入り口から、十代前半と思われる少女の声が響いてきた。

「……げっ」

　シオンが声の聞こえた先に視線を向けて、しまったという顔になる。そこには三つ年下で半分血の繋つながった妹のイリナが怒りの形相を浮かべて立っていた。すぐ隣には一つ年下でシオンの婚約者であるエステルの姿もある。

　イリナはエステルに抱きかかえてもらいながらシオン達たちに近づいてきた。エステルは闘気で肉体を強化しているのか、イリナを抱えているのにかなりの速度で疾駆して近づいてくる。

「二人とも、やりすぎ!!」

　イリナはすぐ傍そばにたどり着くと、エステルに地面へ降ろしてもらいながら二人を注意した。

「や、やりすぎって何を？　俺達は訓練していただけだぞ」

　薄々と怒っている理由は察しつつも尋ねるシオン。

「訓練なのに、本気でやりすぎ！　演習場をメチャクチャにして！」

　イリナはビシッと指さしてシオンを咎とがめる。

「いや、演習場は直すけど。俺らも日々成長しているし、久々の手合わせだったから加減が利かなかったというか、つい熱が入ったんだよ。なあ、クリフォード」

　シオンは狼ろう狽ばいして弁明し、クリフォードに助けを求めた。

「うん、まあ」

　クリフォードはちょっぴりバツが悪そうに、言葉少なに首を縦に振る。

「もう」

　と、イリナは深く溜ため息いきをつき、むうっと唇を尖とがらせる。

「そんなに怒るなって。可愛かわいい顔が台無しだぞ？」

「なっ……。お、お兄ちゃんの変態！」

　イリナは一瞬言葉を失い、顔を真っ赤にして叫んだ。

「何で!?」

　今日は変態呼ばわりされてばかりだと、シオンはショックを受ける。

「許嫁いいなずけのエステル姉さんが目の前にいるのに、妹を可愛いとか言う人は変態です。変態のロクデナシです」

「ええ～？」

　困ったように頬ほおを掻かくシオン。すると──、

「シオンさん、怪け我がはありませんか？」

　エステルが近づいてきて、心配そうにシオンの顔を覗のぞき込んでくる。

「あ、ああ。心配してくれてありがとう。大丈夫だよ」

　シオンは少しドキッとして返事をした。エステルの顔を見るとモニカの顔がちらつくことがある。

　お転てん婆ばなモニカと、お淑しとやかなエステル。性格はだいぶ違うが、顔つきは姉妹だからよく似ている。

　髪の色も同じ紅色でそっくりだ。だから、ふとした拍子にエステルと視線が合うと、なんだか無性に気まずい気持ちになってしまう。

　エステルは底抜けに性格が良い子なのだ。

　許嫁になったシオンがいまだモニカに想おもいを寄せているとわかっていても、嫌な顔一つしないで接してくれる。

　俺はこの子の許嫁でいいのだろうか？

　シオンはそう思うことがよくある。

「……本当ですか？」

　エステルは心配そうにシオンの顔を見つめ続けてきた。

「あ、ああ」

　シオンは困り顔で頷うなずいた。すると──、

「俺の心配はしてくれないのか、エステル？」

　クリフォードが軽く肩をすくめて尋ねる。

「兄さんは人外だからいいんです」

「ひどいな、妹よ……」

　妹から一いち瞥べつすらされずさらりと答えられて、ショックを受けるクリフォード。ちょっぴり天然なところもあるエステルだった。

「…………えっと、そんなに見つめられても困るんだけど、エステル」

　いまだ見つめ続けてくるエステルに、シオンが気まずそうに言う。

「あっ、ご、ごごご、ごめんなさい」

　エステルはなぜか顔を赤くし、慌てて謝罪する。イリナはそれを見て「お兄ちゃんの鈍感」と呟つぶやく。一方で苦笑するクリフォード。

「いや、謝る必要はないよ。クリフォードとは手合わせしたから、次はエステルの番かな」

「お相手していただけるんですか？」

　シオンが水を向けると、エステルの顔がみるみる明るくなる。

「ああ。そのために訓練用の槍やりを持ってきたんだろ」

「は、はい」

　エステルは嬉うれしそうな顔のまま、はにかんで頷うなずく。

「じゃあ、私達たちは退散しましょうか、クリフォード兄さん」

「ふふ。そうだね」

　イリナは何か気を利かせたのか、クリフォードの背中をそそくさと押した。クリフォードもしたり顔で退散していく。

「何なんだ、あいつら？」

「さあ……？」

　シオンとエステルは揃そろって首を傾かしげた。

「まあいいや。やろうか」

「はい！」

　エステルが弾んだ声で返事をする。




　突然だが、天啓、と呼ばれる事象がある。

　それはすなわち、世界を司つかさどる天使達グリゴリの福音だ。

　例外もあるので明確な発動条件はわかっていないが、一般的にはステータスの変化、すなわちレベルが上がったり、ランクが上がったり、後天的に新たなスキルを獲得する時に授かると言われている。

　だから、それは突然に、本当に突然に、舞い降りる。人の人生を変えてしまうことすらある。

　例えば、そう、こんなふうに──。




　──シオン・ターコイズ（ＮＰＣ）のレベルが10へ上昇します。

　──レベル10への到達に伴い、シオン・ターコイズ（ＮＰＣ）のランクが０から１へと上がります。

　──ランクの向上により新たなスキルが開花。

　──スキル『魔眼・魔導王の眼め』を獲得します。

　──エラー。シオン・ターコイズが通常のＮＰＣでは獲得不可能なＳランクのスキルを獲得しようとしています。

　──エラーの検出を行います。副管理者の権限により、シオン・ターコイズのデータを閲覧します。

　──エラー要因の検出中。

　──判明。シオン・ターコイズ（ＮＰＣ）のデータにＰＣ情報が内蔵されていることを確認しました。

　──シオン・ターコイズ（ＮＰＣ）の肉体には二つの魂が宿っています。『転生法』の貴重な実験体として利用を推奨。さらに精査します。

　──エラー。管理者権限によるロックを確認。堕天使グリゴリの権限ではシオン・ターコイズに内包されているプレイヤー情報を閲覧することはできません。

　──警告。シオン・ターコイズ（ＮＰＣ）は『熾天使セラフ』の因子を持つ疑いあり。シオン・ターコイズ（ＮＰＣ）は『熾天使』の因子を持つ疑いあり。

　──エラーの検出を終了します。当該システムエラー情報は堕天使へ報告した後、『ダアト』と共有します。




　それは突然……、

　終わりを告げる鐘のように……、

　シオンの脳裏に鳴り響いた。

「なんだ、これは……天啓？」

　今までもレベルが上がった時に何度か天啓を授かったことはあるが、妙だった。今までに得た天啓はもっと簡素だったし、よくわからない言葉もたくさん混じっているし、この天啓は何かおかしいのではないか？

　シオンはそう思った。

　だが、知りもしない情報が続々と頭の中に思い浮かんできて、じっくりと天啓に耳を傾けている余裕がない。

　それどころか、脳内に浮かび上がる光景は次第に情報量を増していき──、

「うわああああああっ！」

　シオンの両目に、魔法陣のような文様が浮かび上がった。かと思えば、シオンは絶叫する。頭の中が真っ白になる。

　前が見えない。

　そんな中で──、

「シオンさん！　シオンさん!!」

「お兄ちゃん！　お兄ちゃん！」

「イリナ！　すぐに陛下のもとへ！　シオンに天啓が下って何かのスキルに覚醒したと報告するんだ。そのまま意識が混濁状態になったと」

「う、うん！」

　自分の傍そばでエステル達たちが慌てて何か言っている声だけが聞こえてきた。そして、やがてはその声も聞こえなくなり、シオンの意識は途切れる。




　カチ、カチと、ゆっくり音が鳴る。

　時が進む音が鳴る。

　モニカの失踪以来、止まり続けていたシオンの時計が進み出したのだ。結果、シオンはある意味で願いへと近づき、ある意味で願いから余計に遠ざかる。

　だけど、それでも……。
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　シオンは生きる。誰よりも、まっすぐと進んでいく。足あ掻がいていく。何かを間違えてしまった、この世界の中で。




＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【名前】シオン・ターコイズ

【種族】ヒューマン

【年齢】13歳

【性別】男

【レベル】10

【ランク】１

【基礎パラメーター】

・膂りよ力りよく：Ｅ（60／１００）

・敏びん捷しよう：Ｅ（60／１００）

・耐久：Ｅ（60／１００）

・魔力：Ｄ（90／１００）

【特殊パラメーター】

・魔法：Ａ

・魔眼：Ｓ

【スキル】

・魔の祝福

　特殊パラメーター『魔法Ａ』の項目を追加し、基礎パラメーター『魔力』の等級を一つ上昇させる。また、レベルの上昇に伴う基礎パラメーター『魔力』の上昇値に大補正。

・魔眼・魔導王の眼

　特殊パラメーターに『魔眼Ｓ』の項目を追加。魔眼発動時には六級魔法までの鑑定、魔法陣構築速度の大上昇、魔力消費量の大軽減、五級魔法までの詠唱破棄などの恩恵を受ける。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝




＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【名前】クリフォード・ヴァーミリオン

【種族】ヒューマン

【年齢】15歳

【性別】男

【レベル】23

【ランク】２（基礎パラメーター値に補正）

【基礎パラメーター】

・膂りよ力りよく：Ｄ（59／１００）

・敏びん捷しよう：Ｄ（59／１００）

・耐久：Ｄ（29／１００）

・魔力：Ｄ（29／１００）

【特殊パラメーター】

・剣術：Ａ

・闘気：Ａ

【スキル】

・天賦の剣才

　特殊パラメーターに『剣術Ａ』の項目を追加。ランクアップ時の膂力と敏捷のパラメーターボーナスを１・５倍にする（30→45）。

・成長大補正

　レベルアップの速度に補正。

・魔力変換（闘気）

　特殊パラメーターに『闘気』の項目を追加。魔力を闘気に変換することで『膂力』『敏捷』『耐久』を一時的に向上させることができる。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
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　シオンが生まれ育ったターコイズ王国のどこかで。

「ん……」

　シオンが意識を取り戻す。

　喉はカラカラだった。

　胃は空腹だった。

　頭の中がひどくぼんやりしている。

　それでも、薄うつすらと目を開ける。

「んあ……」

　眩まぶしい。

　景色がぐにゃりと歪ゆがんでいた。真っ白だ。

　──ここはどこだ？

　意識を失う前の記憶が曖昧だが、城の演習場でエステルと手合わせをしようとしていた気がする。そうしたら何か声が聞こえてきて、頭の中が真っ白になって……。

　そこから、そこから先は……。

　わからない。何が起きてどうしてここにいるのか、わからない。

　現状を確認しなくては。

「あう……」

　シオンは身体からだを動かそうとしたが、身動きが取れなかった。手足が重い。ジャリッと金属質な音がする。すると──、

「おい。聞こえているか？」

　誰か、成人しているであろう男性が、シオンに語りかけてきた。

「あう？　あい」

　シオンは視点の定まらない目をして、ろれつの回らない声で返事をする。

「ちっ、自白剤を嗅がせすぎたか。聞き取りにくい。おい」

　誰かが舌打ちした。

　意識を確かめるためなのか、ぱちんと、シオンの頬ほおをぶった。

「いいよ。そのままで。質問の内容は理解できているみたいだ。尋問を開始しよう」

「わかった」

　大人の女性の声が聞こえた。いったい誰の声だろう？　聞いたことがあるような、ないような……。そう思っていると──、

「シオン坊や。なあ、シオン坊や。私から質問だ。熾天使セラフと呼ばれる天使達たちに心当たりはあるかい？」

　女性がシオンに尋ねてきた。

「えらふ？」

「そうだ。熾天使という言葉に聞き覚えがないか、よく思い出すんだ」

「………………そういえば、さっき、れんけい？　で、きいたきがする？」

　シオンはしばし黙考すると、少しだけ首を傾かしげて答えた。

「れんけい……？　ああ、なるほど、さっき天啓で聞いた、か」

　女性はふむと唸うなって何か思案し始める。

「では、俺からも質問だ。お前には前世の記憶があるのか？」

　今度は男性が、わずかに興奮を帯びた声でシオンに尋ねてきた。

「えんせ？　ない、それ？」

「……前世とは生まれ変わる前の自分のことだ。お前には別人の記憶があるのか、と訊きいている」

「わからない」

　シオンはふるふると首を横に振る。

「なら、お前はシオン・ターコイズなのか？」

「あい」

「………………」

　シオンはこくりと首を縦に振った。

　男性はそれで質問を止めていったん沈黙する。

「なるほど、ね。やはり前世の記憶が覚醒しているわけじゃあないみたいだ。これだとこの坊やが熾天使の因子を持つ者なのかはわからない」

　女性が溜ため息いき交じりに言った。

「……しかし、一つの肉体に二つの魂を宿していることは確かだ。つまり、こいつは世界の理ことわりを無視した存在だということ。熾天使の因子があろうがなかろうが、『転生法』の貴重なサンプルにはなる」

　男性が感情を押し込めたような声で、淡々と告げる。

「それにしたって我々が追い求める転生とは異なる形での転生なんだけどねえ。シオン・ターコイズの魂はいらない。とはいえ、坊やの転生を引き起こしたのが誰かの意図によるものなのか、天然物なのかは知る必要があるね。熾天使の因子のことも……」

　女性はシオンを観察し、値踏みするように語った。そして──、

「ま、獲得した魔眼スキルも少し面白そうだ。ついでに調べるとしようか。この坊やの身柄はこのままダアトの研究所に預けるとしよう」

　と、すぐ傍そばに立つ男性に言う。

「……わかった」

　男性が返事をする。

　そこで、シオンの意識は再び途切れた。
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　シオンが生まれ育ったターコイズ王国のどこかで。

「ん……」

　シオンの意識が再び覚醒していく。

　ぼんやりと目を開ける。

　ぱちぱちと瞬まばたきをして、どうやら自分が眠っていたらしいことを認識した。

　しかし、前後の記憶があまり定かではない。

　とりあえず、半身を起こそうとするが──、

（うっ。頭が、痛い……）

　嫌な頭痛がして、そのまま仰あお向むけの状態を維持する。

（なんなんだ？　どこだ、ここは？）

　ぼんやりと思案し、じっくりと石造りの天井を見上げた。

　見覚えのない天井だ。

　おもむろに首を動かし、室内を見回してみる。

（……牢ろう屋やなのか、ここは？）

　堅けん牢ろうな鉄格子が目に入って、ギョッとしたシオン。壁も石造りで、窓一つない。場所は地下室なのだろうか？　薄暗くて、湿っぽくて……。

（いったい何が起きた？）

　シオンは意識を失う前の記憶を掘り起こす。

（確か、城の演習場でクリフォードと手合わせをして、やりすぎて妹のイリナに怒られて、許嫁いいなずけのエステルと手合わせをしようとして……）

　天啓が下ったのだ。

　おそらく、アレは天啓だった。

（そうだ、俺は何かのスキルを授かったんだ。魔眼がどうとか……）

　スキルとは天啓を授かった者達たちが獲得するとされている様々な特殊能力の総称だ。

　属人的な能力でそのスキルの持ち主以外には決して扱うことができず、魔法と異なり、闘気とも異なる、天から与えられし超常の力とされている。

（……ステータスを確認してみるか）

　ステータスとはレベルやランクや基礎パラメーターにスキルなど、その者の能力値を示す個人情報のことだ。

　特殊なスキルでもない限り第三者のステータスを知ることはできないが、自分のそれを知ることは何も難しくない。『ステータス』と念じることで、頭の中に情報が浮かび上がるのだ。物心がついたばかりの子供にでもできる。この世界の常識だ。

（……確かにある。魔眼・魔導王の眼め。試しに発動させてみるか）

　シオンはステータスを思い浮かべ、新たに獲得した魔眼がスキル欄に存在するのを確認した。成長した人間が当たり前のように身体からだの動かし方を知っているように、スキルを獲得した者はその使用方法を感覚で理解する。

　なので、シオンは魔眼を発動させてみようとするが──、

「があああああっ！」

　首筋にいきなり激痛が走り、ひどく悶もん絶ぜつした。

　熱い、熱い、熱い。

「い、痛いっ！　痛い！　な、なんだ、これはっ!?」

　外聞もなく喚わめき散らし、転げ回る。どうやらベッドの上で仰あお向むけになっていたらしく、シオンは勢いよく落下してしまう。

　しかし、落下の痛みどころではない。慌てて首筋に手を伸ばすと、そこには金属製の首輪が嵌はめられていた。位置的にシオンの眼には見えないが、首輪の前には小さな魔法陣が浮かび上がっている。

　この首輪が激痛をもたらしているのだ。シオンはそう直感すると、魔眼を発動させようとするのを停止する。

　すると、次第に首の痛みが治まっていく。だが、吐き気を催すほどの不快感が残り、全身に嫌な汗が流れる。

「がはっ、がはっ……。あはっ、はっ、はあ、はっ……」

　シオンは石畳の地面にうずくまり、必死に息を整えた。かつて感じたことがないほどの痛みだ。二度と体験したくない。そう思ってしまうほどに……。

「くっ……」

　シオンはしばらく時間を置いてから、ベッドによじ登ろうとした。

　すると、その時のことだった。

「おはようございまーす」

　牢ろう屋やの外から、場違いとも言えるような明るい男の声が聞こえてきた。

「………………」

　シオンはいきなり現れた不審な男に警戒の眼まな差ざしを向ける。

　男の年齢は四十歳前後だろうか。研究を専門とする魔道士が好んで着用するようなローブを身につけている。

「あれ？　今、外は夜でしたっけ？　だとすると、こんばんはですかねえ？」

　男はきょとんと首を傾かしげて、近くに立つ武装した兵隊らしき人物に尋ねた。兵隊から「夜です」と答えが戻ってくると──、

「こんばんは～」

　魔道士の男はにこやかに挨拶をして、シオンに手を振ってきた。

「誰だ？」

　シオンが胡う散さん臭くさそうに尋ねる。

「……誰、だ？　くひっ、くひひひ！」

「………………」

　気色の悪い笑い方をする男を、シオンは胡乱うろんげに見つめた。

「育ちの良い第一王子のお坊ちゃんは立場がわかっていないようだ！　こんな牢ろう獄ごくに、そんな首輪までつけられて監禁されているというのに！」

　男はシオンを小馬鹿にするように語る。

「……ここはどこだ？　城の地下牢か？」

　シオンは男を睨にらんで訊きく。

「城！　城!?　くはっ、くはははははっ！」

「何がおかしい？」

「くふっ、くふふふ。はあー、良いことを教えてあげましょうか」

　男はひとしきり笑ってから、声量を抑えると──、

「貴方あなた、拉致されたんですよ」

　と、悪意を込めて告げた。

「……拉致？」

「んん～？　お利口なおつむでは理解ができませんかあ？　拉致、ですよ、拉致。貴方、悪い悪い人間達たちに誘拐されたんです。そしてここは貴方が暮らしていた王都から離れたどこかの研究所」

　と、男は部分部分強調して、シオンに説明する。

「……ありえない」

　シオンは呆あつ気けにとられ、然しかる後、そう言った。

「ありえないぃ？」

　男は芝居がかった口調で、大げさにリアクションして訊きき返す。

「俺は、城の中にいたんだぞ」

　警備は厳重だ。

　賊が入ってこられるわけがない。

　なのに、どうやって拉致したというのか。

「はああああっ。これだから、凡人は……」

　男は大仰に溜ため息いきをつき、嘆かわしそうに首を横に振る。

「…………？」

　シオンは薄気味悪さを覚えて、男を見つめた。

「ありえないなんて、ありえない。なにせ天使が存在して、天啓なんて呪いみたいなシステムまであるイカレタ世界ですからねえ。現に貴方もこうしてここにいる」

　男はニイッと口くち許もとを歪ゆがめる。

「………………」

　やはり男が何を言っているのか、シオンにはさっぱり理解できなかった。

「城から誰にも気づかれないで第一王子を連れてくることくらい簡単にできるってことですよ。それに、それだけじゃ……。ま、いいや。状況説明おしまい。お前、今日から実験動物だから。王族として接してあげるのももうおしまい」

　男は途中から口調を変えた。

　声色も途端に冷たくなり、シオンをビシッと指さす。

　すると──、

「ぐああああっ!?」

　シオンの首輪に魔法陣が浮かぶ。

　首筋に激痛が走り、シオンが悶もん絶ぜつする。苦しみながら必死に両手で首輪を外そうとするが、外れない。ゴロゴロと無様に石畳の上を転げ回る。

　しかし、すぐに痛みは治まって──、

「その首輪はお前がスキルや魔法を使用しようとすると発動するアイテムだ。あと、俺が念じても発動する。効果は……痛いほどわかっただろう？」

　男がシオンに首輪の効果を説明した。アイテムというのは何かしらの効果が秘められた道具の総称である。

「そ、そんなアイテム……、聞いたことがっああああ！」

　シオンは魔法もスキルも使用しようとしていないのに、さらに激痛が走った。男が首輪の効果を発動させていることは明らかだ。

「この世にはアイテムがごまんとあるんだ。自分が使わないものなんて知らなくて当然だろ。現にあるんだから、思考を停止してそれで理解しておけって。実験動物なんだからいちいち質問しなくていいし、聞かれたことにだけ答えていればいいんだ。わかったか？」

　男は首輪の効果を停止させると、鉄格子の外から問いかける。

「ぐっ……」

　シオンは苦しそうに息を整えながら、男を睨にらむ。

「反抗的な眼めだなあ」

「ぐあああああああっ！」

　それから、シオンは事あるごとに難癖をつけられて、首輪の効果で苦しめられる。そのうち男は牢ろう屋やの中に入ってきて──、

「ああああ、気持ちいいなあ！　俺の研究を碌ろくに評価しなかった国の王子様を甚いた振ぶるのはっ！　なあ、おい！　聞いているのか、おおい！」

　もがき苦しむシオンの頭をげしげしと足蹴にしながら、愉快そうに哄こう笑しようした。今この瞬間、シオンは王族どころか、人としての尊厳を奪われている。

　王子として生まれ育った十三年間で、一度たりとて誰かに頭を踏まれたことなんてなかった。

「あ、うっ……」

　痛すぎて気絶することすらできず、シオンはパクパクと口を動かしている。それから、シオンの痛みが治まり、身動きが取れなくなっているところで──、

「立場ってものを少しは理解できたか？　お前はもう第一王子のシオン・ターコイズじゃあない。名無しの実験動物だ。死ぬまで実験に付き合ってもらうぞ。お前の魂も、その魔眼も調べ尽くしてやる」

　男はシオンの髪を掴つかんで、顔を覗のぞき込んだ。そして、パッと手を放す。

「がぁっ」

　シオンは自らの頭を支えることすらできず、石畳に顔面をぶつけた。

「ま、従順にしていればそこまで痛い目には遭わせないでやるよ」

「………………」

　石畳にキスをするシオン。

　屈辱は感じている。怒りも抱いている。

　だが、意識が焼き切れそうなほどの激痛を堪こらえながら、シオンは今の自分がどういう状況に置かれているのかを冷静に理解し、その上で何をどうするべきなのか必死に考えていた。

　目の前にいる魔道士の男はこの研究所が王都の外にあると言っていた。なら、これはチャンスなのではないだろうか？　モニカを探すために、ずっと城の外に出てみたいと思っていたのだ。

　だから──、

「というわけで早速、実験動物としてのお前の従順さをテストする。スキルを獲得したんなら、その魔眼の使い方はもうわかるんだろ？　どんな効果があるのか教えろよ」

　今はまだ、死ぬわけにはいかない。

　生きてやる。絶対に生きてやる。

　ここから抜け出すのだ。

　そのためなら、プライドなんて捨ててやる。

　この男の気まぐれで殺されないように、従順なフリをしてやる。

　シオンはこの状況の中で、そう決意した。

「……お、俺の魔眼は、相手が発動しようとしている魔法の魔法陣を見るだけで、その魔法がどんな魔法なのかを知ることができる。普通なら目に見えない魔力も可視化して見ることができる。五級までの魔法の詠唱を破棄して、魔法を発動させることができる。魔眼の発動中は魔法陣の構築速度が上がる。魔力の消費効率が良くなる」

　シオンはさも痛みに臆してしまったかのように、自分の魔眼の能力を語る。

「ほう。素直になったじゃないか。聞いていた内容と大差はないな。嘘うそはついていないようだ」

　と、男は感心したように目をみはって言う。

「え……？」

　シオンの目に驚きの色が灯ともる。この男はなぜ俺が嘘をついていないとわかったのだろうか？　そう思ったのだ。

「テストだと言っただろう。嘘をついていたら激痛が走っていたところだったんだが、とりあえずは合格にしてやる」

　男はふふんとしたり顔で言う。

「は、はい」

「しかし、流石さすがは天使固有の希少能力だ。素晴らしい恩恵だなあ。そんなスキルがあったら対魔道士戦ではほぼ無敵じゃないか。そのスキル、欲しいなあ。お前の目を刳くり抜いて移植すれば、俺にもそのスキルが使えるのかなあ」

「っ……」

　耳みみ許もとで物騒なことを囁ささやかれ、シオンは息を呑のむ。

「なーんてな。嘘うそ、嘘。仮にお前の目を奪っても俺にスキルは移動しないんだ。それに、従順にしていれば痛い目に遭わせないって言ったろ？」

　男は上機嫌に嘲笑して、シオンをからかった。

「はは……」

　シオンはこびへつらうように笑う。

「早速だが、その眼めの性能をテストするとしようか。雇い主から早い内にとせっつかれているんでね。くひっ、くひひひっ、楽しみだなあ。来いよ」

　いったい何をさせるつもりなのか、男は心底愉快そうにシオンを牢ろう獄ごくの外へと連れ出したのだった。
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　現在、シオンは牢獄から連れ出され、研究所の施設内を歩いていた。

　目の前にはこの地下研究所の所長だという魔道士の男がおり、周辺には彼を守る兵隊達たちの姿がある。

（……この研究所はどこに所属しているんだ？　これだけ広い地下施設に、制服を着た兵隊達、出歩いている研究者らしき魔道士達。かなりの資金力を持った組織のはずだ）

　シオンは何か手がかりが得られないか、さりげなく視線を走らせ続けていた。そして、施設の随所に先ほどから見覚えのある図を頻繁に見かけることに気づく。

（さっきから聖典に載っている『生命の樹セフイロト』とよく似た絵を多く見かける。連中がシンボルとして使っているのか？）

　世界中で信仰の対象となっている天使達グリゴリが記したとされているのが聖典である。生命の樹とはその聖典の中で描かれている独特なデザインの樹で、この樹は世界の真理を示しているのだと言われている。

（聖典に描かれている『生命の樹』の絵よりも、樹を構成する球セフイラの数が一個多い。あんな場所に球は配置されていなかったはずだ。生命の樹とも違う何かなのか？　何かしらの宗教団体の独自解釈？　だとしたら、ここにいる連中は何かしらの過激な思想を持った宗教的な主義者達の団体かもしれないが）

　グリゴリは各国の宗教上の象徴として崇あがめられているため、それだけに宗派は多い。生命の樹をシンボルとして掲げている宗教団体も多いが、この施設と人員を維持できるほどの規模の団体となると、国内外を併せても候補は絞られてくる可能性がある。

　ただ、父親が教育内容に関心がなく、まったく口出しをしてこないことを良いことに、シオンは学ぶ内容を自分で選んでいた。

（くそっ、こんなことならもっとそっち方面のことも勉強しておくんだったな）

　監禁されている現状で特定は困難だろう。失踪したモニカを探すのに宗教関係の話が役に立つとも思えず、この分野はあまり熱を入れて学習してこなかったのが災いした。

「報告だと魔眼に覚醒する前でも、お前の力量はランク２の魔道士程度だったそうだな。習得している魔法に至っては四級のものもあるとか」

　前を歩く男性が、シオンに話を振ってきた。

「ええ、まあ。数は多くないですが……」

　シオンは心の内の怒りを抑え、相手の顔色を窺うかがうように答える。

「俺がその年齢の頃は二級の魔法を扱うのがやっとだった。それでも天才だともてはやされた。なのに、流石さすが、王族の血は優秀だねえ。たかが十三のガキが、大したもんだ」

　男の声には妬みのような色が含まれている。

「………………」

　こういう時、どういう表情をすればいいのだろうか？　どういう返事をすればいいのだろうか？　シオンはわからず押し黙ってしまう。

　すると──、

「けど、今の俺とお前なら俺の方が優秀だ。今の俺は五級の魔法も使えるからな」

　男の方から勝手に口を開いて話を続けた。五級の魔法の使い手など、大国でもなければ数えられるほどしかいない人材である。

　男の話が真実なら、この男はそれだけ優秀であることを意味する。これだけの研究施設の所長を務めているだけのこともあるのだろう。

「すごい、ですね」

「すごい？　心にもないことを言うなよ。今のは失点だな」

　男は底意地の悪い顔でシオンを見透かす。

「そんなつもりは……」

「着いたぞ」

　シオンが弁明しようとしたところで、男は大きな扉の前で立ち止まった。金属製でずいぶんと物々しく、頑丈に作られていることがわかる。

　大の成人男性が数人がかりで押してもびくともしなそうなたたずまいだが、扉自体が何かしらのアイテムなのか、男が手をかざすと扉の前に魔法陣が浮かび上がり、あっさりと開き始めた。

「さあ、入れ」

　男はシオンに入室を促す。

　いや、それは入室というより、入場だった。

「…………ここは」

　そこには天井がある。だというのに、広い。とんでもなく広い。闘技場のようなスペースだった。黙って歩きだしたシオンだったが、室内の広大さに面食らう。

「くひっ、くひひひっ。これからお前に戦ってもらう。即死しない限りは救ってやるよ。部位欠損も俺の魔法で綺き麗れいに復元して治してやる。くひっ、くひひっ」

　男は特徴的な気色の悪い笑い方をして、シオンにそう告げた。
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　エラーと呼ばれる生物達たちがいる。それらは魔物と呼ばれることもある。人間にとって害ある様々な生命体の総称で、天使達グリゴリの言葉で失敗作を意味する単語だ。

　天使達が記した聖典によれば、エラーは生命の失敗作なのだという。今の世界が誕生するよりも遥はるか昔に生まれてしまった生命の失敗作。

　だから、エラーは人間をはじめとする生命の成功作を許さず、恨んでいる。そして、天使達は魔物をエラーと名付けた。

　そして、聖典では地上に生きとし生ける人類以外の生命体にも標準的な強さ、つまりは脅威度が人類と同じくレベルとランクという概念によって示されている。そこにはエラーの脅威度も記されている。

　場所は直径百メートルはありそうな広大な地下闘技場。

　その中央付近に、シオンは立っている。

「これからお前には魔物エラーと戦ってもらう」

　シオンをここまで連れてきたこの施設の所長が、シオンにそう告げた。

「……魔物？　そんなものを使役しているんですか？　どうして……？」

　シオンは息を呑のみ、少し緊張した面持ちで尋ねる。魔物を使役するなど、およそ碌ろくな団体ではない。

　加えて、ライバルであるクリフォードと手合わせをするなど、対人戦闘の訓練は定期的にこなし続けてきたが、シオンには実戦経験はない。

　しかも、今のシオンは首輪のせいで自由に魔法を使えない。いきなり実戦で魔物と戦えと言われれば、緊張するのも道理だった。

「言っただろう。お前の魔眼の性能実験だ。くひっ、怖いのか？」

　男はシオンの表情が微かすかに強こわ張ばっているのを察したのか、おちょくりだす。

「実戦経験はないので。今は魔法も使えませんし」

「温室育ちな王族のお坊ちゃんだったんだもんなあ。でも、安心しろ。実験の間だけ魔眼と魔法は使えるようにしてやるから」

「……はい」

　魔法が使える？

　なら、これはチャンスか？

　一瞬だけ、そう思ったシオンだが──、

「けど、俺に危害を加えようとしたら首輪の効果が発動するからな。痛みで身動きが取れなくなったら即、魔物に殺されるぞ？　くひひっ」

　そう甘くはないらしい。

「……そんなことはしません」

「そうだよなあ。そう言うしかないよなあ。くひっ。ま、初回だし相手は弱めの魔物にしといてやるよ。レベル10のやつな。じゃ、俺は観戦するから。相手を殺せばお前の勝ちな。せいぜい楽しませてくれよ」

　男はそう言い残すと、四級魔法である『飛行魔法フライ』を使用してさっさとその場から飛び去ってしまう。闘技場の端っこには観戦用の小部屋があって、そこに入っていった。

　それから、あまり間を空けずに、シオンが入ってきた入り口とは反対側の位置にある扉が開いた。そこから薄汚いローブを羽織って、ぼろい杖つえを手にした何かが出てくる。フードの隙間から、わずかに顔が窺うかがえた。

　そこには、白骨の髑どく髏ろがあって──、

「スケルトン……アンデッドか!?」

　シオンが身構えた。

　見るのは初めてだが、見間違えるはずもない特徴的な外見である。スケルトンが姿を現した扉がゴゴゴと音を立てながら閉まっていく。

「…………火炎球フアイヤーボール」

　スケルトンはシオンに向けて杖をかざすと、一級の攻撃魔法を使用した。骨の身体からだに声帯などないはずなのに、声が響く。

　杖の先に魔法陣が浮かび上がり、呪文の詠唱と共に直径一メートルほどの火球が勢いよく射出された。

　今、シオンが相対しているエラーの個体名は『スケルトンメイジ』といって、一級の攻撃魔法を使用するアンデッドだ。まともに戦えばより高位の攻撃魔法を操るシオンの相手ではない。のだが──、

「くっ！」

　シオンは慌てて大きく横に飛ぶことで、攻撃魔法を避よけた。訓練で手合わせをする時よりも明らかに動きが鈍い。

「おーい！　魔眼！　魔眼使えよお！　魔法も使えるようになっているんだから！　馬鹿かあ、お前!?」

　何かしら拡声するアイテムを使用しているのか、小部屋で観戦しているはずの男の声が飛んできた。

「くそっ！」

　やるしかない。シオンは腹をくくったのか、初めて自分の意思で魔眼を発動させた。その瞬間、シオンの両目に複雑な文様の魔法陣が浮かび上がる。

　なお、魔道士が魔法を発動させるには、まず魔法陣を展開し、その上でトリガーとなる呪文を詠唱する必要があるのだが、普通は呪文の詠唱が完了するまで術者が使用しようとしている魔法が何なのかを第三者が知ることはできない（魔法陣の規模からおおよその魔法階級を知ることはできる）。

　しかし、シオンの魔眼は魔法陣を視みるだけで術者が使用しようとしている魔法が何なのかを知ることができる。

　正確には、魔法陣のすぐ傍そばに半透明の枠ウインドウが浮かび上がり、その中に術者が使用しようとする魔法の名称や効果、能力、発動に必要な時間などが記載されているのだ。

　魔眼を発動させた今のシオンは、スケルトンメイジが展開している魔法陣の意味を正確に読み取っていた。

「火炎球フアイヤーボール」

　スケルトンメイジが呪文を詠唱して、次の魔法を使用する。だが──、

「…………」

　シオンはスケルトンメイジよりも後から魔法陣を展開し、スケルトンメイジよりも先に無詠唱で魔法を発動させた。呪文の詠唱を破棄できるのもシオンの魔眼が秘めた能力の一つだ。

　すると、シオンの魔法の発動に二、三秒遅れて、スケルトンメイジの火炎球魔法も発動する。

　スケルトンメイジにだいぶ近い場所で両者の火炎球が衝突すると、轟ごう音おんを鳴らして半径数メートルほどまで火炎が拡散していき──、

「うひょう！　いいね、いいね、いいねえ！　ほらほら、もっと続けろ！　……あん？」

　男の喜ぶ声が闘技場内に響いた。興奮してもっと戦えとシオンを急せかそうとするが、スケルトンメイジの顔面がいきなり吹き飛ぶ。スケルトンメイジが膝をついて倒れ、魔石を残して消滅すると、男が訝いぶかしそうな声を出した。

「…………」

　シオンが魔弾マジツクシヨツトと呼ばれる一級の攻撃魔法で、スケルトンメイジの頭部を狙撃していたのだ。

　火炎が拡散して相手の視界が遮られている状態で、正確に狙いを定めて頭部を吹き飛ばした。もろい骨程度なら、一級攻撃魔法で十分に粉砕できる。

　それで、勝負はついた。シオンの目にはいまだ魔眼が発動している。

「ちっ、なんだよ、つまんねえなあ……。スケルトンメイジじゃ駄目か。じゃ、数を増やして、もっと強い奴やつも投入するか」

　男が舌打ちすると、闘技場の扉が再び開いて次の魔物が姿を現す。いいや──、

「なに……？」

　次の魔物達たちだった。扉の向こうからぞろぞろと出てきている。今シオンが倒したスケルトンメイジが十二体。

　そして、スケルトンメイジ達より明らかに身なりの良いローブを着て杖つえを手にした存在が一体。シオンは知らないが、三級の攻撃魔法も使用できる『リッチ』という名のランク２相当のアンデッドだ。

　スケルトンメイジ達は一斉に杖を構えて、その先端から魔力を放出して魔法陣を展開した。魔法を使う前段階の兆候だ。

　計十二個のまったく同じ魔法陣が宙空に浮かび上がる。

　シオンは魔眼の効果により、スケルトンメイジ達がこれからどんな魔法を発動させようとしているのかを正確に鑑定していた。

　それぞれの魔法陣のすぐ傍そばに半透明な枠ウインドウが浮かんでいて、【一級攻撃魔法：火炎球フアイヤーボール】【三秒後に発動可能】と記されている。

　その一方で、リッチも杖を構えて魔法陣を構築していた。シオンの瞳には【二級攻撃魔法：暴風エアバースト】【五秒後に発動可能】という表示が映っている。

「くっ！」

　シオンは立て続けに三つの魔法を無詠唱で発動させた。シオンの全身を取り囲むように、続々と魔法陣が浮かび上がる。

　一つは身体能力を強化する四級魔法の魔力疑似強化イミテーテイド・ハイパーフイジカル。

　二つ目は身体からだを魔力の障壁で守る四級魔法の魔力疑似鎧イミテーテイド・マジツクメイル。

　三つ目は前方に大きく魔力の障壁を展開する四級魔法の魔力疑似障壁イミテーテイド・マジツクバリア。

　それぞれの魔法陣を展開させるのにかかった時間は約一秒。普通の魔道士は魔法陣を展開した後に一つ一つ呪文を詠唱して魔法を発動させる必要があるのだが、シオンは魔眼のおかげで詠唱を破棄して同時に魔法を発動させることができる。

　これは対魔道士戦闘で圧倒的なアドバンテージを得ていることを意味する。

　連続して呪文を詠唱していれば、すべての魔法を使用するのに二十秒はかかっていたかもしれないが、ほんの二秒ですべての魔法を発動可能な状態に持っていく。

　やがて、スケルトンメイジ達の魔法陣の傍に浮かぶ枠内の数字がゼロとなり、【呪文の詠唱によりいつでも発動可能】と表記されると──、

「火炎球フアイヤーボール」「火炎球」「火炎球」「火炎球」

「火炎球」「火炎球」「火炎球」「火炎球」

「火炎球」「火炎球」「火炎球」「火炎球」

　スケルトンメイジ達たちはシオンが鑑定した通りの攻撃魔法の呪文を一斉に詠唱した。少し遅れて──、

「暴風エアバースト」

　リッチも呪文を詠唱し、暴風を放った。スケルトンメイジ達が放った火炎球に勢いをつけて強力に押し出し、シオンを焼き払おうとする。

「はああああっ！」

　シオンは前方から迫りくる火炎と暴風の壁を物ともせずに突っ込んでいった。そして、前方に展開した魔力の障壁で敵の攻撃魔法をすべて受け止めると──、

　──衝撃爆波シヨツクウエーブ・バースト。

　詠唱を破棄して三級の攻撃魔法を使用し、速度を倍返しにして敵の攻撃魔法をすべて押し返した。杖つえを構えたリッチやスケルトンメイジ達は反応すらできず、反射してきた圧倒的な爆煙に吹き飛ばされていく。

「……はあ」
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　シオンはすべてのアンデッドを倒したことを確認する。そして、疲れたように息をついて──、

（確かにとんでもないスキルだな。この魔眼は……）

　自らが獲得した魔眼の恩恵が思っていた以上のものであることを実感した。相手が何の魔法を発動させようとしているかを呪文が詠唱される前に魔法陣から読み取り、その上でこちらは無詠唱で魔法を発動させて常に先手を打つことができる。

　対魔道士戦ではおよそ無類の強さを誇ることができるだろう。一対一の状況ならば、格上の魔道士が相手でも勝率が高いと確信できる。

　ゆえに、同じ魔道士がその魔眼の能力を知れば、その能力に嫉妬するのは必至。

「……アレでレベル10、ランク１だと？」

　小部屋からシオンの戦いを観戦していた魔道士の男性が、誰にも聞こえないような声でぼそりと呟つぶやく。その声には驚きよう愕がくと苛いら立だちが込められていて──、

「気にくわないなあ。俺より強い魔法が使えないくせに……」

　と、言葉を続けている。

　──いびってやる。これから何年も、何年もかけて、実験動物としての立場を理解させてやる。俺に服従させてやる。

　この日から、シオンの地獄は始まったのだった。
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　シオンが得体の知れない研究所に捕まってから、三年が経たった。

　三年だ。そう、三年もの月日が流れた。

　度重なる戦闘訓練の果てに、レベルは19まで上がった。

　シオンは十三歳から、十六歳になった。

　その間に……。

　シオンは見下された。

　研究所の所長をはじめ、職員達たちから嘲笑された。

　意味もなく鞭むちで叩たたかれたり、首輪を使われて鞭で叩かれるより痛い思いをしたり、想像を絶する嫌がらせを受け続けた。

「アイツは王族だったんだぞ。なのに、今のあのザマを見ろよ」

　と、職員達に向かって所長にそう言われても、それでもへらへらと笑って媚こびた。

　自分をいびるクズを相手に、命が惜しくてプライドを捨てているかのように振る舞って、すべて受け容いれた。

　三年間、道化を演じ続けた。

　脱出の糸口を探し続けた。

　結果、この研究施設がとんでもなく高度な技術で成り立っていることを知った。

　職員達たちがなにやら魂について研究しているらしいということを知った。

　けど、他に大したことなんてわからなくて……。

　首輪が外れた時間は三年間で一秒たりともなく、脱出の糸口なんか掴つかめなくて……。

　──生きる意味はあるのだろうか？

　──こうまでして生きる意味は、本当にあるのだろうか？

　シオンは少しずつそう思い始めていた。

　表向きはプライドを捨てて媚こびへつらう自分と、内心ではプライドを保つためにこれは仕方がないことなんだと言い聞かせる自分。

　──どちらの自分が本当の俺なんだろうか？

　シオンは少しずつ、本当の自分がわからなくなり始めていた。

　そう思い始めたことが自分を研究している男の思惑なのだとわかっていても、わからなくなり始めていた。

　三年間、待てども待てども変化がなくて、疲れたのだ。

　シオンは疲れ始めていたのだ。

　楽になりたい。楽に生きたい。辛つらいのはもう嫌だ。

　シオンは救いを求め続けた。

　だが、ある日突然に──。

　シオンを取り巻く状況は一変する。それまでの三年間は何だったのだろうと思うほどに、状況は大きく一変する。





　　　　◇　◇　◇






　ある日、シオンは研究所の所長に連れられ所内を歩いていた。

　戦闘実験をさせられる時に着用する戦闘服を着せられたので、十中八九、闘技場へと向かっているのだろうとシオンは予想していた。

　実際、闘技場へと続く扉が見えてきたところで──、

「いいよなあ、お前は毎日食って寝ているだけで生きられて」

　不意に、所長が蔑むようにシオンに語りかける。

　そんなはずはない。そんなことはない。

　毎日、いびられて、変な容器に閉じ込められて、血を抜かれて、戦わされて、人体実験をされて……。

　毎日食って寝ているだけで生きているなど、そんなことは絶対にない。けど──、

「はい。所長のおかげで」

　シオンは間髪を容いれずに、嫌悪感など微み塵じんも覗のぞかせないで愛想よく頷うなずく。ここでは逆らうより、媚こびへつらう方が楽だから。

　逆らえば首輪の効力を発動させる口実となるのだ。けど──、

「へえ」

「うあああっ!?」

　所長が小馬鹿にするように鼻を鳴らすと、シオンの首筋に激痛が走った。首輪には小さな魔法陣が浮かんでいる。

「はははっ」

　急に蹲うずくまったシオンを見て、所長がおかしそうに笑う。

「がはっ、はあっ、はあ……」

　痛みはすぐに治まったが、シオンは顔を真っ青にして息を整える。シオンが逆らわなくとも、たまにこうやって気まぐれに首輪の効果を発動させられることがある。シオンが媚びへつらっても、それが気にくわない時があるらしい。

　けど、そんなの、いったいどうすればいいというのだ？

　いったいどうすれば……。

　そんなこと、わかるはずがない。

　いや、問題が解消される手段はたった一つ、ある。

　──この首輪が、この首輪さえなければ……。

　それだけだ。

　研究所に連れてこられた直後のシオンだったら、呼吸を整えながら怒りを腹の内に抱えていたかもしれない。

　何か言いたそうな顔をして、男に見透かされていたかもしれない。

　けど、今のシオンは恐ろしいほどに仮面を被かぶるのが上う手まくなっていた。本当の自分の表情がわからなくなってしまうほどに……。

「ははは、急に痛いですよ」

「いや、すまんすまん。間違って発動させてしまった。許してくれ」

「はい」

　シオンはへらへらと笑って、理不尽を済ませてしまう。

「お詫わびというわけではないんだが、従順なお前にプレゼントがあるんだ」

　所長はそう言いながら、すぐ目と鼻の先にある闘技場への扉へと歩きだす。

「…………プレゼント、ですか？」

　そんなものが用意されたのは、この三年間で初めてのことだった。だから、シオンは少し警戒しながら、所長の背中を追って尋ねる。

「ついさっき、新入りの実験動物が来てな。いけ好かない女の研究者がお手上げだって言うんで、俺が預かることになったんだが……、顔合わせを兼ねてお前と戦わせてみることにした。まあ、中に入るといい。先に待たせてある」

　所長はそう言って、闘技場の扉に手をかざした。

　すると、扉の前に魔法陣が浮かび上がる。片方だけで重さ数トンはあろう扉が、ゴゴゴと音を立てて自動で開いていく。

　シオンは所長の後を追って闘技場へ入った。この三年間で何度、足を運んだかわからない。どれだけの魔物を殺したかわからない。

　だから、本来ならこの場所に入るのに何の感慨もないはずなのだ。なのに、何な故ぜか嫌な胸騒ぎがした。

　闘技場の中には──、

「………………」

　いつもと同じ光景があった。

　広くて、少し血なまぐさくて、閑散としている闘技場の風景。

　飽きるほどに見た。

　唯一違うのは、そこに見知らぬ少女がたたずんでいたということ。白い髪をした少女だった。

　その少女を見た瞬間──、

　──なんだ、これは？

　どくんと、シオンの胸が高鳴る。

　既視感があった。

　ぼんやりと天井を見上げる少女のたたずまいに、強い既視感があった。

　──俺はこの少女を知っている。

　そんな直感を抱いた。

　上を向いていて少女の顔は見えない。シオンがつけられているのと似たような首輪を、少女もつけられているのは見える。

　すると、シオン達たちが現れたからか、少女は顔を下げて扉へ視線を向けてきた。結果、シオンは遠目で少女と見つめ合う。

「…………モニカ？」

　シオンは大きく目を見開いて、その名を口にした。

　──モニカだ。いや、本当にモニカなのか？

　硬直したまま、シオンは強く困惑してしまう。

　少女はシオンの顔を見ても特に表情の変化がない。無感動な瞳でシオンを視界に収めている。

　──モニカの髪の色は紅ぐ蓮れんのように真っ赤だった。あそこに立っている少女の髪は白髪だ。なら、別人か？　他人のそら似なのか？

　疑念が立て続けに浮かんでくる。

　だが……。

　──いいや、別人ではない。

　直感がすべて否定した。

　──モニカだ。あそこに立っている女の子は、モニカだ。

　──かつて婚約者だった自分が、

　──この俺が、

　──見間違えるはずがない。

　──生きていた。モニカはやはり生きていたのだ。

　──だが、なぜここにいる？

　などと、シオンがそう思っていると──、

「ふむ、顔を合わせても変化はないか……」

　傍そばに立つ所長が、シオンとモニカを観察するように見つめながら呟つぶやく。

　──顔を合わせても変化はない？

　──その口ぶりだと、俺とモニカの関係性を知っていて引き合わせたようではないか？

　──いや、知っていたのだ。

　──この男は、そしてこの男が所属する組織は、すべて知った上で俺とモニカを対面させた。

　シオンはすべてを察した。

　シオンが十一歳の時に、モニカは失踪した。

　そこから二年間、シオンが十三歳になって研究所に拉致されるまで、一切の足取りが掴つかめなかった。

　──この男達たちは、モニカにまで手を出していたというのか？

　ぷつりと、シオンの中で何かが切れた。

　怒りという感情がこみ上げてきた。

　こみ上げてきて、こみ上げてきて、頭が真っ白になっていき──。

「は、ははは、はははははははっ」

　シオンは笑った。

　高らかに笑った。

「ん？　変化が起きたのはこちらか？」

　と、所長はシオンを見てそんなことを言う。

「そうか。そうだったのか。モニカも、モニカもお前達たちに攫さらわれていたんだな」

　シオンはそう言って、キッと所長を睨にらんだ。

「……お前達？　おいおい、なんだ、その反抗的な目つきは？」

　その言葉遣いはなんだ、その目つきはなんだと、所長が不快感を示す。が──、

「お前達が、奪って、奪って、奪って……」

　シオンは睨むのを止やめない。

「許さない。俺はお前達を絶対に許さない」

　シオンは敵意を向けるのを止めない。

　何のために今日まで生きてきたのか。

　すべてはモニカを救うためだ。

　それを思い出した。

　だから、もう道化は演じない。

　今この瞬間から、理由をつけて逃げる真ま似ねはしない。

　そう誓った。そう決めた。

　その瞬間、シオンに新たな天啓が下る。そして──、

　──発動条件の達成により、シオン・ターコイズに特殊スキル『熾天使セラフの因子』が発動しました。

　──管理者権限により、以降はシオン・ターコイズの記録を不干渉領域にて管理します。共有領域における情報は末まつ梢しようします。

　──管理者の意向により、シオン・ターコイズに管理者権限の一部をスキルとして譲渡します。スキル『魔眼・魔導王の眼め』は『神眼・熾天使の眼』へと変更。

　──『神眼・熾天使の眼』の獲得に伴い、既存のスキルにも変更が発生します。スキル『魔眼・魔導王の眼』の効果の一部をスキル『魔の祝福』へと移譲。スキル『魔の祝福』はランクが上昇し、スキル『魔の寵ちよう愛あい』へと変更。

　──スキル『神眼・熾天使の眼』とスキル『魔の寵愛』の獲得に伴い、スキル『魔の隷属』が発現。

　──以上、報告を終了します。

　シオンは変貌する。

　変貌していく。

　眼に浮かぶ文様が魔眼の魔法陣から変化していく。

　濃い群青だった髪の色も、色素が抜けて白に変わっていく。

　そんな中で──、

「くひっ、くひひひっ。やった！　やったぞ！　やはり貴様には熾天使の因子が宿っていたんだな！　あの女ではない！　私が引き当てたんだ！　これで私の席次も上がる！」

　所長がシオンを見て、歓喜している。それはもう嬉うれしそうに、思わずガッツポーズを取っている。

　なぜそんなに嬉しそうな顔をするのか、シオンにはわからない。わかっているのは一つだけ。目の前にいる男は決して許すことはできないということ。

　だから──、

「ふざけるなよ？」

　シオンは怒りを向ける。ただただ静かに、マグマが膨れ上がるように怒る。その瞳には三対六枚翼の文様が浮かんでいた。




＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【名前】シオン・ターコイズ

【種族】ヒューマン

【年齢】16歳

【性別】男

【レベル】19

【ランク】１

【基礎パラメーター】

・膂りよ力りよく：Ｅ（87／１００）

・敏びん捷しよう：Ｅ（87／１００）

・耐久：Ｅ（87／１００）

・魔力：Ｂ（44／１００）

【特殊パラメーター】

・神眼：ＥＸ

・魔法：Ｓ

・魔法分解：ＳＳＳ

・魔力吸収：Ｓ

・魔法陣書換：Ｓ

【スキル】

・神眼・熾天使セラフの眼め

　特殊パラメーターに『神眼ＥＸ』の項目を追加。神眼発動時に管理者権限の一部『万能鑑定（情報閲覧・解析理解）』が行使可能になる。『世界記録アカシツクレコード』へアクセスして鑑定対象に関する情報を取捨選択してすくい取る。

・魔の寵ちよう愛あい

　特殊パラメーターに『魔法Ｓ』の項目を追加。基礎パラメーター『魔力』の等級を二つ上昇させる。レベルの上昇に伴う基礎パラメーター『魔力』の上昇値に特大補正。神眼の発動の有無にかかわらず、魔法陣構築速度の特大上昇、魔力消費量の特大軽減、六級魔法までの詠唱破棄などの恩恵を受ける。

・魔の隷属

　神眼を発動させている間、解析したあらゆる魔法を習得できるようになる。また、特殊パラメーターに『魔法分解ＳＳＳ』『魔力吸収Ｓ』『魔法陣書換Ｓ』の項目を追加。神眼を発動させている間は魔法や魔法陣に対する干渉・支配が可能になる（解析した魔法の事象化を解除して無害な魔力へと分解・吸収できるようになり、解析した魔法陣の書き換えができるようになる）。ただし、魔力変換によって発生した闘気などのエネルギーを無害な魔力に分解することはできない。

・熾天使セラフの因子

　効果不明。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝





　　　　◇　◇　◇






「ふざけるなよ？」

　と、口にしたシオンの声が響き渡る。

　三年間、幾度となく魔物との戦闘が繰り広げられてきた闘技場で、シオンは自分を戒めてきた所長に対して明確な敵意を向けた。

「ふざけるなよ、だと？　くひっ、くひひひっ。おい、誰に向かってそんな口をきいている？」

　所長は愉快そうに笑うと、手にした杖つえをかざしてシオンを戒める首輪の力を発動させようとする。

　シオンは所長が杖の先に魔法陣を展開させたのを捉えた。

　その瞬間──、

　──解析する。

　シオンの魔眼が……いや、三対六枚翼の文様が浮かんだ神眼が発動する。シオンがその力を発動させたのだ。

　使い方はスキルを獲得した時点で既に理解している。それは魔眼のように半透明な枠ウインドウが浮かび上がって可視化された情報を文字として閲覧できるだけではない。

　文字として理解しにくいものは眼めが視みるだけで解析し、情報が直じかに頭の中に入り込んできて理解することもできる。すなわち、今のシオンの神眼は、魔眼よりもさらに多くの情報を得ることができるのだ。

　──閲覧する。

　シオンは所長が展開した魔法陣を解析し、所長がシオンを戒める首輪のマジックアイテムを発動させようとしていることを理解した。

　シオンの首輪には所長の魔力の波長が登録されていて、所長以外の魔力の波長は受け付けないようになっている。

　結果、シオンに嵌はめられた首輪は、所長の魔力が込められた魔法陣だけに反応して効果が発動するのだが──、

「……………………は？」

　首輪が発動しない。所長が展開した魔法陣に反応して、シオンの首輪に魔法陣が浮かび上がらない。

　所長は間の抜けた声を出す。

「………………」

　シオンが痛がる様子はない。無感動に所長を見つめている。所長の一挙手一投足を見逃さないように、注視している。

「な、なぜだ!?　お、おい！　なぜ首輪が発動しない!?」

　所長はハッと我に返ると、手にした杖つえを振るって、シオンに装着させた首輪を発動させようと展開した魔法陣にさらに魔力を流し込んだ。

　しかし、シオンの手元にも所長が展開している複雑な文様の魔法陣とまったく同じ魔法陣が浮かんでいて──、

「もうこの首輪では俺を拘束することはできない」

　シオンがそう言って首輪に触れると、首輪は外れ、ゴトリと音を立てて地面に落下した。

「っ……、馬鹿な！　な、何をした!?」

　所長はその光景を目の当たりにすると、顔を引きつらせて疑問を口にする。

「あんたの魔力の波長と、その魔法陣の構成をこの眼めで読み取った。つまりは、同じ波長の魔力を練り上げて、指示を上書きした。首輪の効果が発動しないように、そして首輪が外れるようにな」

　シオンは何が起きたのかを丁寧に説明してやった。

　要は、解析した所長の魔力の波長と自分の魔力を同調させたことで、首輪を誤作動させて外したのだ。

「ま、魔力の波長を読み解いて、魔法陣の構成を読み取って、しかも同じ波長の魔力を練り上げて指示を上書きした……、だと？　よしんば魔力の波長を読み解いたとして、人の数だけ魔力の波長はあるんだぞ。まったく同じ波長の魔力を練り上げるなど、そんなこと……」

　ありえない。そう言わんばかりに、所長の顔が引きつる。実際、いずれもシオンの魔眼でもできなかったことだ。

「ありえないなんて、ありえない。かつてお前が俺に言った言葉だ」

　シオンは淡々と言う。

「ひっ！」

　所長の顔が恐怖に歪ゆがむ。

　──そうだ、恐怖しろ。

　──そして絶望を味わわせてやる。

　──自分がこの三年間で味わい続けてきた以上の絶望を。

　──モニカが味わったであろう絶望以上の絶望を。

　シオンは神眼を発動させたまま、所長の動きを冷たい眼まな差ざしで見つめている。神眼を発動させた今のシオンの鑑定対象は魔法に限定されない。

　対象を認識して鑑定したいことを思い浮かべさえすれば、視界内のものをすべて鑑定できる。相手が何をしようとしているのか、表情や微細な身体からだの動きから意思を読み取り、相手の次の行動をも鑑定して予測……いいや未来を予知して視みてしまう。

　だから、所長が次にどんな行動に出るのか、シオンは理解していた。すなわち、所長がこれから魔法を詠唱するために杖つえを身構えるということを。

　そして、魔法陣が浮かび上がった瞬間に、所長がどんな魔法が発動させようとしているのかも先読みした。
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「その魔法では俺を傷つけることはできない」

　と、シオンは所長が魔法陣を構築している最中に言い放つ。

　その瞳は──、

【四級攻撃魔法：対物魔弾アンチ・マテリアルシヨツト】

【八秒後に発動可能】

　という情報を読み取っていた。ただ、ここまでの情報ならば『魔眼・魔導王の眼め』でも読み取ることができた情報だ。

　今のシオンは所長が発動させようとしている魔法について、より深い情報をも読み取っている。

　すなわち、対物魔弾のサイズは直径数センチであること。

　一点突破の威力に限れば五級魔法を上回る危険な魔法であり、人間の胴体に直撃すれば全身が粉砕して吹き飛んでしまうほどの威力があるということ。

　対物魔弾は射出と同時に音速を超える速度に到達するため強力なソニックブームが発生するが、その制御は魔法が処理してくれるので使用者に反動はないということ。

　などなど……。

　そういった情報のすべてを、シオンは神眼で解析して閲覧していた。

　そして、『魔の隷属』というスキルの効果によって、今この瞬間に「対物魔弾」という魔法を習得していた。

「そんな魔法を使うのにあと七秒もかかるのか。まあいい。撃ちたいなら撃てばいい」

　と、シオンは所長に向けて右手を向けて、蔑むように言い放つ。

　所長とシオンの距離はほんの十メートル足らず。この距離なら事前に所長の行動を封じることもできるが、シオンはそれをしなかった。

「っ……、く、くひっ、くひひっ。馬鹿めっ。余裕を見せつけているつもりか？」

　所長は屈辱と恐怖、そして焦りが混ざった複雑な表情になる。魔法は使用者の技量によって発動までの時間が異なるが、発動にかかる時間が遅いと指摘されることは魔道士にとって屈辱的なことなのだ。

　それから、シオンが告げた通りきっちり八秒が経たつと──、

「対物魔弾」

　所長は呪文を詠唱した。

　直後、対物魔弾は文字通り目にも留とまらぬ速度で射出される。発動と同時にシオンの身体からだを粉砕しようとする。

　しかし、シオンがかざした手の前に魔法陣が浮かび上がった。所長の対物魔弾はシオンの魔法陣にぶつかるとはじけて消えてしまい──、

「……あっ。な、何を？」

　所長はその光景に絶句した。

　魔法の射出イコール必中の距離だったがゆえに、絶望した。シオンが何をしたのか理解もできず、呆あつ気けにとられた顔をしている。

　と──、

「どうした？　もっと強い魔法を使えよ。また発動するまで待っていてやるから」

　シオンが所長を煽あおる。

「くぅうううう！」

　所長はそれで容易たやすく激げき昂こうしたのか、怒りの形相を浮かべ、先ほどよりも大きな魔法陣を杖つえの先端に展開した。

　すると、所長が構築している魔法陣の傍そばに、シオンの目にだけ見える半透明な長方形状の枠ウインドウが浮かび上がり──、

【五級攻撃魔法：対物魔砲アンチ・マテリアルキヤノン】

【十五秒後に発動可能】

　と、表記される。

（挑発に乗ったか。なら、この魔法も解析して習得させてもらう）

　シオンは自分の手持ち魔法を増やすべく、したたかに所長を見据えていた。胸の内が怒りで焼き切れそうでも、頭の中は冷静だった。

　それから、きっちり時間が経たつと──、

「アッ、対物魔砲」

　所長の杖から半物質化した強大な魔力の砲弾が射出された。発動した対物魔砲の直径は一メートル近くある。

　本来は巨大な敵や対城戦闘で使うような魔法であるが──、

「くひっ、くひゅ。大型の高位エラーでも一撃で仕留める五級魔法なんだぞ。なんだ、なんなんだ、その魔法陣は……」

　所長が放った魔力の砲弾は先ほどと同じように、シオンに到達する前に浮かび上がった魔法陣にぶつかり霧散してしまう。

　あらゆる魔法を分解し、純粋な魔力へと変換してしまう。

　シオンが獲得した新たなスキル『魔の隷属』の効果である。

　しかし、所長はシオンがどういう原理で自分の魔法を無効化したのかがわからず、恐怖と卑屈が入り交じった笑いを漏らす。

「そうなのか」

　シオンは所長に向けていた右手を、誰もいない頭上へと向けた。すると、シオンの頭上に魔法陣が無数に浮かび上がっていく。

　それらはすべて所長が使用した対物魔砲アンチ・マテリアルキヤノンの魔法陣だった。

「こ、これだけの数の魔法を並列して、しかも遠隔で展開しているだと……。あ、ありえない。そんなのありえない！」

　所長は目の前の光景を見上げながら、恐怖で顔を歪ゆがめている。

「ありえないなんて、ありえない。何度言わせる？」

　シオンは冷たく言い放つ。直後──、

「ひっ……ま、守れ！　そこの出来損ないの天使の女！　俺を守れ！」

　所長はモニカの姿をした少女めがけて、脱だつ兎とのごとく逃げ出した。

　──この所長は、俺とモニカを戦わせるつもりなのか？

「ふざけるな」

　シオンの中で怒りがさらに膨れ上がる。瞬間、シオンは所長の背中めがけて、頭上に展開した対物魔砲を一斉に射出した。

「ひっ」

　所長とモニカは二十メートル以上離れた位置にいる。シオンが射出した対物魔砲の速度を踏まえれば間に合うはずがない。

　間に合わないはず、なのだが──、

「なにっ？」

　モニカの姿をした少女が、シオンが魔法を発動させるよりも先に所長とシオンの間へと一瞬で割り込んだ。

　並行して、巨大な魔法陣を展開していて──、

「天使の障壁バリアー・オブ・エンジエルス」

　少女の前に、超巨大な光の障壁が出現する。

　果たして──、

「……六級魔法？　神聖属性、だと？」

　シオンは少女が使用した魔法を鑑定し、目を見開いた。

　六級魔法といえば半ば伝説の領域に足を踏み込む相当に高位な魔法なのだが、モニカの姿をした少女がそれを使ったのだ。

　──モニカが魔法を使った？　しかも六級？　兄のクリフォードと同じで、魔法はからきしだったモニカが？

　馬鹿な。

　シオンは困惑する。

　しかし、すぐにハッとすると──、

「モニカ！　俺だ、シオンだ！　その首輪を外して、すぐに助ける」

　と、モニカの姿をした少女に呼びかけた。

「……モニカ？　誰？」

　モニカの姿をした少女は、不思議そうに首を傾かしげている。

「なっ……」

　予想外の返答に、シオンは絶句してしまう。

「くひっ、くひひひっ。こいつは不完全だが、天使だ。今の貴様が敵かなう道理はない！」

　所長は勝ち誇ったように言った。

「……何を言っている？」

「こいつがモニカ・ヴァーミリオンだと思ったか？　おめでたい奴やつめと言ったんだ！　実験動物の分際でたてつきやがって」

「殺してやる」

　シオンが強い殺意を所長に向ける。

「っ……、や、やれ、出来損ない！　あいつを倒せ！　倒して拘束しろ！　今度こそ調教してやるっ！」

　所長はぞくりと身体からだを震わせると、激げき昂こうしてモニカの姿をした少女に命じた。

「……天使の弓兵団エンジエリツク・アーチヤーズ」

　少女はこくりと頷うなずくと、新たな魔法を発動させる。頭上に超大規模な魔法陣が浮かび上がり、数え切れないほどの無数の光矢が発生した。
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（くっ、また六級魔法か。いったい何がどうなっている!?）

　シオンは神眼で魔法を先読みすると──、

「くっ……」

　先ほどモニカの姿をした少女が発動した六級魔法を発動して、防御を試みた。六級の防御魔法は確かに発動する。堅けん牢ろうな光の障壁が浮かび上がり、前方から迫りくる光矢を受け止めた。

「なん、だと……。ふ、ふざけるなっ！　貴様、どうして六級の神聖魔法を！　しかも詠唱破棄っ！　それもその眼めの恩恵なのか!?」

　研究所の所長は絶句してその光景を見つめていたが、シオンが魔法を防ぎきったところで喚わめき尋ねる。

「………………」

　シオンは何も答えず、魔法で肉体を強化しながら所長に向かって駆け出した。モニカを助ける。

　そのため、まずはあの所長を仕留める。だが──、

「ひっ……。ま、守れ！　俺を守れ！」

　所長が命じると、モニカの姿をした少女がシオンの前に立ちはだかった。所長を守ろうとする少女の姿を見て──、

「っ……」

　シオンが顔を歪ゆがめる。

　モニカは殺せない。

　殺すわけにはいかない。

　だが、足を止めるつもりはなかった。

　だから、次に何が起きるのか、シオンは神眼で鑑定する。

　互いに武器は持たず、無手の状態だ。

　シオンは一度でもモニカを相手に組み手で勝てたことがないし、今目の前にいるモニカの姿をした少女の移動速度はシオンの限界を圧倒的に上回っている。

　分が悪い。

　そう思った。

　だが、ここで引くわけにはいかないのだ。だから──、

（勝つ！）

　シオンは怯ひるまず、少女へ突っ込んでいった。

　直後、少女がシオンに向けて掌底を放つ。

　前方から迫りくる掌底を、シオンは鮮やかにいなす。そのまま少女の腕を掴つかんで投げ飛ばそうとするが──、

「っ……」

　シオンは一瞬、躊躇ためらってしまう。その一瞬の間に少女は次の攻撃をシオンに放った。シオンはバックステップを踏んで少女から距離を置く。

　少女は自らシオンとの間合いを詰めて、追撃を開始した。そこから──、

「くっ……」

　シオンは少女に攻撃を加えることができず、防御に専念する。魔法で身体能力を強化しているシオンに対し、モニカの姿をした少女は闘気で強化を行っているらしい。

　魔法による身体能力の強化はあくまでも闘気による強化の真ま似ね事ごとであり、劣化版だ。なので、必然的にシオンの方が強化の効率は悪い。しかし──、

（やはり強い！　そしてこの動きは間違いなく武のヴァーミリオン王国流）

　シオンは神眼で絶え間なく鑑定し続けることで、少女の動きを見切って最適な動きで対処していた。そして、その動きに見覚えがあることに気づく。

　すると、ややあって──、

「どうして反撃してこないの？」

　少女が足を止めて、シオンに尋ねた。

「……反撃する余裕がないんだ」

　シオンは少し面食らい、複雑な面持ちで答える。

「嘘うそ。貴方あなたは私の動きをすべて見切っている」

「……でも、君の方がパワーもスピードも圧倒的に上だ」

「それでも動きを見切っているなら反撃の機会を探ることは可能なはず。貴方は私を攻撃する気がない。どうして？」

　戦闘中なのに、少女は子供みたいに不思議そうな顔で尋ねてくる。シオンはそんな彼女の顔を見て、複雑な思いに駆られた。

「………………」

　苦々しく顔を歪ゆがめ、押し黙ってしまうシオン。すると──、

「おい！　何を悠長に喋しやべっている！　さっさとそのガキを拘束しろ！　ひっ……」

　所長が怒鳴り散らして少女に命じた。だが、シオンに睨にらまれると怯おびえたように身をすくませる。

「…………わかった」

　モニカの姿をした少女は何を思ったのか、少し間を空けてから頷うなずく。そして再びシオンに襲いかかった。

　すると、ここでシオンが横に向かって駆け出す。

　少女はその後を追いかけて、シオンの拘束を試みる。相も変わらず少女を攻撃する気がないのか、シオンは防御に専念するが──、

　──対物魔弾アンチ・マテリアルシヨツト。

　少女の攻撃を捌さばきながら、シオンは所長に手を向けて攻撃魔法を放った。少女が咄とつ嗟さに反応してシオンの手を払う。

　直後、シオンが放った対物魔弾が、所長の右耳をかすめて通り過ぎた。かすめただけだが、所長の耳が綺き麗れいに吹き飛ぶ。少女が手を払わなければ、対物魔弾は所長の顔を吹き飛ばしていたことだろう。

「っ！　ああああああっ!?」

　所長は焼き切れるような熱さを覚え、驚きで醜く絶叫した。

「くっ」

　立て続けにもう一撃、所長めがけて魔弾を射出したシオンだったが、またしても少女に手を払われた。

　対物魔弾は所長の近くに着弾し、大きく地面をえぐり取る。

「っ……。こ、殺せ！　もういい、殺せ！　そいつを殺せ！　殺していい！」

　所長は吹き飛んだ地面を見ると、耳を押さえながら怒りでわなわなと身体からだを震わせて叫んだ。いよいよシオンの殺害命令が少女に下される。

　少女はシオンと所長の間に入って、射線を塞ぐと──、




「……いいの？　六級魔法は防がれる。私が使う魔法も習得されている。殺すならもっと強い攻撃魔法で確実に殺す必要がある」

　シオンを見据えたまま、背後の所長に確認した。

「か、構わん！　使え！　一番強い魔法を使っていいから、確実に殺せ！」

　所長は死に物狂いな顔で、あっさりと許可を出す。

「一番強い魔法……。わかった」

　心なしか気乗りしなそうな顔をする少女だが、命令には逆らわずに首を縦に振る。そして、少女はシオンではなく頭上に手を掲げた。

　直後、少女を起点に半径数十メートル規模の超巨大な魔法陣が浮かび上がった。

「なっ…………」

　シオンは神眼でその魔法を鑑定し、その効果を解析する。

　そして、驚きよう愕がくした。もしも少女が発動させようとしている魔法が本当に発動したら、逃げ場はない。

　それは、伝説の存在ともいえる九級魔法。

　使用者が込めた魔力に応じて際限なく威力を増して、自分以外のすべての存在を消滅させる滅びの魔法だ。

「…………待て！　その魔法は！」

「怒りの日デイエス・イレ」

　少女は魔法を発動させるための呪文を詠唱する。すると、魔法陣が急速に少女に向かって収縮し始めた。

「くっ！」

　硬直するシオンだったが、これから起きる災害を神眼で予知すると、少女に向かって全力で走り出す。

「な、なんだ、この魔法は……。こんな魔法が使えるなんて、聞いていないぞ！　あの女、あの出来損ないのステータスにロックをかけていたな!?」

　所長が戸惑い、魔法陣を見上げている。

　その直後──。

　少女を起点に、魔法の効果が発動した。

　裁きの光が一瞬で空間を埋め尽くす。

　そして、光に触れた者すべてを消滅させる。

　そんな終しゆう焉えんの中で──、

　──解析しろ！

　シオンは神眼を発動させ、全身を魔法陣で包み込んだ。シオンはそのまま光の中を突き進む。触れる者すべてを消滅させるはずの光の中を、ひたすら突き進んだ。

　もはや魔法の発動は止められない。しかし、それが魔法的な事象である以上、もはや今のシオンには通じない。

　シオンは自身の周囲に魔法陣を展開することで、神眼で解析した魔法を無害なただの魔力へと再変換していた。全身に触れている魔法を無害化し続けることで滅びの光の中を突き進んでいる。

　だが、すぐに落下するような浮遊感を覚えた。きっと地面も消滅したのだろう。シオンは咄とつ嗟さに飛行魔法フライを使って前に進んだ。

　そうやって、どれほど進んだのだろうか。光の先には、この魔法を発動させているモニカの姿をした少女が立っていて──、

「…………どうして生きているの？」

　少女が目の前に立つシオンを見て、呆あつ気けにとられた顔で尋ねる。いつの間にか、光は止やんでいた。

「死ぬもんか。君と再会するために生きてきたんだから」

　シオンは答える。

　少女の首輪に手を触れる。

「だから、もう放さないぞ」

　少女を支配していた首輪が、ギイッと音を立てて外れた。
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　少女の首輪が、何メートルか下の地面に落下していく。少女はぱちぱちと目を瞬しばたたいて、落下していく首輪を見下ろしている。

　と──、

「もう放さないぞ。逃がさないぞ」

　シオンはモニカの姿をした少女に抱きついた。

　必死に抱きついた。

　少女を逃がさないように、力強く。

　もう、破滅の光は止やんでいる。

　だというのに眩まぶしくて、シオンは目を細めた。遥はるか前方には森林が広がっているのが見える。顔を上げれば青空が広がっている。

　この日は晴れだった。

　気持ちいいほどの快晴だった。

　三年ぶりの、外の世界だった。

　太陽光が上空から降り注いでいる。

　二人が収容されていた研究所はもうない。

　すべて消滅したのだ。

　シオンとモニカの姿をした少女を除いて、研究所ごとすべての人間が消滅した。研究所は森林の中にあったらしいが、一帯の大地が綺き麗れいに削り取られている。

　一帯に人工物は欠片かけら一つ残っていなかった。ただ、少女は横方向と上方向に向けて半球状に滅びの魔法を放ったのか、付近の地面はさほど抉えぐられていない。

　シオンは少女を抱きしめながら、漠然と周囲の状況を確認した。

　すると──、

「……逃げはしない」

　少女が強こわばらせていた身体からだから力を抜いて、ぽつりと呟つぶやく。そして──、

「けど、少し苦しい」

　と、付け加えた。

「ご、ごめん」

　シオンはハッと我に返り、慌てて少女から離れる。

「……貴方あなたは馬鹿なの？」

　少女がシオンを見て言う。

「は、はあ？　なんで？」

　突然の侮辱に、シオンは呆あつ気けにとられて間の抜けた声で尋ねた。

「私は貴方あなたを殺そうとしていたのに、抱きついてくるなんて」

　わりとまっとうな理由だった。

「いや、それは……つい、無我夢中で。で、でも、もう殺すつもりはないんだろう？　首輪は外したし」

　シオンはバツが悪そうに答えると、少女に訊きき返す。殺すつもりなら、とっくに攻撃を加えてきているはずだと思ったからだ。

「……ない」

　少女はこくりと頷うなずく。

「そうか」

　シオンは嬉うれしそうに口くち許もとをほころばせる。と──、

「っ……」

　少女が顔を歪ゆがめ、空中で苦しそうに蹲うずくまった。

「ど、どうした!?」

　シオンが慌てて少女に寄り添う。

「やっぱり、駄目。首輪がないと……」

「く、首輪？　何を言っている？　アレは……」

　苦しむ少女を見て、戸惑うシオン。すると──、

「アレがないと、私は……っ！」

　少女の頭上に光の輪が浮かび上がり、背中には光の翼が現れた。

「なっ……。お、おい！　な、なんだ、コレは!?」

「首輪を嵌はめれば、収まるの。大丈夫、首輪をつけても貴方のことはもう殺そうとしないから」

　少女はそう言って、首輪が転がる地面へとふらふらと降りていく。

「首輪を嵌めればって……」

　唖あ然ぜんとするシオンだったが、神眼を発動させて光の輪っかと光の翼を鑑定することにした。鑑定するには神眼を発動した状態で対象を視界に収める必要がある。

　すると、光の輪と翼のすぐ傍そばに、縦十センチ、横二十センチほどの半透明な長方形の枠ウインドウが浮かび上がる形で鑑定結果が現れた。

　その枠に触れることはできないのだが、そこにはシオンだけが閲覧できる鑑定結果が記されている。鑑定対象はもちろん光の輪と翼についてだ。

　鑑定結果が記された半透明の枠の中には──、




＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【名称】

　不完全な天使の輪

【説明】

　天使の力が集約された高エネルギー体。

　持ち主が亜天使デミ・エンジエルであるため、力を制御できていない。

　状態が非常に不安定。暴走の危険あり。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝




＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【名称】

　不完全な天使の翼

【説明】

　天使の力が集約された高エネルギー体。

　持ち主が亜天使であるため、力を制御できていない。

　状態が非常に不安定。暴走の危険あり。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
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　と、記されていた。

「……は？」

　シオンは驚き、呆ほうけて口を開ける。

　戦闘中、確かに研究所の所長は天使がどうのこうのと言っていた。自分に熾天使セラフの因子が発動したと天啓を授かってもいた。

　しかし、天使はあくまでも神話上の存在だ。

　実在するのかもしれないが、人の世に関わったことがあるなど、神話以外では聞いたこともない。

　敬けい虔けんな信者ならば実在すると心から信じているのかもしれないが、少なくともシオンは存在を懐疑的に思っていた。

　天使の輪っかと翼を生やした人物が目の前に現れれば、驚くのが当然だった。

　すると、シオンが呆あつ気けにとられている間に──、

「お、おい！」

　少女は地面へ降り立ち、自ら首輪を嵌はめた。

　天使の輪と翼はフッと姿を消してしまう。

　シオンは遅れて地面に着地した。

「もう大丈夫」

　少女は深呼吸をしてシオンに言う。

　装着した首輪の前方には、十字架がはめ込まれていた。

「……その首輪、視みてもいいか？」

「うん」

　シオンが神眼を発動して尋ねると、少女はこくりと首を縦に振る。シオンは少女が嵌めた首輪をじっと凝視して鑑定を開始した。




＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【アイテム名】天呪の首輪ホーリースレイブ

【ランク】６

【説明】

　天使の力を抑制し、従えるための首輪。

　装着後、主人と定めた者の命令に逆らえなくなる。

　以降、自由に着脱できなくなる。

　主人が定めた命令に逆らおうとすると装着者に激痛が走る。

　主人の意向で激痛を与えることも可能。

　装着後、一日以内に主人を定めない場合にも、装着者に激痛が走り死に至る。

【特記事項】

　主人未登録。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝




　と、記されている。

「……なんでこんな首輪を嵌はめる？」

　シオンは怒りでわなわなと身体からだを震わせて尋ねた。

「私は不完全な亜天使デミ・エンジエルだから、天使の力を制御できないの。この首輪をつけていないと力が暴走して死んでしまう」

　少女はまるで他ひ人と事ごとのように、淡々とした口調で説明する。

「天使って！　何なんだ、それは……。君は、モニカじゃないのか？」

　思わず憤りを感じて力が籠もったシオンだったが、目の前に立つ少女の顔を見つめると苦々しい顔になって問いかけた。

「……モニカ。さっきの戦いの中でも私のことをそう呼んでいたけど、私の名前はモニカじゃない」

　少女はきっぱりと首を横に振る。

「っ、でも君は！　君は……！」

　モニカの顔をしているじゃないか。

　モニカと同じ声をしているじゃないか。

　なのに、どうしてそんなにも無表情なのだ。

　シオンの中で様々な感情が湧き起こり、それらをすべて吐き出すことができず、言葉に詰まってしまう。

「貴方あなたは私のことを知っているの？」

　少女はきょとんと小首を傾かしげて尋ねる。

「モニカのことなら、知っている。君とよく似た、いいや、ウリ二つの顔と声をした女の子だったんだ。だから俺は君がモニカなんだと思って……」

　シオンは少女の顔を見て、君がそうなんだろうと縋すがるように語る。

「私はモニカじゃない。私は研究所で生まれた人造の天使……ううん、天使になり損ねた失敗作なの。前の主あるじの人がそう言っていた」

「そんな、馬鹿なっ……」

　少女の顔と声は確かにモニカのものなのに……と、シオンは形容しがたい喪失感に襲われる。

「モニカって子も私みたいに研究所で生まれ育ったの？」

「違う。モニカはヴァーミリオン王国の第一王女として生まれ育ったんだ。けど、五年前に失踪してどこかへ消えてしまって……、本当に俺のことは、俺のことは知らないのか？」

　シオンは一いち縷るの望みをかけて尋ねた。が──、

「ごめんなさい」

　少女は申し訳なさそうに首を縦に振る。

「君を……、君自身を鑑定してもいいか？」

　シオンは息を呑のんで訊きいた。

「うん」

「あ、ありがとう。じゃあ……」

　シオンは固唾を呑み、神眼を発動させて目の前に立つ少女を鑑定する。鑑定事項は『彼女が何者なのか』ということ。




＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【名前】なし

【種族】亜天使デミ・エンジエル

【年齢】16歳

【性別】女

【レベル】14

【ランク】１

【基礎パラメーター】

・膂りよ力りよく：Ｃ（72／１００）

・敏びん捷しよう：Ｃ（72／１００）

・耐久：Ｃ（72／１００）

・魔力：Ｃ（72／１００）

【特殊パラメーター】

・神聖魔法：ＳＳ

・神聖気：Ａ

・槍そう術じゆつ：Ａ

・体術：Ｂ

・自己治癒：Ｃ

・魔力自動回復：Ｃ

・全状態異常耐性：Ｃ

【スキル】

・亜天使の肉体

　全基礎パラメーターの等級を二つ上げる。特殊パラメーターに『自己治癒Ｃ』『魔力自動回復Ｃ』『全状態異常耐性Ｃ』『神聖魔法ＳＳ』の項目を追加。神聖属性の魔法を習得できるようになる。

・魔力変換（神聖気）

　特殊パラメーターに『神聖気Ａ』の項目を追加。魔力を神聖気に変換することで『膂りよ力りよく』『敏びん捷しよう』『耐久』を一時的に強化することができる。また、『自己治癒』『全状態異常耐性』の高強化、闇属性の生命体に対する攻撃力の超強化状態を付与する。

・戦乙女の資質

　特殊パラメーターに『槍そう術じゆつＡ』と『体術Ｂ』の項目を追加。

【特記事項】

　人造の亜天使デミ・エンジエルであるため、天使としては不完全。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝




　確かに、少女は天使だった。

　そして、自己申告通り天使としては不完全らしい。

（ランク１で、なんだこのでたらめなステータスは……。いや、待て。戦乙女の資質？　これは確かモニカも持っていたスキルのはず……。年齢も俺やモニカと同じ）

　ランク１にしてランク４相当はある基礎パラメーターや各スキルを確認して目を見開くシオンだったが、今はそれよりも少女の正体がモニカかもしれないという方が気になった。

（けど、名前がないだと？　本当にモニカじゃないのか？　……待てよ。なら、こう鑑定したらどうなるんだ？　目の前にいる少女はモニカ・ヴァーミリオンなのか？）

　ふと思い立って、鑑定事項の変更を思い浮かべてみる。




＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

　世界記録アカシツクレコードへアクセスします。

　モニカ・ヴァーミリオンを検索。

　該当する人物の記録が一名存在します。

　当該人物と鑑定対象のデータを比較照合します。

　鑑定対象の外見情報はモニカ・ヴァーミリオンと酷似。

　ただし、肉体情報はモニカ・ヴァーミリオンと不一致。

　人格情報はモニカ・ヴァーミリオンと不一致。

　モニカ・ヴァーミリオンの現在位置を検索。

　……ロストしました。

　以上より、鑑定対象がモニカ・ヴァーミリオンであるかは不明。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝




（…………おい、どういうことだ？　……鑑定できないのか!?）

　不明という言葉に困惑し、次第に苦々しい顔になるシオン。

「くそっ！」

　何が万能鑑定だと憤ったシオンだが──、

「あっ、いや、すまない……。訊ききたいんだが、君は名前がないのか？」

　目の前の少女と視線が合うと、慌てて謝罪する。

　そして、鑑定結果を踏まえて少女自身にも尋ねた。もしかしたら鑑定結果と食い違いがあるかもしれないと考えて。

「うん。私に名前はない」

　少女は首肯するが──、

「年齢は十六歳？」

「……たぶん」

　二つ目の質問では少し自信なげだ。

「自分の年齢がわからないのか？　この眼めで調べた限りではそうらしいけど……」

　シオンはじっと少女の表情を窺うかがった。

「私は研究所の中で保管された状態で成長したらしいから。目を覚まして外で活動できるようになったのも五年前。そう教えられた」

　それは、奇くしくもモニカが失踪した年と同じである。

「じゃあ、五年以上前の記憶はないのか？」

「うん。眠りについていたから」

　と、少女は語るが、そんなことがありえるのだろうか？　目の前の子はモニカなんじゃないだろうか？

　そうであってほしいという願望だとわかっていても、シオンはそう思いたくなる。

「……目覚めてからの五年間は、何をしていたんだ？」

　シオンが尋ねた。

「研究施設に収容されていた。私は貴重な人造天使の成功例でもあるからって。けど、暴走する危険もあるから、研究の時間以外はずっと封印されていた」

「何の研究をしていたんだ？」

「よくわからない。天使のことと、魂の研究……らしい。私に天使としてどれだけの力があるのか、魔物と戦っていたりもした。あとは血液を抜かれたり、情報解析する箱の中に入れられたり……」

「やらされていたことは俺と大差ないな。魂の研究をしているとは俺も聞いた。けど、君のような人造の天使まで作りだして、ここの連中はそんな研究をして何をしようとしているんだ？」

　少女が使用した魔法の威力は人知を超えていたし、仮に天使を量産して使役できるとしたら、非常に危険だろう。

　王族を拉致してまで研究を行うような連中だ。何かとんでもないことをしようとしていることだけは間違いないように思える。

「たぶん本物の天使を作りたいんだと思う」

　と、少女は研究所の目的を推察した。

「……本物の天使。いったい何をもって本物とするんだ？」

「わからない」

「そう、か……。わからないことだらけだな。本当、嫌になるくらいに」

　シオンは疲れたように笑う。

　研究所が消滅し、職員も消滅してしまった今となっては何もわからない。組織が本物の天使を作った先に、何をしようとしていたのかもわからない。

「ごめんなさい」

　少女は顔を曇らせて謝罪する。

「いや、君に向けた愚痴じゃないんだ。すまない。それより、君はここに来るまでどこの研究所にいたかわかるか？」

「わからない。この土地にも今日来たばかり」

「そうか。だよな……」

「でも、組織の名前がダアトだということは知っている」

　何か手がかりになればと思ったのか、少女はそんなことを打ち明けた。

「ダアト……。そういった名前の巨大組織が存在するとは聞いたことがないけど、馬鹿正直に表の世界でもその名前で活動しているわけもないか」

　何しろ王族を拉致して、人造の天使まで作りだすような闇の組織だ。

　とはいえ、少なくとも二箇所に研究施設を構えて維持できるほどの組織だから、少なからず表の世界とも関わっていることは予想できる。

「組織のことが気になるの？」

　少女がシオンに尋ねてきた。

「まあ、二度と関わりたいとは思わないけど、今後のためにも最低限のことは知っておきたいというところかな。生きていることが知られれば、俺達たちお尋ね者になるだろうし。今後、どうしようか？」

　シオンが苦笑して答える。当時は意識を失っていたのでどういう手段で拉致されたのかはわからないが、王城にいた自分を拉致してこんな研究所に送り込めた組織だ。堂々と城に戻っていいのかは考えてしまう。すると──、

「私はこの場に残る。貴方あなたは自由に逃げるといい」

　と、少女はそんなことを言う。

「……は？」

　シオンは激しく面食らった。

　思わず戸惑った声を漏らしてしまう。

「……………………」

　少女はそれ以上、何も言わない。

　だから、シオンから尋ねることにした。

「こんな場所に残って、どうする？」

「森の中なら人が来ないはず。私が天使の力を暴走させても関係のない人達たちに被害は出ない。貴方が行ったら、折を見てこの首輪を外す。今なら主あるじも設定されていないから」

　と、少女は答えるが──、

「なんで暴走させる……。暴走させたらどうなる？」

　シオンにはその意図がまったくもって理解できなかった。少女の言っていることが支離滅裂に思えて、ただひたすらに困惑する。

「たぶん、私は死ぬ」

　少女はまるで他ひ人と事ごとのように告げた。

「なっ……」

　シオンはたまらず絶句してしまう。終しまいには──、

「助けてくれてありがとう。これでようやく、私は死ねる」

　少女はそんなことまで言いだした。

「ふ、ふざけるなっ！」

　シオンは感情を爆発させて、声を荒らげて叫んだ。

「……どうしたの？」

　少女は不思議そうに尋ねる。

「どうしたもこうしたも、君に死んでほしくて助けたわけじゃない！」

　と、訴えるシオン。

「でも、私は貴方が探していた人じゃないよ」

　少女は小首を傾かしげる。

「そ、そうだけど……、なんで死ぬ必要がある!?」

　シオンは苛いら立だって問いかけた。

「生きる理由がないから。生きていても天使の力を暴走させて、誰かに迷惑をかけるだけかもしれないから。行く場所もないから。外したくても外せない、この首輪に生かされているのが辛つらかった。だから、ずっと死にたかった」

　と、少女は自分が死ぬ理由を列挙していく。

「そんな……。そんなこと……。じゃあ君は……、自由になったら死にたいと思ってずっと生きていたというのか？」

　シオンは声を震わせて問いかける。

「うん」

　少女は淡泊に、何の躊躇ためらいもなく頷うなずいた。

「くっ……。じゃあ、なんでその首輪を自分からつけ直した？」

　生きながらえたかったからじゃないのかと、シオンは言外に訴える。

「今ここで暴走したら、貴方あなたに迷惑をかけるから。貴方はすごく強いけど、貴方のことを殺してしまうかもしれない」

　迷惑をかけたくないと、少女は答えた。

　人に迷惑をかけない。

　それは大事なことだ。とても大事なことだ。

　だが、だからこそ──、

「っ…………」

　シオンは苦虫を噛かみ潰したような顔になる。

　生きる理由がないと、少女はそう言った。

　本当にその通りなのだろう。

　少女は空っぽなのだ。

　なのに、倫理観なんて高尚なものだけは持ち合わせている。

　──そんなの虚むなしすぎる！

　シオンはキュッと唇を噛みしめると──、

「なら……、なら、俺と一緒に来い！」

　と、少女に呼びかけて、右手を差し出した。

「………………私は貴方を殺そうとしたんだよ」

　少女は少し意外そうに目を瞬しばたたいて、シオンの手を見つめた。

「それは首輪に逆らえなかったからだろう」

「でも、この首輪をつけている限り、また誰かに操られるかもしれない」

「そんなこと……、ちょっと待ってくれ」

　シオンはそう言うと、神眼を発動させる。そして、少女の首輪に手を伸ばした。

「私の主あるじになるつもり？」

　少女は小さく目を見開いて訊きく。

「違う。その首輪から余計な魔法を外すんだ」

「……そんなことができるの？」

「できるかもしれない。けど、まずは君の首輪を調べてみないことには……」

　シオンはそう言いながら、少女の首輪を改めて鑑定する。一度完成した魔法陣を後から書き換えることは不可能に近いと言われているが、シオンが神眼の獲得に伴い新たに獲得したスキル『魔の隷属』ならそれができるかもしれない。実践してみる価値はあった。




＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

・魔の隷属

　神眼を発動させている間、解析したあらゆる魔法を習得できるようになる。また、特殊パラメーターに『魔法分解ＳＳＳ』『魔力吸収Ｓ』『魔法陣書換Ｓ』の項目を追加。神眼を発動させている間は魔法や魔法陣に対する干渉・支配が可能になる（解析した魔法の事象化を解除して無害な魔力へと分解・吸収できるようになり、解析した魔法陣の書き換えができるようになる）。ただし、魔力変換によって発生した闘気などのエネルギーを無害な魔力に分解することはできない。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝




　このスキルで首輪の魔法陣を解析してその仕組みを理解し、魔法陣を書き換えることができれば、首輪の効果を変えることができるかもしれない。




＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【アイテム名】天呪の首輪ホーリースレイブ

【ランク】６

【説明】

　天使の力を抑制する首輪。

　装着後、主人と定めた者の命令に逆らえなくなる。

　以降、自由に着脱できなくなる。

　主人が定めた命令に逆らおうとすると装着者に激痛が走る。

　主人の意向で激痛を与えることも可能。

　装着後、一日以内に主人を定めない場合にも、装着者に激痛が走り死に至る。

【特記事項】

　前主人の死亡により、現主人は未登録。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝




　まずは首輪そのものを鑑定し、秘められた効果を鑑定するシオン。半透明の枠ウインドウを発生させて首輪の効果を再確認すると、視界から半透明の枠を消し去った。

（……よし、天使の力を抑制する機能だけを残せばいいんだな。他の機能は削除だ。魔法陣を起動させてみよう）

　シオンはそう考えると──、

「今から首輪に魔力を流し込んで魔法陣を起動する。発動させて主あるじの登録をするわけではないから安心してくれ。首輪の効果を変更するために、首輪に組み込まれた魔法陣をいじってみる。いいか？」

　と、少女に確認した。

「……わかった」

　少女はこくりと頷うなずく。

「じゃあ、首輪の魔法陣を起動する」

　シオンは首輪に魔力を流し込んだ。直後、首輪の前に魔法陣が浮かび上がり、シオンは神眼でそれを凝視する。

　半透明の枠は浮かび上がらない。鑑定結果を文字として表示させて読解するよりも、直接頭の中に魔法陣の情報を叩たたき込んだ方が早いからだ。ただし、ダイレクトに情報が頭の中に入り込んでくる分、脳への負担は大きい。

　凝視すればするほどに解析が進んでいるのか、魔法陣に対する理解が深まっていく。どこをいじるとどうなるのかがわかっていく。

[image: ]

　ややあって──、

「…………見れば見るほどに悪質な魔法陣だな」

　シオンが顔をしかめて呟つぶやいた。この魔法陣を設計した者は碌ろくな人間ではないだろう。そう断言できた。

「その眼めは何なの？」

　少女が訊きく。

「あらゆるものを鑑定できる神眼らしい。鑑定する対象の知りたい情報を閲覧したり、見つめることで対象の情報を解析できたりする。今やっているのは後者の作業だ。で、解析した魔法陣に干渉して魔法陣を書き換える作業も行っている」

　シオンは人差し指で首輪の魔法陣に触れて、何かを描くようにスラスラと指を動かしながら答える。

「……魔法陣の書き換えは困難。というより、ほぼ不可能。それも神眼のスキルの力？」

　絶対に不可能とまで言い切らなかったのは、世界には様々な不可能を可能にするスキルが存在しているからだろう。

　少女はスキルの可能性に言及した。

「神眼とは別のスキルだよ。正確には神眼の副次的な産物として発生したスキルみたいだけど、神眼と併用することで解析した魔法陣や魔法に干渉できるんだ」

「……さっきの戦いで魔法を消滅させていたのもそのスキルの力？」

　シオンが嘘うそを言っているとは思わなかったのか、少女は続けて尋ねる。

「ああ。魔法を無害な魔力に分解した」

「……そんなに規格外なスキルの詳細を教えてしまっていいの？」

　基本的にステータス、特にスキルの内容は可能な限り秘匿すべき情報だと言われている。希け有うなスキルを持っていることが周囲に知られれば襲われる可能性があるし、戦士の場合は手の内を晒さらすことで不利になりかねないからだ。

　どうやらそういった一般常識は少女も心得ていたらしいが、あれこれ訊いてきたということは寡黙な雰囲気とは裏腹に相応の好奇心があるのかもしれない。

「俺も君のステータスを覗のぞかせてもらったからな。俺だけ教えないのはフェアじゃないだろう」

　と、シオンは答える。

　ただ、そういった理由を抜きにしても、シオンは目の前にいる少女に自分のスキル情報を教えることにさして忌避感を覚えてはいなかった。

　本人が自覚しているかどうかはともかくとして、その理由は少女の見た目がモニカに似ているからなのかもしれない。

「……そう」

　少女は何かを考えているのか、微妙に間を空けてから頷うなずく。

「よし、書き換えが完了した。これでどうだ？」

　話をしている間にシオンの作業が完了した。

　首輪に組み込まれた魔法陣の書き換えが成功したのか、神眼を使ってその効果を改めて鑑定してみる。結果──、




＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【アイテム名】天鎖の首輪デイバインシーラー

【ランク】６

【説明】

　天使の力を抑制するための首輪。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝




　シオンが意図した通りに、見事に効果が変わっていた。

「成功だ。これでもうその首輪が君を戒めることはない」

　グッと拳を握りしめるシオン。

「そう、なの？」




　実感がないのか、少女はきょとんとした顔で確認する。

「ああ。どうだ。これでその首輪をつけていても君が俺を襲うことはなくなった。だから俺と一緒に来い」

　シオンはふふんと得意げに笑って、改めて少女に手を差し伸べる。

「……どうしてそこまで私にこだわるの？」

　少女はシオンの顔色を窺うかがい、躊躇ためらいがちに尋ねた。

「言っただろう。死んでほしくて助けたわけじゃないと」

「私はモニカじゃないよ」

　と、少女は改めて確認する。

「そんなことは理解している。いや、君がモニカなんじゃないかって思っている部分はあるけど……、それとこれとは関係ない」

「……でも、私には生きる理由がない。居場所も、貴方あなたと一緒に行動する理由も」

　少女はどこか寂しそうに顔を曇らせるが──、

「そんなのは一緒に来てから探せばいい」

　と、シオンはあまりにもあっさりと言い放った。

「…………」

　少女はぱちぱちと目を瞬しばたたく。

「そりゃあ俺もこんな研究所なんかに収容されて、生きる理由を見失いかけた。けど、こうして出られたのに死にたいなんて思わない。外の世界はきっと素晴らしい場所のはずだ。せっかく外の世界に出られたんだ。なら、外の世界を見て回ってもいいじゃないか。生きてみればいいじゃないか。この世界は見たことがない場所がたくさんあるんだから、居場所なんて探せばどこにでもある。なのに探しもしないで諦めるなんて、もったいなさすぎる」

　熱弁するシオン。

「私は失敗作だから……」

「失敗作なもんか。まずはその認識を改めろ。君は失敗作じゃない」

「そんなこと、初めて言われた……」

「そうだ、君は失敗作じゃない。モニカと同じ顔をしているんだ。声をしているんだ。可愛かわいいじゃないか！　それだけで成功作だろ！」

　シオンは力強く断言する。

「…………ふふ」

　少女が笑った。初めて笑った。

　それはまるでモニカが笑っているようで──、

「……そういう顔もできるんじゃないか」

　シオンは目をみはる。

「貴方あなたがおかしなことを言うから……。貴方はやっぱり馬鹿だと思う」

　少女は柔らかく口くち許もとをほころばせて言う。

「ひどいことを言うな」

　シオンはちょっぴりバツが悪そうに照れ笑いをする。

「でも、貴方の言葉に救われた。ありがとう」

「礼なんかいい」

「……本当に私も一緒に行っていいの？」

　少女が不安そうに訊きく。

「当たり前だ。そもそも俺はそのつもりで、これからどうするか話を振ったんだ」

　だから、一緒に行こう。シオンはそう言って、少女に手を差し出す。

「……うん」

　少女はそっと、シオンの手を取った。シオンの手を見つめながら、柔らかく微笑ほほえむ。そんな少女の手を見てふふんと嬉うれしそうに笑うシオンだったが、不意に顔を上げて目線が合うと顔が赤くなって──、

「じゃ、じゃあ、改めて今後のことを決めようか。この研究所がこうなってしまった以上、追っ手が来るかもしれない。運が良ければ俺達たちも死んだと思ってもらえる可能性もあるが、この場から離れるのは確定だ」

　さりげなく手を放して、話題を変えた。

「行く当てはあるの？」

　少女は特に表情を変えずに尋ねる。

「ない、かな。気になっている場所もあるけど……」

　シオンは微妙に歯切れの悪い口調で答えた。

「気になっている場所？」

　少女が可愛かわいらしく小首を傾かしげる。

「もともと俺が暮らしていた場所だよ」

　そう語り、少し遠い目になるシオン。その言葉通り、生まれ育ったターコイズ王国のことを思い出したのだ。妹のイリナに婚約者のエステル、ライバルのクリフォードは元気だろうかと、そう思った。

「いいよ。私はどこにでも、貴方あなたに付いていく。気になる場所があるのなら行けばいい」

　と、少女はシオンの背中を押すように言う。

「……ありがとう」

「お礼を言うのは私の方」

「そんなことはないさ。じゃあ、まずはターコイズ王国の王都を目指してみようか。そこが俺の故郷なんだ。で、冒険者になってみるのもいいかもしれない。お金を稼ぐ必要もあるし」

　と、シオンは打ち明ける。

「……冒険者？」

　初めて聞いた言葉だったのか、少女が疑問符を浮かべた。

「子供の頃、憧れていた職業なんだ。いつか冒険者になって一緒に旅をしようってモニカと約束をして……。俺も城育ちだから実際の仕事ぶりはよくわからないんだけど、冒険者ギルドっていう巨大な組織があって、各国から委託されて魔物の討伐なんかも請け負っているらしい」

　本当かどうかはわからないが、冒険者ギルドはシオンが愛読していた『英雄ノアの大冒険』の主人公であるノアが設立したとも言われていて、英雄ノアに憧れていたシオンやモニカが冒険者になりたいと思っていた理由とも絡んでいる。

「わかった。シオンが冒険者になりたいなら、冒険者になろう。私も冒険者になる」

　少女は無条件にシオンの意向を尊重した。

「……なら、王都か途中で立ち寄った都市で冒険者ギルドに足を運んでみようか」

　シオンは少し気恥ずかしそうに告げる。

「うん」

　こうして、当面のざっくりとした方針が決まる。

「じゃあ出発……の前に、自己紹介がまだだな。俺はシオン。シオン・ターコイズだ」

　シオンはまだ少し残っている照れくささを誤ご魔ま化かすように、話題を変えた。ここで初めて自分の名前を伝える。

「……ターコイズ？　聞いたことがある国の名前と同じ」

　少女がそのことに気づく。ただ──、

「ああ、俺はその国の王族なんだ。第一王子だった」

「そう」

　シオンの身分にはさして興味がないらしく、少女はやはり短く相あい槌づちを打つ。

「国に帰らない以上、ターコイズの家名は名乗れない。だから、今日からはただのシオン……。いや、偽名も考えておいた方がいいのか？　それに、君の名前も考えないと……」

　決意を覗のぞかせて語るシオンだったが、途中から思案顔になって唸うなった。

「私の名前？」

　少女がぱちぱちと目を瞬しばたたいて反応する。

「名前がないと君のことをどう呼んだらいいのかわからないだろ。これからは一緒に行動するんだから」

「……うん」

　シオンが指摘すると、少女は少し呆ほうけ気味に頷うなずく。

「どうしたんだ、驚いたような顔をして？」

「自分に名前が与えられるなんて考えたこともなかったから」

「……本当、碌ろくな組織じゃないな。ダアトってのは。……まあいい。せっかくなんだから、好きな名前を考えてみたらどうだ？」

　顰しかめっ面つらになるシオンだったが、気を取り直して少女に提案する。が──、

「好きな名前……特にない」

　と、少女は心なしか困ったように語った。

　無感情というわけではないのだが、シオンの目の前にいる少女は感情の起伏があまりない。髪の色を除いて顔も声もモニカとウリ二つなのだが、その辺りは明るい女の子だったモニカとだいぶ異なった。

「まあそんな気はしていたけど。何か好きなものがあればその名前を借用するなり、もじってみるとか」

　シオンは苦笑し、方向性を提示する。

「シオンは何か好きなものはある？」

　少女が不意に、シオンの名前を初めて呼んで尋ねる。

「……俺の？」

　モニカの声で名前を呼ばれてドキッとしたのか、身体からだを震わせるシオン。

「私じゃ良い名前が思い浮かばないから、シオンが好きなものから名前をつけてほしい。シオンは何が好きなの？」

「何が好き……」

　そう訊きかれて、真っ先に思い浮かんだのは──。

「モニカ以外で」

「わ、わかっているよ。……拉致されてからは好きなことなんて何もなかったけど、読書が好きだったかな」

　シオンはこほんと咳せき払ばらいをして答える。

「本は読んだことがない」

「文字は読めるのか？」

「そこまで難しい文でなければ読める」

「じゃあ町に行ったら何か一冊買ってみようか」

「うん。シオンの好きな本は何？」

「俺の好きな本か……。それだと『英雄ノアの大冒険』かな」

　少女に訊かれ、シオンはモニカと一緒によく感想を言い合った本の名前を口にした。

「どういうお話なの？」

　少女は本の名前を知らないらしい。モニカも大好きだった本を知らない以上、やはり目の前の少女はモニカではないのだと、改めて実感させられる。

「……大昔にあったとされる伝説さ。かつて地上に悪魔が舞い降り、未み曾ぞ有うの危機が世界に訪れた。そんな時に天使達たちが舞い降り、人類に大いなる知恵を授けた。すると人類からノアという名の英雄が誕生し、天使達と一緒に悪魔と戦って世界を救う。まあ、よくある英雄譚たんかな。タイトルからも窺うかがえるけど、冒険者って職業はノアが産みの親みたいなもんなんだ。子供でも読める本だし、初めて読むのにはいいかもしれない」

　シオンは胸中の機微を誤ご魔ま化かすように、薄く笑って少女に提案した。

「なら、その本から私の名前をつけてほしい」

　と、少女はシオンにリクエストする。

「英雄ノアの大冒険からか……」

　シオンは口くち許もとに手を当てて考えると──、

「……じゃあ、リィエルかな」

　思い浮かんだ名前を口にした。

「リィエル？」

「ノアに英雄の力を与えたとされる謎の女性。その人と同じ名前だよ。ピンとこなければ他の名前を考えてみるけど、どうかな？」

「うん。それでいい。私はリィエル」

　少女はこくこくと首を縦に振って意思を示す。初めての名前が嬉うれしいのか、少し興奮しているようにも見える。

「そうか。じゃあ、君は今日からリィエルだ」

　シオンは少女の機微を感じ取ったのか、フッと笑ってリィエルと名前を呼んだ。

「うん」

　リィエルは満足そうに深く頷うなずく。

「気に入ってもらえたみたいで良かったよ」

　シオンも満足そうに微笑ほほえむ。すると──、

「シオンの偽名はどうするの？」

　リィエルが尋ねてきた。

「……どうするかな。まあ、それほど珍しい名前でもないし、急いで考えて適当な名前にする必要もないんだけど……」

　これといった偽名が簡単に思い浮かばず、シオンは困り顔で言う。ターコイズという家名を名乗るのは大問題だろうが、とりあえずシオンと名乗ったところで支障はなさそうにも思えた。すると──、

「じゃあ、シオンの偽名はノアにする？」

　リィエルがシオンの名を提案してきた。

「……ノア？　俺が？」

　シオンはぱちぱちと目を瞬しばたたく。

「好きなものから名前を借用するといいって、シオンが言っていたから」

「確かに」

「シオンはノアが好きなんでしょう？」

「まあ、好きだけど……」

　子供の頃から愛読してきた伝説の英雄ノアと同じ名前を名乗るなんて、考えたこともなかった。

「じゃあ、シオンはノアで、私はリィエル」

「けど、二人揃そろっておとぎ話の伝説に登場する二人の名前を名乗るっていうのは……」

「駄目？」

　リィエルが無む垢くな表情で尋ねてくる。

　それで、シオンはまたしてもドキッとしてしまって──、

「駄目、ではないかな。ノアって名前は市井で人気だってお城で聞いたことがあるし、いいと思う」

　と、わずかに上ずった声で答えた。

　他に良い名前が思いつくわけでもないし、適当に考えて物珍しい名前になってしまうよりかはいいだろう。そう思うことにした。

「じゃあ、決まり」

　リィエルはなぜだか嬉うれしそうに微笑ほほえむ。一方、シオンは憧れの英雄と同じ名前にすることがこそばゆくて──、

「けど、急にノアと呼ばれるのもしっくりこないというか……、外にいる時はともかく、二人でいる時はシオンって呼んでくれ」

　と、微妙に顔を赤くして付け加えた。

「わかった」

　リィエルはこくりと首を縦に振る。

「……じゃあ、行こうか。リィエルは飛行魔法フライを使えるか？」

　シオンは軽く咳せき払ばらいをすると気持ちを切り替えたのか、リィエルに尋ねた。

「ううん。私は神聖属性の魔法しか使えない」

　リィエルはふるふると首を横に振る。

「特化型なのか。確かに、鑑定のステータス情報に記されていたな。じゃあ、どうするかな。空を飛んだ方が移動は速いんだが……」

　空を飛んで移動するとなると、シオンがリィエルを抱きかかえるしかないのだが、その姿を思い浮かべると尻込みをしてしまった。だが──、

「シオンは空を飛べるの？」

「ああ」

「じゃあ、シオンが私を運んでくれるの？」

　リィエルは特に気き後おくれした様子はなく、平然と訊きいてきた。

「……リィエルが嫌でなければ」

　シオンはわずかに息を呑のんで答える。

「じゃあ、空を飛んでいこう」

「わかった」

「お願い。私はどうすればいい？」

　シオンが頷うなずくと、リィエルが距離を詰めてくる。シオンに運んでもらうとなれば、当然、シオンに抱きかかえてもらうなり、シオンに抱きつくなりするからだろう。

「俺が抱きかかえるから、落ちないように掴つかまっていてくれればいいよ」

「うん」

　リィエルはこくりと頷くと、早速自分からシオンに抱きついた。何の躊躇ためらいもなく抱きつかれてシオンは硬直する。

「こ、この体勢だとちょっと飛びづらいから、抱きかかえてもいいか？」

　シオンは上ずった声でリィエルに頼んだ。

「いいよ。……こう？」

　リィエルはシオンに抱きつくのを止やめて一方後ろに下がる。それから「抱っこして」と言わんばかりに、シオンに向けて両手を差し出した。

　抱擁をおねだりするポーズである。

「じゃ、じゃあ、抱きかかえるから」

　シオンは緊張しっぱなしである。ドギマギとした動きでリィエルの背中と膝に手を回す。その上でそっと彼女を抱きかかえた。

「ん」

　リィエルは両手をシオンの背中に回して抱きつく。リィエルの華きや奢しやな身体からだは羽のように軽くて──、

（か、顔が近い。それにしても軽いな……）

　と、ありのままに思うシオン。レベル19の基礎パラメーターなら人一人を抱きかかえるくらいは簡単にできるのだが、こうして同年代の女の子を抱きかかえる機会なんてなかった。シオンはリィエルを抱えたまま呆ほうけ気味に立ち尽くしてしまう。

「飛ばないの？」

　リィエルがシオンの目を見て尋ねた。

「あ、ああ。行こうか」

　シオンはハッと我に返ると身体を囲うように魔法陣を展開し、無詠唱で飛行魔法フライを発動させた。魔法陣が消滅するとシオンの身体が淡く光り、ふわりと持ち上がる。そのままシオンはリィエルを抱きかかえた状態で地上数十メートルの位置まで舞い上がった。

「空を飛んだのは初めて。こうして外の世界の景色を眺めるのも」

　リィエルは物珍しそうに上空からの景色を見晴らしている。

「俺もこうして外の世界を見るの初めてだ」

　一帯には見渡す限り、森が広がっていた。研究所の中ではもちろん、お城で暮らしていた頃も王族であるがゆえに外出の自由は制約されていたから、シオンにとっても初めて見る大自然の景色だ。

（研究所はリィエルの魔法で消し飛んだけど、森の外まではけっこうありそうだ。違法な研究をあれだけ巨大な施設でやっていたんだから、人里のすぐ傍そばにあるとは思っていなかったけど……）

　現在地はいったいどこなのだろうか？　近くの人里に移動したら確かめる必要があるなとシオンは考える。そして──、

「そういえば、リィエルはどうやってこの研究所へやってきたんだ？」

　ふと疑問に思って、リィエルに尋ねた。

「研究所と研究所を繋つなぐ転移門で移動した」

「あの研究所はそんなものまで所持していたのか」

　目を見開くシオン。転移門は現存する数が極めて少ない希少なマジックアイテムだ。門という言葉から建造物を連想するかもしれないが、実際は二つで一つの対となる水晶のことを指す。これらを異なる場所に設置することで、任意の場所へ互いに転移できるようになるのだ。魔力さえ補充できるのであれば何度でも使うことができる。

「転移門は貴重なの？」

「ああ。稼働しているものは国か冒険者ギルドが厳重に管理しているはずなんだけどな」

　当然、国の管理が及んでいない代物だったのだろう。

　研究所が消滅した以上は魔法陣も消滅してしまっただろうし、残っていたとしても敵地のど真ん中に移動することになるから使えなかったのだろうが、神眼で解析してみたかったという好奇心には駆られた。

　が、消滅してしまったもののことを気にしていても仕方がない。

「まあいい。行こうか」

「どっちに行くの？」

「見渡す限り森だし、現在地もわからないからな。適当な方向に飛んでみるしか……。いや、待てよ」

　シオンはそこまで語ると、ふと思い立ったように神眼を発動させた。そして──、

（地面を鑑定することで地名を確認できるか？）

　そう思って、試してみる。

　鑑定したい事柄が曖昧だったり、鑑定対象と鑑定したい事柄との関係性が希薄だったりすると能力が発動しないのだが、実際の可不可は試してみなければわからない。

　結果は……。

（……駄目か。じゃあ、視界に映っている方角に人がいるのかは……、これも駄目か。鑑定事項が曖昧すぎるのか？　なら、鑑定事項を視界内の最短位置にある人里とかに設定すれば……、これも駄目か。それとも鑑定対象との距離が開きすぎているからか？）

　まだ能力を獲得して間もないので、あれこれ試行錯誤するシオン。すると──、

「何を調べているの？」

　神眼を発動させて虚空を見据えるシオンを見て、リィエルが尋ねてきた。

「この眼めで現在地とか人里の位置を調べられないか試していたんだ。駄目だった。こうなったら運任せだ。あっちへ行ってみよう」

「うん」

　シオンは適当な方角を指さし、出発することにしたのだった。





　　　　◇　◇　◇






　シオンがリィエルを抱きかかえて研究所の跡地を飛び立ってからしばらくが経たった。飛べども飛べども森が広がっていたが──、

「森の外が見えてきたよ」

　リィエルが不意に口を開き、前方を指さした。

「ああ。いくつか都市や村も見えるな」

　それらしき建造物が遠目に見えたり、煙が立ち上っていたりする様子が見える。

「どこかに入って住民に場所を訊きく？」

「そのつもりだけど、もう少し森から離れよう。組織……ダアトが研究所の消滅に気づいた時に森の傍そばだと捜索が入るかもしれない。この格好で森の付近をうろついていたら俺達たちの生存に勘付かれる恐れがある」

　今のシオンとリィエルはダアトの研究所で用意された戦闘服を着ている。男性用と女性用という違いはあるが二つともデザインが共通しているし、組織の職員が着ていた制服のデザインとも似通っているので、特定は容易だろう。

「わかった」

　二人は森を脱した後も、さらに飛行を継続することにした。

　それから、さらに四半刻は飛んだだろうか。日はまだ高い位置にある。リィエルが研究所に連れてこられたのは今日の朝で、シオンが闘技場に連れて行かれたのも午前中だったから、おそらく時刻は昼前後といったところだろう。

（……とりあえずこれだけ森から離れればいいか）

　シオンは研究所があった森から十分に距離を置いたと判断すると、人ひと気けがないことを確認した上で都市近くの街道に降り立つことにした。

　いきなり都市の中に舞い降りなかったのは、空から都市へ降りようとする者がいれば目立つだろうし、騒ぎになるかもしれないと思ったからだ。

　ともあれ、街道に降りてから歩いて数分も移動すると、都市のすぐ手前までたどり着いて──、

「すごく大きいよ、シオン」

　リィエルが城壁に囲まれた都市を眺めながら、ぽつりと呟つぶやいた。

「王都よりは小さいはずなんだけどな。近づいてみるとけっこう迫力がある」

　王子だった頃は飛空車と呼ばれる馬車（一種のマジックアイテム）をペガサスやグリフォンなどに牽けん引いんさせて空を飛び、外の世界を移動したことはあるが、こうして外から歩いて都市へ近づくのはシオンにとっても生まれて初めての経験だ。

「あそこに人が集まって暮らしているの？」

「ああ」

「あんなに広い土地に人で集まって何をしているの？　何かの研究？」

　リィエルが疑問を口にする。

　研究所育ちの彼女らしい発想だった。

「研究というか、全員で一緒に何かをしているというわけじゃない。人数が多い方が分業もできて産業の効率も上がるんだ。食料を作ったり、身を守る武器や防具を作ったり、人が住む建物を作ったり……。そうやって都市を維持、発展させることで外敵から身を守っているんだ。大半の人間はレベルが低くてランク０だからな。他の種族よりもより大きく群れないとすぐに死んでしまう」

「そうなんだ。シオンは物知り」

　リィエルはシオンに感心の眼まな差ざしを向ける。

「そうでもないよ。俺も都市を出歩くのは初めてだからわからないことだらけだ。ただ、そんな都市で暮らすにはお金というものが必要になるらしい」

「お金？」

「なんて言えばいいんだろうか。生きるために必要な……、何かが欲しい時や人に何かをしてもらう時に対価として相手に渡すものだよ。例えばご飯を食べるのがそれだ。お腹なかが減ったからって、人の食べ物を奪っていいってことにはならない。わかるか？」

　自分も世間知らずな自覚があるシオンだが、リィエルはそれ以上だ。あまり複雑な説明はしないように試みるが、なかなか難しかった。

「……うん。わかる。人から奪うのは駄目」

「なら話は早い。今の俺達たちはお金を持っていない。人から奪うのは駄目だからな。このままだとご飯も食べられなくて生きることができない。ご飯を食べるためには何をすればいいかわかるか？」

「お金を手に入れる？」

「そうだ」

　リィエルがそっと小首を傾かしげて尋ねると、シオンは満足そうに首を縦に振る。

「お金はどうすれば手に入るの？」

「仕事をすると対価としてお金を受け取れるらしい。で、冒険者になると仕事を斡あつ旋せんしてもらえるみたいなんだ。出発する前に冒険者になってみようって言ったのは、冒険者になれば俺達でもお金が稼げると思ったからなんだ。冒険者になるには冒険者ギルドに行って登録するだけでいいらしいからな」

「なるほど……」

　リィエルは物静かに、しかし感心したように唸うなる。そして──、

「じゃあ、まずは冒険者ギルドに行く？」

　と、シオンに尋ねた。

「いや、冒険者になってもすぐにお金を稼ぐのは難しいかもしれないから、これを売ってお金に換えようと思う」

　シオンはそう言うと、自分が着用している研究所の戦闘服にはめ込まれた半透明な石を指さした。

「魔法石……。売る？」

　魔法石とは魔法を封じておくことができる宝玉型のアイテムで、マジックアイテムを製作する際に用いる結晶のことだ。

　魔石と呼ばれる魔物のドロップアイテムを加工することで製造が可能で、魔法石自体が一種のマジックアイテムでもあり、一度魔法を封じておけば、魔力を補充することで石が破損しない限りは半永久的に使い続けることができる。

「売るっていうのは価値のある物を譲って、お金に換えてもらうことかな。魔法石は高価な品だって聞いたことがあるんだ。研究所の服ごと売ると足がつきそうだから、石だけを取り出して売却しようと思う。まあ、どのくらいの価値があるのかは調べてみないとわからないけど……、鑑定してみようか。この魔法石を」

　そう言って、神眼を発動するシオン。すると──、




＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【アイテム名】魔法石（魔法封入済み）

【ランク】５

【説明】

　装備品の物理防御と魔法防御を高める防御系の魔法が込められている。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝




　例によって半透明の枠ウインドウが浮かび上がり、鑑定結果が出てきた。しかし、これだけではシオンが知りたい情報としてはまだ不足している。なので──、

（知りたいのは商品としての値段だ。売るとしたら相場がどれくらいなのか……。鑑定できるかな？）

　より具体的に鑑定事項を思い浮かべてみた。

　果たして──、
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【アイテム名】魔法石（魔法封入済み）

【ランク】５

【説明】

　装備品の物理防御と魔法防御を高める防御系の魔法が込められている。

【特記事項】

　商品としての相場を調べるために世界記録アカシツクレコードへアクセスする。判明。売却時の相場は１００万クレジット。
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　シオンが知りたい情報が特記事項欄に表示された。

（相場がわかった。どういう仕組みで相場を判定したのかよくわからないけど……。これは高い……のか？　高い、よな。ランク五のアイテムだし）

　金額を確認して硬直するシオン。

　王族育ちであるがゆえ、どのくらいの値段でどういった物が販売されているのかは知らないが、数字の羅列を見てそう判断する。

　ちなみに、クレジットというのは、各国で共通の通貨単位だ。五十クレジットから百五十クレジットもあれば平民一人分の外食代にはなる。

　今着ている服は研究所の所有物なので売ることに躊ちゆう躇ちよはないし、高く売れるのはありがたいが、高すぎるのは問題な気もした。

　また、アイテムにも人間と同じように１から10までのランクが存在する。製作系のレアスキルの持ち主でない限りはランク五が一般に人が作り出せるアイテムの最高位であり、かなりの高値で売買されている。

　ランク六以上のアイテムは滅めつ多たに市場には出回らず、モノによっては国によって厳重に管理されている。

　ランク九以上のアイテムに至っては存在すら疑問視されている。

「私の服にも魔法石がはめ込まれている。これも売る？」

　リィエルが自分の着ている服を見下ろしながら、シオンに話しかけた。ちなみに、リィエルが着ている組織の戦闘服は白を基調としていて、厚手の生地で長いロングスカートのドレスである。

「俺のだけじゃ足りなかったらな。これ一つでかなりの価値があるはずだから、とりあえずは一つ売ればいい。これを売ったお金で別の服を買おう。早めに着替えておきたい」

「わかった」

　と、リィエルが頷うなずく横で、シオンは胸元の魔法石を取り外す。

　こういった魔法石は衝撃で装備から外れてしまわないように魔法で固定されているのだが、専用の魔法さえあれば外すことができる。

　シオンは固定化を解除する魔法を習得していないのだが、新たに獲得したスキルによって解析した魔法陣を書き換えることができる以上、魔法石を外すのは容易たやすい。

　胸元に固定されている魔法石を起動して魔法陣を展開させると、神眼を発動させてささっと解析を済ませてしまう。そして、指先で魔法陣をいじくり、固定魔法を解除した。

　すると、魔法石はあっさりと外れてしまう。魔法石がはめ込まれていた場所にはぽっかりと穴が空き、ただの厚手の戦闘服になってしまった。今なら魔法に対する抵抗はないし、刃やいばなども簡単に突き通してしまうだろうが──、

「よし」

　シオンは気にせずに魔法石をポケットにしまう。大きさはほんの直径数センチだから、大量に持ち歩かなければかさばることもない。すると──、

「私のも取って」

　リィエルが胸元にはめ込まれた自分の魔法石を見て、シオンに頼んだ。どうやら外す魔法を習得していないらしく、自分では外せないらしい。しかし、魔法石は服の胸元にはめ込まれているのだ。そう、胸元に……。

「…………」

　シオンはリィエルの胸元にある魔法石を見て硬直し、押し黙ってしまった。

「どうしたの？」

　リィエルは不思議そうに尋ねる。

「いや……、いいのか？」

　シオンはリィエルをまじまじと見て訊きき返す。

「何が？」

「だから、その、取っても……」

「うん。取らないといけないんでしょう？」

「そうだけど、ここじゃなくてもいいんじゃ……」

「どうして？」

「いや、だからそれは……」

　触るつもりはないが、胸に手を伸ばすんだぞ。いいのか？　とは言えないシオン。そうして手を伸ばすのを躊ちゆう躇ちよしていると──、

「はい。取って」

　リィエルがほんの数十センチ先まで、シオンとの距離を詰めてきた。そのままシオンの手を掴つかんで、自分の胸元に引き寄せる。

「……は、恥ずかしくないのか？」

　上ずった声で尋ねるシオン。

「恥ずかしいって？」

　リィエルはきょとんと首を傾かしげた。

「いや、男に胸元に手を伸ばされて」

　年頃の少女なら恥ずかしいはずなのだが……。

「男の人に胸元に手を伸ばされたことがないからわからない。何か意味があることなの？」

　リィエルは無む垢くな面持ちで疑問符を浮かべる。

「……好きでもない男に胸を触らせたらいけないんだ。一番好きな男にだけそういうことをさせてもいいと思ってくれ」

　シオンは額を押さえ、疲れたように言った。

「好きって、どういうこと？」

　リィエルが尋ねる。

「……その人のことが誰よりも特別で、その人とずっと一緒にいたい。その人のために何かしてあげたい。そういう感情だよ、たぶん」

　と、思案して語るシオン。

「わかった。じゃあシオン以外には触らせない」

　リィエルはこくりと頷うなずき、なんの臆面もなく言った。

「っ……」

　シオンは息を呑のみ、たまらず顔を赤くする。

「どうしたの？」

　リィエルは不思議そうにシオンを見つめた。

「ど、どうもしないよ。さっさと外そうか」

　シオンは深呼吸をして心を落ち着けると、神眼を発動させた。そして、リィエルの胸元をじっと凝視する。

　決して巨乳とは言えないが、平へい坦たんというわけでもない柔らかな膨らみがそこにあった。シオンは思わずゴクリと唾を呑む。

（っ……、よ、余計なことは鑑定するな、俺）

　シオンは恐る恐る魔法石に手を伸ばし、内包された魔法陣を展開させた。自分が取った魔法石と特段違った点がないことを確認すると、さっさと取り外そうとする。

　すると、何を思ったのか──、

「え？」

　リィエルがシオンの手を掴つかんで、自らの胸元に引き寄せた。

　ふにゃりとした感触がシオンの手に伝わってくる。

「な、何をしているんだ!?」

　シオンは慌てて手を離し、泡を食って尋ねた。

「好きな人には触らせるんじゃないの？」

　見た目と中身の年齢がまったく釣り合っていないようなあどけない顔で、リィエルが確認する。

「違う！　いや、違わないんだけど！　だからといって時も場所も選ばず触らせるもんじゃない！　もっと、こう、人ひと気けのないところでだな！」

「周りに人気はないよ？」

「確かに！　けど、お互いが好き合っていて、合意のある状態でしないと駄目なんだ」

「……シオンは私が嫌い？」

　リィエルが少し不安そうな顔になる。

「嫌いじゃない。好きだけど……」

　シオンはすっかりリィエルのおっとりとしたペースに呑のみ込まれてしまった。

「私もシオンが好き。シオンとずっと一緒にいたいから」

「あ、ありがとう。俺も君とは一緒にいたい。けど、好きにも色々とあるんだ。その意味がわかるまでは、安易にこういったことをしちゃいけない。そのことも理解してくれ」

　シオンはすっかり疲れた顔で語りかける。リィエルはそもそも胸を触らせるという行為の意味がわかっていないのだ。そんな彼女に上う手まく説明できる気がしなかったが、それでも説明をしなければならないと思って解説した。

「よくわからない……。けど、わかった。教えてくれてありがとう、シオン」

　いまいち釈然としない様子のリィエルだったが、柔らかく微笑ほほえんで礼を言う。あまり表情に感情を出さないが、リィエルにもちゃんと感情はあるのだ。不器用ではあるが、それを表現しようと試みている。それはとても人間らしい行いだと、シオンは思った。

「礼を言うことじゃない」

「ううん。私は知らないことだらけだから。これからもたくさんのことを教えて」

　と、リィエルはシオンに頼む。

「……わかった。とりあえずリィエルの魔法石はまだ服にはめ込んでおこう。着替えの服を買う時に外すから」

　シオンは溜ため息いき交じりに応じた。

「どうして外さないの？」

　リィエルが不思議そうに尋ねる。

「胸元を晒さらしたまま街中を歩くもんじゃないからだよ」

「シオンの服も胸元が開いているよ？」

「俺は男だからいいんだ。このくらいなら」

「女の人は駄目なの？」

「まあそういうファッションもあるのかもしれないが……、俺はリィエルにそういう格好をしてほしくない。だから、ここで外すのはやっぱりなしだ」

　と、シオンは少し熱を込めて主張する。

「わかった」

　素直に頷うなずくリィエルだった。
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　シオンとリィエルはいよいよ都市の門へとたどり着いた。

「すぐ傍そばで見るとけっこうな高さがあるな」

「うん」

　シオンが門と城壁を見上げて目をみはり、その隣でリィエルが頷いている。高さが七、八メートルはありそうな石造りの防壁が、都市を取り囲むように展開しているのだ。防壁の上には見張りの兵も一定の間隔で配置されている。

　門の大きさはさらに大きく十メートルくらいある。

　おそらく内部に階段があって、城壁へと通じているのだろう。二階の部分は立て籠もり用の小窓がついた見張り台になっているようだ。

「じゃあ、入ってみようか」

　そう言って、門へと向かうシオン。リィエルもその隣を歩く。門の前には数名の衛兵がいた。シオン達たちが近づいていくと──、

「……待て。いや、お待ちを」

　衛兵の一人、二十代半ばくらいの青年が呼び止めてきた。最初は命令するように、しかし、すぐに丁寧な口調に改めてきた。シオンは魔法石を外してしまったが、二人が着ている服は質が良い。育ちの良い人間と察したのだろう。

「はい」

　シオンが応じる。

「この都市に暮らしている方ですか？」

「いえ」

「では、どちらから？」

「……王都から来ました」

　と、一瞬だけ考えてから答えるシオン。王都までどれくらい距離があるのかを衛兵の反応から探れるかもしれないと思ったのだ。

「なるほど。ですが、いったいどうやって？　ここから王都までは歩いて三日はかかりますよ？　それに、王都から来たのなら反対側の門からやってくるはずですが……」

　職務熱心な衛兵なのか、相手の身分が高そうだと思っても不審な点をしっかりと探ってくる。ただ、シオンの側も得られた情報はあった。

　この都市がターコイズ王国に存在しているのかどうかはまだ不明だが、徒歩で三日圏内にこの国の王都があるということだ。

　ということは、飛行魔法フライで移動すれば半日とかからずたどり着くだろう。

「飛行魔法で飛んできたんです。街道沿いに飛んではきたんですが、恥ずかしながらあまり外出しないので、周りの地形をしっかり確認して、ここが目的の都市だと確認してから地上へ降りてきました。都市の中に直接降りるわけにはいかないでしょう？」

　まったくの出任せを言うと怪しまれると思ったので、シオンは適度に事実を織り交ぜて正直に話す。すると、相対する衛兵は納得したような顔になった。

「飛行魔法を使えるほどの魔道士の方は滅めつ多たにいらっしゃらないので実例は少ないんですが、やってしまう方はおられますね。位の高い方の場合はあまり強く申せないのですが、都市に入るには門から、というのが決まりですからね」

「でしょうね」

　シオンは話を合わせ、苦笑交じりに相あい槌づちを打つ。

「それにしてもまだお若いのに、飛行魔法が使えるのですか。すごい」

　衛兵は尊敬の眼まな差ざしを向けてくる。

「ええ、まあ」

「一応、訪問の目的を伺っても……。ああ、お忍びでデートですか？」

「デート……。まあ、そんなところです」

　シオンのすぐ傍そばに立つリィエルを見て、勝手に勘違いをする衛兵。ちょうど良かったので勘違いを利用させてもらったシオンだが、デートという言葉が恥ずかしくて照れが出てしまう。しかし、そんな反応が却かえって説得力を持たせたようだ。

「ずいぶんと可愛かわいい彼女さんですね……。羨ましい」

　衛兵はしみじみと呟つぶやく。同僚の衛兵達たちもうんうんと頷うなずいている。

「デートの資金調達に魔法石を売りたいんですが、心当たりはありませんか？」

　すっかりお忍びデートをしに来ていると勘違いされているので、シオンはその空気を利用して質問した。

「うーん、私は魔法がからきしなので利用したことはないんですが、西の区画にある商店街にそういった店があったと思いますよ。南の区画は少し治安が悪いので行かないことをオススメします」

「ご親切に、ありがとうございます。それで、できればもう一つお聞きしたいことがあるんですが……」

　と、付け加えるシオン。

　せっかくなので冒険者ギルドの位置も訊きいておこうと思ったのだ。

「はい、何でしょう？」

　衛兵は愛想良く笑って応じた。

「冒険者ギルドがあるなら位置を教えてもらえませんか？」

　シオンが問いかける。と──、

「冒険者ギルド……ですか」

　衛兵の笑顔が硬直した。

「…………どうかしましたか？」

　シオンは衛兵の雰囲気が変わったことに気づき、何かまずいことでも訊いてしまったのかと恐る恐る尋ねる。

「……ご存じないのですか？　国は半年前に冒険者ギルドとの協定を破棄しました。王命により国内での冒険者の活動も禁止されていますし、ギルドもとっくに撤収しましたよ」

　衛兵はシオンの反応を探るように説明した。

「…………恥ずかしながら、初耳です。魔法の研究ばかりにかまけていたもので、世俗の出来事に関心が薄く……」

　驚きよう愕がくを隠せないシオン。知っていると答えても嘘うそであることは明らかだと判断し、咄とつ嗟さにつじつまを合わせた。

「かなり大きな出来事として世間を騒がせたんですけどね。我が国以外でも冒険者ギルドとの協定は破棄する流れになっていますし」

　衛兵はやや呆あきれ気味に苦笑して語る。

「……いったいなぜそんなことに？」

　シオンは思いきって尋ねてみた。

「本当に何もご存じないんですね……」

　衛兵の呆あきれはいっそう強まる。

「恥ずかしながら」

　シオンはバツが悪そうに頷うなずく。

「数百年ぶりに聖典の記載が追加されたんです」

「え……？」

　衛兵が端的に告げると、シオンが目を丸くした。

　聖典とはこの世界の人類が崇あがめる天使達グリゴリが直接に記した教典のことだ。天使達はかつて人類に聖典の写本をいくつも配布したという。そして、天使達の手元には聖典の原本があり、すべての写本は原本とリンクしていて、天使達が原本に書き記すことはそのまま写本にも反映されるとされている。

　すなわち、天使達のお告げを人類へ伝えるためのツールなのだ。聖典の写本に記述が追加されることは天使からのお告げに他ならず、裏を返せば──、

（天使が……、本物の天使が実在するってことだよな？）

　そう、原本に新たな記述を書き込んだ天使が存在するということだ。

　シオンのすぐ傍そばには亜天使デミ・エンジエルであるリィエルがいるわけだが、長らく実在するのか定かでなかった天使が実在するとわかったのだから、シオンが驚くのも無理はない。そして、世間が大騒ぎになったであろうことも容易に想像ができた。

「……聖典に冒険者ギルドに関する何かが記されたんですか？」

　シオンが推察して追加の質問を投げる。

「ええ。冒険者ギルドの設立にまつわる闇や悪事がそれはもう色々と。それで冒険者ギルドという組織への不信も強まりまして、国から冒険者ギルドを排除しようという流れが出来上がり、現状に至ります」

「なるほど……」

「余計なお世話かもしれませんが、興味本位でも冒険者ギルドの名前を口に出して人にあれこれ尋ねない方がよろしいですよ」

　衛兵はシオンに顔を近づけ、小声で語りかけた。

「……どうしてですか？」

　シオンは身構えて訊きき返す。

「おそらくは貴方あなたが想像している以上に、冒険者ギルドへ強い負のイメージを抱いている人達たちもいるからです。各国から支部を撤去された冒険者ギルドの本部が腹いせに報復に出るんじゃないかって噂うわさにもなっていますし、冒険者ギルドへの不満を募らせていた元冒険者達が冒険者ギルドの元職員達を襲う事件もこの都市で何件か起きています」

　衛兵が囁ささやいてシオンに説明する。

「物騒ですね……」

　と、シオンの口からそれ以上の言葉は出てこなかった。いったいどんな悪さが明るみに出たんだろうかと、そんなことを考えながら……。

「まあ、冒険者ギルドの関係者だと疑われるようなことをしなければ大丈夫ですよ」

「わかりました。すみません、世間知らずで変なことを色々と訊きいてしまって」

　シオンはきまりが悪そうに謝る。子供の頃から冒険者に憧れていて、軽い気持ちで冒険者ギルドの位置を訊いただけなのに、なんとも妙な話になってしまった。ともあれ──、

「いえ、都市の治安を守るのが私の仕事ですからね。ご協力感謝します。どうぞお通りください」

　そうやって衛兵に見送られ、シオンとリィエルはいよいよ都市へ入っていく。

　一方で──、

「……しかし、どこかで見たことある気がするなあ、あの少年」

　衛兵はシオンの背中をじっと見つめて、不思議そうに首を傾かしげていた。
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　シオンは気を取り直し、リィエルと並んで東門から西門へと続く大通りを進んでいた。都市の中央部は貴族街やら役所やらが密集しているらしく、城壁の内側に第二の城壁が築き上げられていたので、そこを迂う回かいして西の区画にある商店街へと向かう。

「人がたくさん」

「本当だな」

　まだ明るいので都市の中は賑にぎわっており、人通りも多い。シオンもリィエルも都市の中を歩くのは初めてなので、物珍しそうに周囲を見回していた。そうやって人通りの多い道を歩いている内に、商店街らしき場所にたどり着く。

「アイテムを取り扱っていそうな店は……と」

　シオンは歩きながら、店の看板をきょろきょろと見回す。

「あのお店がそれっぽい」

　リィエルは通り沿いに立ち並ぶ一軒の店を指さした。入り口の傍そばには何か道具のような絵と魔法陣のマークが描かれた看板が出ていて、マジックアイテム工房という文字も書かれている。

「確かに。入ってみようか」

　とりあえず入ってみることにしたシオン。店の扉を開けると、来客を知らせるためにつけられたベルがチリンと鳴り響く。

　基本的にアイテムは値が張る物が多い。店の中は整理整頓されていて、小こ綺ぎ麗れいな店内の至るところに様々なアイテムが陳列されていた。

「いらっしゃいませ。何のご用でしょうか？」

　店員と思おぼしき身なりの良い老紳士が近づいてくる。

「こちらの店は魔法石の買取は行っていますか？」

「はい。何をお売りいただけるのでしょう？」

「魔法石です」

「お見せいただいても？」

「ええ」

　シオンは魔法石を一つ取りだし、老紳士に手渡す。老紳士はモノクルをつけると、受け取った魔法石をまじまじと見つめ始めた。

　すると、モノクルのレンズに魔法陣が浮かびだす。

（あのモノクルも何かのアイテムか。鑑定のような魔法が込められているのか？）

　シオンはそう思って、老紳士が魔法石に意識を奪われている間に神眼を発動させた。




＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【アイテム名】片眼鏡の鑑定士モノクル・アプレイザー

【ランク】５

【説明】

　アイテムに内包された魔法の効果と等級を鑑定できる。ただし、ランク６以上の品は鑑定できない。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝




（なるほど。鑑定魔法が込められているのか）

　シオンは鑑定結果を確認すると、すぐに神眼を消してしまう。

「…………これは、高級武具によく使われる品ですな。防具の物理防御と魔法防御を底上げする魔法が込められている。しかもランクは五」

　老紳士はシオンが事前に神眼で鑑定していた内容と同じ鑑定をする。

「買い取っていただけますか？」

「九十九万クレジットでいかがでしょう？」

「ええ。構いません」

　神眼で鑑定した買取相場に近い値段を提示してきたので、シオンは渋らずに頷うなずく。

「即決ですな」

　老紳士はふふっと微笑ほほえむ。

「相場に近い値段なら売るつもりで来たので」

「なるほど。ちなみに、どれくらいが妥当だと思っていたのか伺っても？」

「百万クレジット前後、といったところでしょうか」

「市場価格にお詳しいようだ。ご存じかもしれませんが百万クレジット以上の物品売買には国法で定められた手続が必要となります。買主と売主の双方にとって面倒な手続になるものでして、買取額を九十九万クレジットとさせていただきました。売主の身元確認が要求されたり、売主の側にも税金がかかってしまいますからね。面倒だと嫌がる方も多いのですよ」

　なので、百万クレジットをほんの少し超えてしまう場合は、百万未満の買取額にしてくれと客から店に頼むケースも珍しくはない。まあ、シオンは知らなかったのだが。

（あ、危なかった……）

　内心でホッとするシオン。

　しかし、不審に思われたくはなかったので──、

「確かに」

　と、ぎこちなく首を振って同意する。

「ちなみに、これは貴方あなたが作ったのですか？」

　老紳士が尋ねてきた。

「……どうしてそうお思いに？」

「年齢はお若いようですが、服装からして魔道士とお見受けしましたので」

「あいにくとマジックアイテムの製作に必要な付与魔法は習得していないものでして。魔道士としてはまだまだ駆け出しの身で、資金調達のためになけなしの財産を売りに足を運びました」

　シオンは適当に理由をでっち上げた。あははと笑みを取り繕って機転を利かせているが、内心では冷や冷やである。

　ああ、心臓に悪い。そう思っていると──、

「然さ様ようでしたか。失礼いたしました。マジックアイテムの製作が可能な魔道士はあまりいらっしゃらないので。製作が可能ならぜひ依頼をと思ったのですが……、詮の無い話ですな。買取金をご用意しましょう。しばしお待ちを」

　老紳士はそう言って、代金を取りにカウンターへと向かう。

「お願いします」

　シオンは胸をなで下ろして老紳士の背中に頭を下げる。老紳士は金庫から紙幣の束を取り出すと、トレイに載せてそれをカウンターの上に置いた。

「お待たせしました。数え間違いがないか、私と一緒にどうぞご確認ください」

　老紳士はそう前置きした上で、「一、二、三……」と一枚ずつ数えながら紙幣をトレイに積み重ねていく。十枚で一つの束を作ると、それを九個作り、最後の一束だけは九枚にまとめた上で、最後にシオンの顔を見た。

「確かに、九十九万クレジットですね」

　シオンがしっかりと頷うなずくと、老紳士は紙幣の載ったトレイをスッとシオンに差し出す。シオンは十個の札束を一つにまとめると、それを懐のポケットへとしまう。

　それから──、

「ご成約、ありがとうございました。またのご来店をお待ちしております」

「ええ。ではこれで」

　シオンとリィエルは老紳士に見送られ、マジックアイテムの工房を後にした。九十九万クレジットという大金を手にして、懐は大変暖まったのだが──、

「はあ、疲れた……。慣れないことはするもんじゃないな」

　シオンは道ばたに移動して立ち止まると、大きく息をついて心労を吐き出した。

「お疲れ様、シオン」

　リィエルがシオンの頭を優しく撫なでる。頑張った相手には頭を撫でてあげるくらいの知識はあるということだろうか。なんだか妙にこそばゆい。

　けど、嫌な感じはしなくて──、

「あはは、ありがとう。少し元気が出たよ」

　シオンは照れくさそうに礼を言う。

「うん」

　リィエルは優しい声で頷いた。

「さて、資金は調達できたから、次は旅の準備だな。服を買い換えて、武具を購入して……、あまり長居をするつもりはないけど、今日中に出発するのは流石さすがに無理か」

　今日はこの都市で泊まりになりそうだと、シオンは指を折ってやるべきことを数えながら思う。となると──、

「服も買っておきたいところだけど、どの店がいいのかすらわからないし、先にご飯でも食べようか。服屋は店の人に訊きけばいいだろう」

　まずは腹ごしらえだ。研究所で朝食をとってから何も食べていなかったので、実はかなりお腹なかが減っていたシオン。お金も手に入れたので、服を買うよりも先に食事を済ませることにした。

「リィエルは何か食べたいものはある？」

「食べたいもの？」

「というより、天使はご飯を食べるのか？」

「食べる」

　リィエルはしっかりと頷く。

「俺がいた研究所じゃ代わり映えのしない食事しか出てこなかったけど、リィエルは普段何を食べていたんだ？」

「出されたものを食べていた」

「ははは。だよな。じゃあ美お味いしいと思って食べていたものとかは？」

「わからない」

「……なるほど」

　食事はただの栄養摂取で、食べたいものを食べるという発想がないのかもしれない。

「都市には食事を出してくれる店とか道ばたで食事を売っている店とかもあるらしい。良い匂いがする店に入ってみようか。美味しい物を食べよう」

　せっかくだから、リィエルに食べる喜びも知ってもらいたい。

　シオンはそう思った。

　とはいえ、シオンも都市の店に入ってご飯を食べたことなどないので、どういった店が当たりの確率が高いのかなど知る由もない。

　幸い商店街の区画は飲食店が多いのか、歩いているだけでそれらしきお店が色々と目に入ってくる。

　食欲をそそられる匂いがするかどうかで判断すればいいだろう。

「うん。任せて。天使は人間よりも五感が優れている」

　リィエルはそう言って、すんすんと鼻を動かした。

「ふふ。じゃあ、気になる匂いがあったら教えてくれ。そこに入ろう」

　シオンはおかしそうに笑って言う。すると──、

「あの店からする匂いが気になる」

　リィエルは見事に匂いを嗅ぎ分けたのか、進行方向にある飲食店を指さした。

「なら、入ってみよう」

「うん」

　そうして、二人はすぐに店の前までたどり着き、入店してみる。既にピークは過ぎていたようで空いている席も目立つが、どうやら女性客に人気のあるお店らしい。

　店内の随所で食事を終えた女性客が談笑している姿があった。内観は小こ綺ぎ麗れいで洒落しやれている。

「いらっしゃいませ！」

　シオン達たちが出入り口に立っていると、看板娘と思われる若い女性店員に元気よく声をかけられた。

「二人なんですが」

　シオンが物珍しそうに店内を見回しながら言う。

「……はい、どうぞこちらへ」

　女性店員は好奇心を孕はらんだ眼まな差ざしを向けつつ、二人を案内する。そうして二人でテーブル席に着くと、メニューが書かれた蝋ろう板ばん本ぼんを手渡された。

　じっとメニューを見つめてみたが、どれがいいのかわからない。なので──、

「俺もこの子もこういうお店に入るのは初めてなので、オススメで二人分の食事を貰もらえますか？　お腹なかが減っているので、量は多めに。飲み物は俺は冷たいお茶で、この子にはオレンジジュースを」

　と、シオンは注文した。

「はい。お任せください」

　女性店員はこくこくと頷うなずいて戻っていく。そして──、

「お待たせしました」

　すぐにドリンクを持って戻ってくる。

「飲もう」

「うん」

　まずはシオンが飲み物に口をつける。水分補給もずっとしていなかったので、どうやらかなり喉が渇いていたようだ。

　一度飲み始めたら止まらなくて、ごくごくと飲み干してしまう。

「生き返るな」

　シオンははあっと息をついた。リィエルもオレンジジュースが美お味いしかったのか一口飲むと目を見開き、上品な持ち方で一気に飲み干してしまう。そして──、

「……シオン」

　周りの席では聴きとりにくい程度の声量で、目の前に座るシオンの名を呼んだ。

「ん？」

「これ、何？」

　リィエルは空になったコップを持ったままシオンに尋ねた。

「オレンジジュース。もう一杯、飲むか？」

　どうやらお気に召したらしい。シオンはそう思って水を向ける。

「うん」

　というリィエルの返事にシオンは口くち許もとをほころばせ「ちょっといいですか」と女性店員を呼んだ。

　すぐに駆けつけてきたので、「おかわりをください」と伝える。

　それから、二杯目もそう間を置かず飲み干してしまったが、甘い物は一度に飲みすぎたらいけないと伝えて、三杯目は二人ともお茶を頼む。

　すると、料理もやってきて、いよいよ食事の時間と相成った。運ばれてきたのはランチのセットらしく、おかわり自由のパン、メインのハンバーグに、スープとサラダ、デザートの果物までついている。

　これでお値段は一人百五十クレジットとのことだった。

「…………美う味まいな」

　シオンはナイフとフォークで上品にハンバーグを切り分け、口に運んだ。口の中に暴力的なほどの旨うま味みが広がっていき、口くち許もとが嬉うれしさで歪ゆがんでしまう。

　三年ぶりのまともな食事だった。料理とはこんなに美お味いしい物だったのかと、感嘆の息をつく。

　一方で、リィエルもナイフとフォークの使い方は知っていたのか、実に洗練された所作でハンバーグを切り分けて口に運ぶ。

　ぱくりと口に含むと──、

「…………」

　ぱちぱちと目を瞬しばたたいて硬直した。しばらくすると、再び切り分けてもう一口。

「シオン」

　リィエルはまたしてもシオンの名を呼ぶ。

「なんだ？」

「ご飯がぽかぽかで、ちゃんと味がする。これが美味しいってことなの？」

　研究所で温かいご飯など食べたことがなかったのだろう。美味しいご飯も食べたことなどなかったのだろう。
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　今この瞬間、リィエルは初めて美お味いしいということを知ったのだ。

「ああ、ご飯は味がするものなんだ。美味しいな。ハンバーグにはパンも合うぞ。サラダやスープもちゃんと食べるんだ」

　シオンはハンバーグを食べると、一口サイズにちぎったパンをハンバーグのソースにつけて食べる。

　お城でやったらあまり行儀の良い食べ方ではないとマナーの講師に顔をしかめられていたことだろうが、元は第一王子だ。

　所作は実に洗練されていて、知らぬうちに店内の女性客から注目を集めている。

「ハンバーグにはパンも合う」

　リィエルもシオンを真ま似ねてハンバーグを口に含むと、続けてソースをパンにつけて食べた。

　美味しかったのか、うんうんと頷うなずいている。その所作が可愛かわいらしくて、こちらもこちらで知らぬうちに注目を集めている。

　なんとも目立つ二人だった。

　ともあれ、食事は中断されることなく、恙つつが無なく進行していく。

「なんか妙に視線を集めていないか？」

　シオンが店内から寄せられる視線に気づいたのは、リィエルと一緒にデザートの果物を食べ終えた後のことだった。

　食事に夢中になっていたので気づかなかったことを少し反省するシオン。

「うん」

「格好が目立つのかな？」

　空腹に耐えきれず食事を優先してしまったが、先に服屋に行っておけばよかったかと思う。

「わからない」

　リィエルと二人で首を傾かしげる。

「まあ、いい。お腹なかも満たされたことだし、行こうか」

「うん」

　シオンが立ち上がり、リィエルも席を立つ。

　会計を済ませるべく、カウンターへと向かった。

「ここら辺で良い宿屋はありませんか？」

　ふと、宿は絶対にとらなくてはと思いたち、シオンが女性の店員に尋ねてみる。自分で探すよりもこの町の住人に訊きいた方が確実だと思ったのだ。すると──、

「でしたらぜひうちに！　夜と朝の二食付きですよ」

　と、営業された。

「え？　ここ宿屋だったんですか？」

　シオンが目を点にして確認する。

「一階は飲食店なんですけどね。二階と三階は宿屋になっているんです」

「へえ。食事が美お味いしかったので、部屋が空いているのならお願いしたいです」

「ありがとうございます！　空き部屋を確認するので少々お待ちを……。うん、ばっちりございます！　手配させていただきますね！」

　店員の女性はカウンターから蝋ろう板ばん本ぼんを取り出して空き部屋を確認すると、満面の笑みで部屋を押さえてくれた。

「助かります。料金は先に払いますが、買い物があるんでまた後で来てもいいですか？」

　先に宿を確保しておけば、買い物で手が塞がっても荷物を置きに来られる。

「もちろんです。じゃあ飲み物のおかわりを含めて食事代が三百五十クレジットで、部屋の代金が六百クレジットだから……、全部で九百五十クレジット頂戴してもいいですか？」

「わかりました。じゃあこれで」

　シオンは懐から一万クレジットを取り出した。

「はい。一万クレジットですね。では九千と五十クレジットのお返しです。お戻りの際はカウンターでこちらの割り符を提示してください」

　店員の女性はシオンに九千クレジット分の紙幣と五十クレジット硬貨を手渡し、それとは別に割り符を渡した。

　割り符とは一枚の板に特徴的な目印を書いた状態で二つに割って二枚一組とした板で、割った板同士をくっつけることで事実確認を行う証拠手段だ。

　よって、片方は客であるシオンが受け取り、もう片方は店側が保管することになる。

「ではどうぞ、行ってらっしゃいませ」

　シオンは割り符の片割れを受け取ると、店員さんに見送られて店を後にしたのだった。





　　　　◇　◇　◇






　食事を済ませたシオンとリィエルは防具も取り扱う服屋を訪れた。冒険者や旅人がメインの客層だと聞いて入店したのだ。

　まずはシオンの服を選ぶことになったのだが、動きやすそうな戦闘装束を二着と、フード付きの質の良い感じのローブが一つあったのでそれを買うと決める。

　ローブのデザインは王城にいた頃に着慣れていた魔道士のローブと似ていて、丈は膝上程度とやや短めに作られている。

　魔法的な効果は何も付与されていないただの丈夫な服だが、継続的な収入がない現状で魔法が付与された装備を買う余裕はない。

　問題はリィエルの服だ。女性用の服のことはよくわからないので、女の子の店員に見繕ってもらうことにした。

　リィエルが可愛かわいいからか、店員の女の子も選ぶのに熱が入ったらしい。あれこれ着せられ、「これはどうですか？」と訊きかれていた。

「わからないからノアが選んで」

　すぐ傍そばに店員がいるからか、ちゃんと偽名でシオンの名を呼んで頼むリィエル。シオンは事前に聞いていたリィエルの戦闘スタイルも踏まえて、いくつか候補をピックアップしてもらい、その中から予備を含めて二着選ぶことにした。そして、その上から羽織る丈が長めのローブも購入すると決める。

「これから旅に出るんですけど、何かオススメのアイテムはありますか？　そういった知識に疎いものでして」

　服を買い終えると、店員に尋ねてみた。本当なら魔法石を売ったマジックアイテム工房で尋ねたかったところだったが、あの店では老紳士に駆け出しの魔道士という設定で話をしていたので、これから旅立つという前提で話を聞くことはしづらかった。

「んー、旅人や行商人の方々が一番苦労するのって荷運びなんですよね。なので多少は無理してでもアイテムボックスを購入したがる方は多いみたいです。うちでは置いていないんですが、マジックアイテム工房に行けば取扱いがあると思いますよ」

「アイテムボックス？」

「私も実物は見たことがないんですけどね。ポーチやバックパックの形をしていることが多いそうですよ。中の空間を拡張することで見た目以上に大量の荷物を収納して運べるようになるんだとか。しかも重量はほとんど感じないみたいですよ」

「それは便利そうですね」

　第一王子として城に暮らしていた頃には縁がなかったからだろう。シオンも聞いたことがないアイテムだった。

「ですがお値段も高いので。一番性能が低いランク三の品でも四十万クレジットはするんじゃないでしょうか。ランク五の品だと百数十万クレジットになるとか」

「……ランク三の品でもちょっと購入を躊躇ためらう額ですね」

　ただ、欲しいことは欲しい。

（神眼で鑑定すれば俺でも作れるかもしれない。ランク五の魔法石なら一つあるしな。後でもう一度マジックアイテム工房に行ってランク三の品を買ってみるか？）

　と、シオンは考える。やってみる価値はありそうだった。すると──、

「それにしてもお兄さん、格好良いですねえ。可愛い彼女さんまで連れていて。旅の準備をして愛の逃避行ですか？」

　女の子が好奇心を滲にじませて訊きいてきた。

「まさか」

　シオンはフッと笑い、肩をすくめて応じる。のだが──、

「第一王子様と同じ名前ですし、まさかご本人だったりして、なんて」

「……え？」

　女の子が軽い調子で口にした冗談を聞くと、シオンが驚いたように反応した。

「え？」

　女の子も少し目を丸くする。

「あ、いや。第一王子って、この国の？」

「はい。ここターコイズ王国の」

「……名前を知らなかったもので、ちょっと驚きました。同じ名前なんですね。へえ」

　咄とつ嗟さに機転を利かせて誤ご魔ま化かそうとしたシオンだが、動揺が滲んでいる。

「えー、お兄さんもしかしてお上りさんですか？　未来の賢王シオン・ターコイズ王子殿下を知らないなんて」

「そんなことはないけど、ここ最近の時事にあまり触れていなかったから」

　愛想笑いを浮かべて誤魔化すシオンだが──、

（未来の賢王シオン・ターコイズ？　どこのシオンさんだよ、そいつは？　え？　俺はここにいるぞ？）

　内心では激しく困惑し、疑問符を浮かべていた。

　一瞬、女の子が別人のことを喋しやべっているのかと思ったが、話題に挙げている人物の名前がシオン・ターコイズである以上それはないと断言できる。シオンが知る限りで同姓同名の他国の王子など存在しないのだから。

（この子の口ぶりだと存命なんだよな。そのシオン・ターコイズは。いったいどういうことだ？）

　もともと王都には立ち寄るつもりだったが、こうなった以上は明日にでも向かう必要がありそうだ。王都で何が起きているのかを知りたくなった。

「次の祭日に婚約者のエステル王女がいらっしゃるから、王都でパレードがあるみたいですよ。王都まで歩いて三日ですし、お兄さんも見物に行ったらどうです？　明日出ればギリギリ間に合いますし、それ目当てで王都へ向かっている方も多いですよ」

「へえ、エステル王女が……。考えてみます」

　と、シオンは素っ気なく言いつつも、王都を訪れる決意を固めていた。
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　シオンは購入した服を持ち帰り用の袋に入れてもらって、店の外に出た。すると──、

「シオン・ターコイズってシオンのこと？」

　リィエルが小首を傾かしげて尋ねてきた。

「ああ。そのはず……だと思う」

「シオンはここにいるのに？」

「……それがわからないんだ。彼女が言っていた話が本当なら、俺以外の誰かがシオン・ターコイズとして生きているかもしれないみたいだけど……」

　と、そこまで言ってから、シオンはハッとして目の前に立つリィエルを見る。

　髪の色こそ違うが、モニカとまったく同じ姿をしたリィエルがこうして存在するのだ。なら、もしかしたら……。

「調べに行くの？」

　嫌な胸騒ぎで表情が強こわ張ばりかけるシオンに、リィエルが問いかけた。

「……ああ、そうだな。もともとは王都の様子だけ見て立ち去るつもりだったけど、少し本気でシオン・ターコイズについて調べてみようと思う」

　シオンは軽く息をついて脱力してから、リィエルに答える。

「わかった。じゃあ、調べよう」

「ありがとう。なら、しっかりと旅の準備を整えないとな」

　何か役立つ品がないか、色々と見て回ってもみたい。

「次は何を買う？」

「魔法石を売った店にもう一度行って、アイテムボックスを買おうと思う。けどその前に宿屋に戻って荷物を置いてから行こうか」

「うん」

　そうして、シオン達たちはいったん宿へと向かうことにした。カウンターには先ほども接客をしていた女性店員がいたので、一応割り符は提示しつつもすんなりと本人確認が済んでしまう。そして──、

「荷物を置いていきたいんですが」

「あ、でしたらこちらで部屋に運んでおきますよ」

　などというやりとりを経て再び手ぶらになってから、マジックアイテム工房へと向かう。

　店の場所は覚えていたので、迷うことなくたどり着き、入り口の扉を開けると──、

「いらっしゃいませ。……おや、貴方あなたは。何かご用でしょうか？」

　店内には魔法石の鑑定をしてくれた老紳士がいた。どうやらシオンの顔も覚えていたらしい。

「度々失礼します。アイテムボックスの購入を考えているんですが、こちらの店に置いてますか？」

　シオンは用向きを打ち明ける。

「ええ。ランクが五のものは在庫を切らしているのですが、三と四のものは取扱いがございますよ」

　服屋の店員さんが言っていた通り、取扱いはあるようだ。

「恥ずかしながらそういったアイテムがあることを今日初めて知りまして、ランク三と四でどう効果が異なるのか教えていただいても？」

「ははは、冒険者や旅人、商人、軍関係の役所などに需要がある品ですからな。研究が主であまり移動することがない魔道士の方だと、確かに意外とご存じないのかもしれません。ランク三と四の品の違いは使用されている魔法石の関係で収納できる容量に違いがあるということだけですよ」

　と、老紳士はシオンにアイテムボックスの効果を説明する。

「ちなみにそれぞれどの程度の荷物が運べるのでしょう？」

「ランク三で三十キロまでの荷物を収納できます。四だと六十キロ、五で百キロですな」

「持ち運んでいる時にはあまり重さを感じないと聞いたのですが」

「ええ。背負った時に感じる重量は内容物の一パーセント程度です」

「荷物の収納の仕方と取り出し方は？」

「それは実演して見せた方がいいでしょう。少しお待ちを」

　老紳士はカウンターの傍そばに置いてあった棚からポーチを取り出した。そして、普段彼が腰掛けているであろう椅子も運んで戻ってくる。

「こちらはランク三の品です。私がポーチを開けて持っていますので、その椅子をポーチの中に入れるつもりで近づけてください」

「入れるつもりで？」

　ポーチは目一杯開いても口の幅は二十センチ程度だ。対する椅子は横幅だけでも五十センチはある。どう見ても物理的に入らないので、シオンは少しギョッとした。

「ええ。初めてご覧になる方は皆驚かれるのですが、まあ試してみてください」

「わかりました」

　シオンは椅子の背を掴つかんで持ち上げ、老紳士が手にしたポーチの口へと近づけていく。リィエルも興味を持ったのか、近づいてポーチの中を覗のぞき込んでいる。

　すると、シオンが手にしていた椅子がポーチの口へと吸い込まれるように消えてしまった。

「これはすごい」

「……小さくなった」

　シオンが感嘆の声を漏らす。リィエルもわずかに目を見開いている。ポーチの中にはミニチュア化した椅子が底に吸い付くように置かれていた。

「固定化の魔法がかかっているので、装着した状態で激しく動いても収納している間は中身が傾くことはないのですよ。中身を取り出したい時は取り出したい物を思い浮かべて手を入れれば中の物を掴つかむことができます。核となる魔法石が壊れない限りは、中身が勝手に出てくることもありません」

「核となる魔法石が壊れた場合は……」

「中身が袋の中で巨大化します。まあ、魔法石が壊れることなど滅めつ多たにありませんが」

「ちなみに容量を超えて荷物を入れようとした場合はどうなるんでしょうか？」

「その場合は荷物が入りません」

「なるほど……」

「その他の注意点は生きた動物は入れられないということですな」

「そんなことをしようとする人がいるんですか？」

「ペットを持ち運ぼうと思って買おうとする方もいらっしゃるので」

「ああ……」

　などと、シオンはアイテムボックスに関する説明を老紳士から受ける。

（旅の荷物を持ち運ぶのに便利だし、神眼で解析してみたいし、これは買いだな）

　外からアイテムを鑑定するだけではアイテムの効果しか知ることはできない。

　魔法陣の鑑定をする場合は魔法陣を起動する必要があるが、売り物の魔法陣を勝手に起動させて片っ端から鑑定するのは倫理的にもアウトだろう。

　現状、人前で積極的に神眼を発動させるつもりもない。

「こちらのアイテムボックス、おいくらでしょう？」

「四十万クレジット……ですが、先ほど質の良い魔法石を売っていただきましたしな。三十九万クレジットに勉強させていただきましょう」

「買います」

　かなり高い買い物だが、決して無駄な買い物ではない。そう思って購入を即決したシオンだった。
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　アイテムボックスを購入したシオンとリィエルはその足で武器屋を訪れ、それぞれ護身用に片手剣とナイフを購入した。

　他にも店員に旅のアドバイスを受けて必要な道具を買いそろえた頃には、すっかり日が暮れる時間になっていたので宿へと戻ることにした。のだが──、

「……予約していた部屋は二人部屋なんですか？」

　宿に戻ったタイミングで事件が起きる。シオンはてっきり一人一部屋だと思って予約したのに、二人一部屋を用意されていたのだ。

「も、申し訳ございません。お二人が恋人かと思いまして、その……」

　頭を下げる宿の女性店員。シオンはシオンで宿を手配した経験がないため、当然一人一部屋だと思い込んでいた。

「今からでも一人一部屋に変えてもらうことは？」

　シオンが顔を青くして尋ねる。

「あいにくとすべて満室となってしまいまして……」

　と、気まずそうに頭を下げる女性店員。

「……一人一部屋にするなら、今からよその宿を探しにいくしかない、ということですね」

　シオンは現状を理解し、額を右手で押さえる。

「その、今からだとどこの宿も満室になっていると思います。別々の宿になっても構わないというのであれば、今からでも知り合いの宿に空き部屋がないか尋ねて回ってみますが……」

　この時間からでは碌ろくな宿屋も残っていないだろう。ある程度賑にぎわっている都市なら、日が暮れる頃にはどこの宿も満室になっているものだ。

　そうやってシオンと店員が話し合っている一方で、どうして二人が揉もめているのかがわからず不思議そうな顔をしているリィエルだったが──、

「ねえ、シオン」

　不意に、シオンに声をかけた。

「ん？」

「一緒の部屋だと何がいけないの？」

　と、リィエルは無む垢くな顔で質問する。

「は……？　いや、な、何がいけないって、結婚していない若い男女が同じ部屋で寝るというのがだな」

　シオンはわずかに顔を赤くし、上ずった声で答える。おそらくリィエルにはそういった知識がない。のだが、それを説明するのは気恥ずかしくて憚はばかられてしまった。

「結婚すればいいの？　じゃあ結婚する？」

　なんて、リィエルはきょとんと首を傾かしげて言ってくる。

「うっ……」

　思わず首を縦に振りたくなる衝動に駆られる。その横で──、

「あら、あらあら」

　なんて、女性店員は目を輝かせ、両手で口を押さえながら言っている。

「け、結婚はそんなに簡単にするものじゃないんだよ！　同じ部屋で寝たいから結婚しようなんて間違っている」

　シオンが顔を真っ赤にして訴えた。だが──、

（いや、別に間違っていないだろう。っていうかさっさと同じ部屋に行けや）

　と、カウンターでのシオン達たちのやりとりを聞いている一階の客全員が心の中で思う。

　夜も昼同様に洒落しやれたレストランとして利用されているらしく、多くの客が来店しているのだが、皆シオン達の初々しいやりとりに耳を傾けて酒のつまみとしていた。

「でも、私はシオンと同じ部屋がいい。宿を変えても同じ部屋がいい」

　リィエルは主張を譲らない。すると──、

「あの……。では、ベッドの間に仕切りを置くというのはどうでしょうか？」

　宿の女性店員が折衷案を提示してきた。

「そいつは妙案だ！」

「うん、それがいい！　兄ちゃん！」

　などと、聞き耳を立てていた客達もニヤニヤと囃はやしたて始める。

「なっ……」

　話を聞かれていたのかと、ここでシオンはようやく気づき、言葉を失う。一方──、

「じゃあ、二人部屋でお願いします」

　リィエルはその隙に店員に頼んでしまう。すると「よく言った、嬢ちゃん！」と、店内は一気に盛り上がる。
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「畏かしこまりました」

　店員はくすくすとおかしそうに笑ってこうべを垂れる。

「仕切りはつけてください」

　遂ついにはシオンも根負けし、二人は同じ部屋に泊まることになった。
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　それから、シオンとリィエルは客室へ案内されて、夕食を摂とることになる。一階で食べることもできるらしいのだが、からかわれるのは目に見えていたのでシオンが部屋に引きこもって食べることを選んだのだ。

「はあ、疲れた……」

　食事を終えて一息つき、低ランクの生活魔法で身体からだを綺き麗れいにすると、シオンはシングルベッドに寝転がった。

「お疲れ様」

　リィエルは後を追ってシオンの隣に自然と横たわると、良い子良い子と労ねぎらうように頭を撫なでる。

「……リィエルのベッドはそっちだぞ？」

　疲れ切っているのか、もう半ば諦めたようにシオンが言う。

「うん。寝る時はあっち」

「じゃあなんでこっちのベッドに来たんだよ……」

「シオンが疲れているみたいだから」

　だから頭を撫でるのだと、リィエルは優しく手を動かす。その手つきはまさしく天使のそれである。

　これでは気にしすぎている自分の方が馬鹿に思えてくると、シオンは感じた。シオンが良からぬ気持ちさえ抱かなければ、間違いなど起きないだろう。

「まったく……」

　シオンは脱力して笑うと、リィエルがベッドから落っこちないようにそっと横にずれてスペースを作る。

　しかし、なんとも不思議なものだ。

（モニカの姿をしたリィエルが今、俺の隣にいる。シオン・ターコイズという男が、王都にいるという）

　それはつまりどういうことなのだろうかと、シオンは目を瞑つぶり考える。

　リィエルはダアトによって作られた人造の亜天使デミ・エンジエルなのだと、本人は言っていた。

　ならば、リィエルはモニカではないのだろうか？

　モニカの偽物としてダアトに作られた少女なのだろうか？

　それともモニカとは無関係の存在なのだろうか？

　なら、王都にいる偽物のシオン・ターコイズは？

　自分を誘拐したのはダアトなのだから、偽物のシオン・ターコイズもダアトと関連しているのではないだろうか？

　などと、そんな考えが浮かんでくる。しかし──、

（……自分以外の誰かが、自分として生きている。そんなことを考えるなんて馬鹿げている。憶測どころか、荒唐無稽な妄想だ）

　と、そう思う自分もいる。けど──、

「ありえないなんて、ありえない」

　と、そう言っていた人物がダアトにいた。

　だから、荒唐無稽な話でも否定はできない。否定しきれない。そういったことが現に起きているものと仮定して、シオンは思考を巡らせる。

（もしも偽物のシオン・ターコイズにダアトが関わっているとしたら、イリナやエステル、クリフォードは俺が失踪したことを知っているのか？　それとも、知らずに偽物の俺と接している？）

　日常的に顔を合わせていた人間が、ある日突然、中身だけ別人に入れ替わっていたとしたら？

　自分は気づけるだろうか？

　わからない。自信はない。だから、確かめる必要がある。妹、かつての婚約者、そしてライバルだった男が気づいているのかどうかを。

　その上で気づいていなかったら、その時は、その時は……。
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「シオン、眠った？」

　シオンの吐息が穏やかになったことに気づくと、リィエルが頭を撫なでるのを止やめて語りかけた。が、返事はない。

「…………」

　すう、すう、とシオンは疲れた顔で眠っている。実際、疲れているのだろう。研究所でリィエルと戦って、この都市まで移動して、旅の準備をして……。

「シオン、ありがとう」

　リィエルは眠ったシオンに礼を言った。

「私を外に連れ出してくれて、私に名前をくれて、私に美お味いしいを教えてくれて」

「………………」

「いっぱいお話ししてくれて、私を必要としてくれて、ありがとう」

「………………」

「生きるって、楽しいこと。今日一日だけで生きる意味をたくさん教えてもらった。貴方あなたと一緒なら生きていたいと思えた」

「………………」

「だから、ありがとう、シオン」

「ん……」

　シオンは返事をするように、軽く身じろぎする。

「好きって気持ち。それはその人のために何かをしてあげたい感情だって、シオンは教えてくれた。なら、シオンのためにたくさんのことをしてあげたい私のこの気持ちは、好き？」

「…………」

　眠っているシオンは答えてくれない。

　けど、それでいいのだ。

　それでいいのだと、リィエルは柔らかく微笑ほほえむ。

「おやすみなさい、シオン」

　リィエルはそっと立ち上がると、部屋の灯あかりを消して眠りに就いた。
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　そして、翌朝、シオンが目を覚ますと──、

「か、勘弁してくれ……。まったく、心臓に悪い」

　キスしそうなほど目と鼻の先に、安らかに眠るリィエルの顔があって、目覚めと共に一気に頭が覚醒する。

　しかし、そうぼやくシオンの口くち許もとは柔らかくほころんでいた。二人がターコイズ王国の王都へ向かう、朝のことだった。
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　翌日、シオンとリィエルは朝の内に都市を出ると、飛行魔法フライでターコイズ王国の王都へと向かう。

　街道に沿って空を飛び、お昼前には王都にたどり着いて都市の中に入ると、ターコイズ王国の王都は実に活気立っていた。

「前の都市よりもずっと大きくて、ずっと人が多い」

　シオンとリィエルは喧けん噪そうの中で、ぽつりとたたずんでいる。通りの端に移動し、ぞろぞろと行き交う人波を眺めていた。

「国で一番大きな都市だからなあ……。二日後にエステルも来るからパレードが開かれるって話だし」

　騒げる機会があれば民衆の士気が高まるし、訪問する旅人が増えれば経済は活性化するし、国にとっては悪いことなど何もない。

　未来の王妃になる予定の王女が他国から来訪してくるというのであれば、かこつけて騒がない手はないのだろう。

　実際、今の王都はすっかりお祭りムードである。

（まあ、俺がいた頃はそんなパレードなんてやっていなかったんだけどな。この騒ぎは父上が発案されたことなのか？　それとも……）

　以前ならばエステルが遊びに来てもこんなセレモニーをすることはなかったので、どういう経緯で変化が生じたのだろうかと、勘ぐるシオン。

　まあ、勘ぐるような理由など何もないのかもしれないが、自分の偽物がいるかもしれないだけに気になった。すると──、

「シオンはここで生まれ育ったの？」

　リィエルが不意に質問してきた。

「ああ。城下町を歩いたことはないけどな」

　そう、王都はシオンにとって生まれ育った土地であるが、こうして市民に交ざって城下町を出歩くのは初めての経験である。

「これからどうするの？　お城にいる偽物のシオンのこと」

「俺の神眼を使って何者なのか見極める。そのために偽物の俺のことを視界に収める必要があるが、幸い明後日あさつてにパレードが行われるらしいからな。そこで姿を拝むことができると思う」

　城の警備は厳重だから、見つかって捕まるリスクが高い。わざわざ城の外に出てきて姿を晒さらしてくれるというのなら、その時を待てばいい。焦る必要はない。

「わかった。手伝えることがあれば手伝う」

　リィエルは進んで協力を申し出る。

「……ありがとう。パレードの騒ぎに乗じて姿を盗み見て鑑定するだけだから、明後日あさつてになるまで、とりあえずは王都観光といったところかな。せっかくの外の世界なんだし、楽しみながら観光しよう」

　リィエルにはあまり危ない橋を渡らせたくないのか、シオンは少し困ったような顔でそんなことを言う。

（何か大々的に行動を起こすとしたら、偽物のシオン・ターコイズの正体を見極めた後だけど、これは俺の問題だ）

　と、そう思ったからだ。

　もちろん観光しながら情報は収集するつもりだが、リィエルにはせっかくの外の世界を楽しんでもらいたい。そんな気持ちが強かった。

　だから、最初から巻き込むつもりで行動するのには気が引けてしまっている。

「わかった。でも、必要なことがあったら何でも言って」

　リィエルはシオンの考えていることなどお見通しなのか、自分の意思をしっかりと伝える。

「……ありがとう。行こうか」

　何かまた美お味いしいものでも食べよう。

　シオンはそう言って、王都の観光を開始した。

　すると、シオンの視線がとある露店に向けられる。

「……リィエル、ちょっとあの店を見てもいいか？」

「うん、見よう」

　シオンとリィエルは二人で露店へ向かう。

　そこには様々な仮面が並べられていて──、

（仮面。そうか、これを被かぶれば発動した神眼を隠せる。今後エステルと接触することになった時にも役に立つかも……）

　と、シオンは考えた。

　パレードでは遠目からエステルと偽物のシオン・ターコイズを鑑定するだけだが、得られる情報によってはエステルとの接触を試みるかもしれない。

　ただ、いざエステルと対面するとして、いきなり正体を明かすのはまずい。エステルはシオン・ターコイズが偽物と入れ替わってしまったことに気づいていないかもしれない。そうだとしたら無闇に正体を明かせば、その時点でエステルまで巻き込んでダアトに狙われる恐れがあるからだ。

　そこで、この仮面は顔を隠すのにうってつけだった。

「シオン、これ何？」

　リィエルが仮面を見て不思議そうに首を傾かしげる。

「仮面だよ。演劇やお祭りなんかで仮装する時につけるんだ」

「……仮面を買うの？」

「買う。リィエルも好きなのを選ぶといい」

「私のも買うの？」

「ああ。念のために、な」

　微妙に含みを持たせて頷うなずくシオン。

（リスクのあることにリィエルを巻き込む気はないが……）

　万が一ということもある。

　モニカの実の妹であるエステルが、もしも髪の色以外モニカと全く同じ姿をしたリィエルと顔を合わせたとしたら……？

　ややこしい事態になりかねないので、備えはしておくべきだろう。

「俺は……これにしようかな」

　値段はさほど高くないし、どれも特別な効果が秘められているわけではなさそうなので、好きなデザインを選べばいい。シオンはパッと見で気になった仮面を手に取ってみた。そして──、

「この仮面、試着してみていいですか？」

　店員の男性に尋ねた。

「ん？　ええ、構いませんよ」

　あまり営業熱心でないのか、読書に勤いそしんでいた店員が顔を上げて答える。

「じゃあお言葉に甘えて」

　シオンは仮面を顔にあてがった。仮面は真っ白で、目の部分は真っ黒なメッシュ状の生地で覆われているのか、外からでは装着者の目を見ることができないようになっているようだ。シオンがこの仮面を手に取った理由がこれだった。

（裸眼の状態に比べると多少は視界が悪いが、問題がない程度だ。神眼を発動して鑑定することもできる）

　シオンは試しに神眼を発動させて、近くにあった適当な物を鑑定した。そして──、

「リィエル、俺の目は見えるか？」

　すぐ傍そばで仮面と睨にらめっこしていたリィエルに尋ねた。

「ううん、大丈夫」

　リィエルはふるふると首を横に振る。

「そうか……」

　なら、俺はこの仮面を買おう。

　シオンはそう考え、仮面を外した。すると──、

「シオン」

　今度はリィエルがシオンに語りかけてきた。

「ん？　なん、だ……？」

　シオンが視線を向けると、仮面をつけたリィエルが立っていて思わずギョッとする。どうやらシオンが仮面を外している間に装着していたらしい。

「どう？」

　リィエルが仮面をつけたまま訊きく。

「似合う……という表現は顔が見えないからおかしい気がするけど、良いと思うよ」

　シオンはくすりと笑って答える。

「じゃあ、これにする」

　リィエルは仮面を外すと、胸元で大切そうに抱えた。





　　　　◇　◇　◇






　シオン達たちが城下町を散策している一方。

　ヴァーミリオン王国の現第一王女であるエステルは、明後日あさつてのパレードに備えて昨日の時点でターコイズ王国を訪問していた。

　ターコイズ王国城の王室庭園にて。実の妹のように可愛かわいがっているシオンの妹イリナと、ティータイムを楽しんでいる。すると──、

「おーい！　エステル、イリナ！」

　ターコイズ王国の第一王子であるシオンが、ヴァーミリオン王国の第一王子であるクリフォードを引き連れて姿を現した。手を振りながら、二人が腰を下ろしているテーブルに近づいてきている。

　その髪の色は今、リィエルと一緒に王都を散策している白髪のシオンとは異なり、濃い青色をしている。

「お兄ちゃん！　クリフォード兄さん！　もう、遅いよ！」

　シオンの妹であるイリナは二人の来訪を喜んで手を振り返したが、少し咎とがめるように唇を尖とがらせる。

「ごめん、クリフォードとの対戦が長引いたんだ」

　シオンはエステル達のすぐ傍そばまで来ると、クリフォードを見ながらぽりぽりと頭を掻かいて謝罪した。

「え？　また手合わせしていたの？　で、今日こそ勝てたの？」

　と、イリナはやや呆あきれたような顔でシオンに尋ねる。

「善戦はしたんだけどな。ま、魔道士が壁役も置かないで闘気を扱う剣士と一対一で戦いを挑むこと自体が無謀なんだ。負けるのも仕方がないさ」

　シオンはあまり悔しがった様子は見せず、軽く肩をすくめて答える。すると──、

「……シオンが剣を使って戦えばまた勝敗は変わると思うんだけどな」

　クリフォードがぽつりと言う。

「またその話か。魔眼を使って魔法を撃ちまくる方が絶対に強いって、何度も言っているだろ？」

　シオンは苦笑して応じる。

「そんなことはないさ。魔眼に目覚める前の君の戦い方にも将来性は十分にあった。魔眼を獲得したんだからこそ、剣と魔法を組み合わせた時の伸び代は以前よりもずっと大きくなると俺は思っているんだ」

　と、力説するクリフォード。

「……私も、昔みたいに剣を扱うシオンさんと手合わせをしてみたいです」

　エステルも話に加わってきた。

「エステルまで……。そんなに俺に剣を握らせたいのか？　言ったろ？　魔眼に覚醒した時に、俺は剣術や体術の身体からだの動かし方を忘れたって。何しろ三ヶ月も目が覚めなかったしな。きっと強すぎる魔法の才能に目覚めた代償なんだ」

　シオンは二人から目をそらし、自嘲して語る。

　そう、それは三年前のことだ。

　クリフォードとの手合わせの後に、魔眼に覚醒して気絶してしまったシオンだったが、その後三ヶ月にもわたって意識不明を理由に面会謝絶が続いた。

　そして、ある日、クリフォードやエステルの前に姿を現したシオンという少年は、まるで人が変わったみたいに剣術が下手くそになってしまっていた。

「失ったのならまた伸ばせばいいんだ。いくらでも付き合ってやるって言っているのに」

「それも何度も言っているだろ？　今さら剣を学んだってクリフォードには絶対追いつけない。基礎パラメーターの膂りよ力りよくと敏びん捷しようの値の差だって開く一方だしな」

　と、自己弁護するシオン。

　基礎パラメーターとは誰もが保有する基礎能力、すなわち膂力、敏捷、耐久、魔力の四つから構成される能力値のことだ。

　Ｅ～Ｓの等級が存在し、一から百までの数字でその者の基礎能力を示し、それぞれの等級でパラメーターが百に到達すると上の等級へと移り、ゼロから再スタートする。

　レベルが一つ上がると基礎パラメーターの数値も最大で三上昇し、本人の適性や努力によって上昇する数値が変わるとされている（成長補正のスキルがあると、最大上昇値の三よりもさらに数値が上がっていく）。

　十刻みでレベルが上昇することでランクも一つ上がると、適性がまったくない項目を除いて基礎パラメーターの数値が一気に三十も上がるのだが、例えば膂りよ力りよくで三十も数値が異なると、同じランクであっても大人と子供くらいには力に差が開いてしまう。

　闘気や魔法で基礎パラメーターを強化することはできるが──、

「俺の基礎パラメーターは魔力の成長に偏っているんだ。だったら魔法の才能をより伸ばした方が絶対にいい。というより、合理的だろ？　魔法で幾分か強化したところで、闘気も使える典型的な戦士タイプのクリフォードに真っ向から戦って勝てるはずがない。勝てない領分で勝負を挑むほど俺は馬鹿じゃないんだよ」

　クリフォードが闘気を扱う以上、魔法で闘気に劣る強化をしたところで勝てる道理はないと、シオンは達観しきった物言いで訴えた。そして──、

「昔の俺の話をするのはもう止やめよう。魔眼に目覚める前の俺はもう死んだんだ」

　シオンは煙たがるように、昔の話をするのを嫌がってしまう。特に最後の言葉は嘲笑さえ帯びているように見えた。

「でも、昔と変わらずクリフォード兄さんとは戦いたがるよね、お兄ちゃん。なんだかんだ言って負けるのが悔しいんでしょ？」

　イリナがふふっと話に加わる。

「まあ魔眼を使った俺と戦える相手がクリフォードしかいないからな。思う存分に魔法を撃ちたい時の相手としてちょうどいいんだよ」

　照れ隠しなのか、シオンはふんとそっぽを向いて言う。

「でも、魔眼の力に頼りすぎて魔法の火力でゴリ押し一辺倒だ。もう少し工夫して戦った方がいい」

　クリフォードは小さく溜ため息いきをつくと、そうアドバイスした。

「まったく、口の減らない奴やつだ……。まあ、いい。そんなことよりいよいよ明後日あさつてはパレードだ。楽しみだな」

　シオンも億おつ劫くうそうに溜息をつくが、すぐに気持ちを前向きに切り替えたのか、上機嫌に笑ってパレードの話をする。

「お兄ちゃん、ここ最近ずっと浮かれていたもんね。最高に可愛かわいいエステル姉さんを国民に見せつけてやるんだって。そのためにパレードをやろうってお父様に力説したのよ」

　イリナは悪戯いたずらっぽく笑って、兄の暴露話をした。

「お、おい！　イリナ！」

「へえ、そうなのか？」

　クリフォードがからかうように合いの手を入れる。

「ち、違うぞ！　国の未来は明るいんだってことを示すのは王族としての責務でだな。いや、エステルが可愛かわいいのは事実だが」

　シオンはエステルを強く意識しながら、顔を真っ赤にして弁明した。

「良かったね、エステル姉さん。お兄ちゃん、エステル姉さんにぞっこんだよ？」

　イリナはニヤニヤと笑ってエステルをからかおうとする。

「あはは……」

　エステルは困ったように笑う。イリナが言うように、シオンはエステルにぞっこんだ。三年前、魔眼で意識を失い続けていたシオンが目を覚ました時に、献身的に看護してくれたことが理由だと以前、シオン自身が言っていた。

　けど──。

　──どうしてだろう、すごく嬉うれしいことのはずなのに……。

　エステルは今のシオンを見ていると、妙な胸騒ぎを覚えてしまうことがある。シオンのことがずっと好きだった。姉モニカのために努力していたそのひたむきな姿に、姉が失踪した後も姉を思い続けるその心の強さに、惹ひかれていた。

　だから、シオンが自分に気持ちを向けてくれるようになったと知った時は、すごく嬉しかった。

　姉に申し訳なくて、けど、それでも嬉しくて……。

　そう、嬉しかったはずなのだ。

　今も嬉しいはずなのだ。

　なのに、エステルの心の隅に漠然とした靄もやのような翳かげりがある。

　──シオンさん、あんなにもモニカ姉さんのことが好きだったのに……。

　三年前に魔眼に目覚めてから、シオンは変わってしまった。

　そんな思いが拭えない。

　いや、その思いは日増しに強くなっている。

　──このまま私はシオンさんと婚姻を交わして本当にいいのでしょうか？

　と、そんな不安を拭い去ることはできなくて……。エステル・ヴァーミリオンは二日後のパレードを迎えることになるのだった。
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　シオンとリィエルがターコイズ王国の王都を訪れてから二日後。

　正午の城下町で。

　未来の王妃エステルの来国を歓迎するパレードが開始された。

　パレードの部隊は王城を出発し、城下町へと繰り出していた。そこから市内をグルッと回ってから、お城へと帰還していく。そういう手て筈はずになっている。

「シオン様！」「未来の賢王シオン様！」

「エステル様！」「未来の王妃エステル様！」

　シオンとエステルは豪華な馬車の台車に乗り、周囲を歩く兵隊達たちに厳重に警備されながら、群衆に手を振っている。

　そんな二人に民衆が声援を送っていて──、

「おおお、手を！　お手を！　振り返してくれたぞ！」

「シオン様、素敵……」

「エステル様!!」
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「ああ、お美しい、美しい……」

　二人の姿を目にした国民達たちは強く感動して打ち震えている。

　近隣諸国との戦争が数百年間にわたって起きたことがないターコイズ王国において、民衆は王家を強く支持している。平和を保つ王族は民衆から絶大なる信頼を得ている。

　ゆえに、王族に向けられる敬意は天使信仰に続くほど強い。民衆の多くが前へ前へと進んで、より近い場所でシオン・ターコイズとエステル・ヴァーミリオンの姿を拝もうとしている。ただ、そんな中で……。

　いや、民衆達からだいぶ離れた場所から、シオン・ターコイズとエステル・ヴァーミリオンを眺めている者達がいた。

　シオン・ターコイズではない、ただのシオンと、リィエルだ。二人は背の高い都市の時計塔に忍び込み、物見台の陰からパレードの様子を眺めている。

「……あの男の人、髪の色以外シオンにそっくり」

　リィエルが馬車に乗るシオン・ターコイズを見下ろしながら、隣に立つシオンに向けて言う。そう、二人は生き写しのように外見がそっくりだった。

　違うのは髪の色だ。シオンが神眼をその身に宿した時に髪の色素が抜けて白髪へと変化したのに対し、馬車の台車に乗ってエステルの隣にいるシオン・ターコイズは群青色の髪をしている。

「…………なんなんだ、アイツは？」

　シオンは薄気味悪そうに、掠かすれた声で疑問を口にした。衝撃が強すぎて思考が停止しそうになる。だが、今のシオンにはその疑問を確かめる術すべがある。

　シオンはごくんと息を呑のむと、神眼を発動させ、馬車の台車に立つシオン・ターコイズの鑑定を行った。結果──、




＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

【名前】シオン・ターコイズ

【種族】人造人間ホムンクルス

【年齢】肉体年齢は16歳

【性別】男

【レベル】14

【ランク】１

【基礎パラメーター】

・膂りよ力りよく：Ｅ（44／１００）

・敏びん捷しよう：Ｅ（44／１００）

・耐久：Ｅ（44／１００）

・魔力：Ｃ（４／１００）

【特殊パラメーター】

・魔法：Ａ

・魔眼：Ａ

【スキル】

・魔の祝福

　特殊パラメーター『魔法Ａ』の項目を追加し、基礎パラメーター『魔力』の等級を一つ上昇させる。また、レベルの上昇に伴う基礎パラメーター『魔力』の上昇値に大補正。

・魔眼・大魔道士の眼

　特殊パラメーターに『魔眼Ａ』の項目を追加。魔眼発動時には四級魔法までの鑑定、魔法陣構築速度の上昇、魔力消費量の軽減、四級魔法までの詠唱破棄などの恩恵を受ける。

【特記事項】

　シオン・ターコイズを複製した人造人間ホムンクルス。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝




　という鑑定結果が判明する。

　かくして、シオンはシオン・ターコイズの正体を知った。

（……人造人間だと？　俺を元に複製された、人造の人間？）

　なんでも知ることができる神眼を手に入れたはずなのに、わけがわからない事実に直面している。思わず薄ら笑いが浮かんできた。

　未来の賢王シオン・ターコイズ。

　そういった王子が今のターコイズ王国に存在するとはこのパレードが行われるまでの間に何度も耳にしていたが、どこか実感は湧かなかった。こうして実際に目の当たりにするまで、半信半疑に思う自分がいたのだ。

　いや、あるいは現実逃避していたのかもしれない。だから、もしかしたら国の混乱を恐れた父が影武者を用意したのかもしれない。そんな風に思うようにしていた。

　しかし、今この瞬間、シオンは確信した。

（あそこにいるシオン・ターコイズは間違いなく俺やリィエルを監禁していた組織、ダアトと関わりを持っている）

　人造人間、という鑑定結果がすべてを物語っている。あそこにいるシオン・ターコイズはダアトが作りだしたのだろう。

　人造の亜天使デミ・エンジエルであるリィエルと同じように……。

　そう考えれば説明がつく。

　そう、シオンはダアトが作りだしたシオン・ターコイズによって本物の立場を奪われてしまったのだ。

　ダアトが偽物を作って本物とすり替えて、シオンの人生を奪った。それだけは確かだった。だが──、

（父上はこの事実を知っているのか？）

　それがわからない。

　いったい何がどういう経緯で本物の自分と偽物のシオン・ターコイズはすり替えられたのだろうか？

　もし国王である父も気づいておらず、妹のイリナや大切な幼おさな馴な染じみであるエステル、クリフォードも事実を知らないまま、偽物のシオン・ターコイズと接しているとしたら？　あそこにいるシオン・ターコイズが、三人を騙だましているのだとしたら？

　自分とまったく同じ顔をした誰かが、自分として生きている。そして、自分の親しかった者達たちを騙している可能性がある。

　そんな現実を目の当たりにして突きつけられた今──、

（…………ふざけるなよ）

　シオンの中に形容しがたい拒否感が湧き起こってきた。

　わからない。

　人の人生を奪っておいて……。あそこにいるシオン・ターコイズは、どうして幸せそうな顔でエステルの隣に立っていられるのだろうか？

　偽物のシオン・ターコイズは我が物顔でエステルの肩に手を回し、民衆に手を振っている。シオンはそんなシオン・ターコイズの姿を見ているだけで強い不快感を抱き、キュッと唇を噛かむ。

　すべての元凶はダアトという組織にある。

　シオンはダアトによって三年も研究所に拉致監禁されていた。そして、モニカとウリ二つの顔をしたリィエルも存在する以上、ダアトという組織はモニカの失踪にも絡んでいたのだろう。

　人の人生をこれだけメチャクチャにしておいて、いったいダアトという組織は何を目的にしているというのか？

　いったい何が起きているというのか？

　モニカはいったいどこへ消えてしまったというのか？

　わからない。

　外の世界に出た今も、わからないことだらけだ。

　本当に。

　嫌になるほどに。

　だから、調べる必要がある。

　そのための神眼ちからならば手に入れた。すると──、

「シオン」

　リィエルが普段通りの優しい声色で、モニカの声で、シオンの名を呼んだ。

「……ああ」

　シオンは深く息をつき、しっかりと返事をする。

　現状、本物のシオンが生きていると知っているのは、世界でリィエル一人しかいない。それだけで少し救われた気がした。本物だとか、偽物だとか、そんなのは関係なくて、自分は自分なのだと思えた。

「これから、どうするの？」

　リィエルが尋ねる。

「あそこにいるシオン・ターコイズの隣にいる女の子。エステルは俺の大切な友達なんだ……」

　だからこそ、シオンは疑問に思う。偽物のシオン・ターコイズの周りにいる者達たちは、真実を知っているのだろうか、と？

　もし真実を知らなかったら、エステルは偽物だと知らないまま偽物のシオンと結婚することになる。

　けど、偽物のシオン・ターコイズと関わることで、ダアトに見つかるリスクもあって……。

「シオン？」

　と、リィエルがシオンの名前を呼ぶ。

　私はシオンの味方だよ。

　リィエルがそう言ってくれている気がして、シオンは密ひそかに鼓舞される。

　だから……。

「なんとかして、エステルと接触してみようと思う」

　せめてエステルが真実を知っているのかどうかだけでも確認したい。

　シオンは悩ましそうに顔を曇らせ、しかる後にガシガシと頭を掻かくと、強い決意を覗のぞかせてそう告げたのだった。
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　初めましての皆様はどうも初めまして。そして他作品で私をご存じだった皆様はいつも誠にお世話になっております。

　ＭＦ文庫Ｊ様では過去に『魅了スキルでいきなり世界最強』という作品を、ＨＪ文庫様では現在進行形で『精霊幻想記』という作品も刊行させていただいております。北きた山やま結ゆう莉りと申します。

　この度は『失格世界の没落英雄』１巻をお手にとってくださり、誠にありがとうございます！　本作はカクヨム様などで連載していたＷｅｂ版を書籍化した作品でして、前作からの担当編集さんにお声がけいただき、こうしてまたＭＦ文庫Ｊ様で作品を刊行させていただけることになりました。

　さて、Ｗｅｂ版と書籍版を連載しているとよく頂戴するご質問が「Ｗｅｂ版と書籍版で内容は違うの？」ということです。

　というわけでまず強調しておきたいのは、「Ｗｅｂ版を読めば書籍版を読む必要も楽しみもなくなる」ということはございませんし、「書籍版を楽しむためには先にＷｅｂ版を読んでおいた方がいい」ということも決してございません、ということです。

　両者の内容の差異につきましては、１巻の時点ではＷｅｂ版とほぼほぼ同じでありながら微妙に異なる新要素を盛り込んでみました。１巻は作品全体のプロローグ的な位置づけでありまして、続く２巻から物語が動き始めていく予定です。

　ネタバレになるので詳しくは申せませんが、書籍２巻では途中からＷｅｂ版と大きく異なる展開になる予定ですので、Ｗｅｂ版をご覧になった方もそうでない方も、どうぞお楽しみに！

　そして、Ｗｅｂと書籍の超大事な違いといえば、イラストが付くということです！　ご存じの通り担当イラストレーターのｎａｎａ先生が大変素晴らしいイラストを描いてくださりました！　誠にありがとうございます！

　また、読者の皆様はもちろん、作品の出版にあたってご尽力いただいた担当編集のお二方や、ＭＦ文庫Ｊ編集部様、営業様、デザイナー様、校正者様などなど、お世話になったすべての皆様に、この場をお借りして心よりお礼申し上げます。

　最後に、この作品が刊行される１月下旬はとても寒いと思いますので、皆様、お体にお気をつけて（年末で気が緩んだのか、私は風邪をひいて熱を出してしまいました汗）。

　それでは、今回はこの辺りで！　願わくは第２巻でもお会いできますよう！


二〇一九年一二月下旬　　　北山結莉　







電子書籍特典　書き下ろし短編

『モニカとの思い出』





　ターコイズ王国の第一王子、シオンには好きな人がいた。

　大好きな人がいた。

　モニカ・ヴァーミリオン、隣国の第一王女であり、元婚約者だった少女である。失踪してしまった今でも、まだ大好きな人だ。

　だから、頑張ると決めたのだ。

　諦めないと決めたのだ。

　どこかに消えてしまっても、きっとどこで生きていると信じて……。





　　　　◇　◇　◇






「シオン」

　懐かしい声に名前を呼ばれた気がした。

「シオン」

　聞き間違いではないと思う。

「ねえ、シオン。シオンってば」

　そうだ、聞き間違いではない。

　この声は……。

「ん……」

　シオンはおもむろに目を開ける。

「もう、やっと起きた」

　頭上にはふくれっ面の女の子がいる。

「……モニカ？」

　そう、モニカだ。

「うん。貴方の婚約者のモニカですよ」

　モニカは表情豊かに、ふふんと嬉しそうに笑って言う。

「…………」

　シオンは幸せそうに口許をほころばせる。

「寝起きから……というより、いつも以上に締まりのない顔をしているよ？」

　モニカは少し不思議そうに首を傾げた。

「そうかな？」

　シオンも疑問符を浮かべて首を傾げる。

「うん」

「即答だな。というより、俺ってそんなに締まりのない顔をしているの？」

　シオンは苦笑交じりに問いかけた。

「うーん、シオンは優しいからね。でも、格好いいよ」

　と、モニカははにかんで言う。

「そ、そうか。ありがとう……」

「あ、顔が赤くなった」

　モニカはニヤリと笑って指摘する。

「そりゃなるよ」

「シオンは私のことが大好きだもんね」

「うん」

　今度はシオンが即答した。すると──、

「うーん、そこまで迷いなく頷かれると恥ずかしいなあ」

　モニカが顔を赤くする。

「…………」

　シオンはそんな彼女の顔を見て、嬉しそうに笑う。ただ、気がつけば周囲の景色は途端に霧散していき……。





　　　　◇　◇　◇






　シオンは寝心地の悪いベッドから起き上がる。

　場所はダアトの研究所。

　牢屋の中の薄暗い天井が視界に映って──、

「ああ、くそ……」

　と、独り言ちるシオン。だが──、

「モニカの夢を見るのは久々だな」

　モニカの夢を見たからだろうか、その口許はほんの少しだけも緩んでいたのだった。
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